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　オタクって生きるのが楽しいだろうな、と思う。

　テレビを点つければいつでも新作アニメが放送していて、まとめサイトを見れば毎日のように新作ゲームがリリースされていて、学校に行けば同じ話題を共有できる仲間がたくさんいて、しかも、教室の隅でコソコソ隠れて話す必要などない。大きな声で堂々と語っていい。現代の東京では、オタクにも基本的人権が認められているのだ。

　だから、きっと、オタクは人生を謳おう歌かしている。

　……主語が大きすぎるか？

　じゃあ、もう少し適切な表現に言い換えよう。

　ＯＴＡ団の連中は、俺なんかと違って、青春を謳おう歌かしまくっている。




「まだ定番」

「まだ一般人」

「まだ尊くない」

　昼休み。２年４組の教室で、２年４組の生徒じゃない連中が、楽しそうに騒いでいた。

　まぁ、いつものことだけど。

　ここにはオタヒメさんがいるから、ＯＴＡ団の男子は、隙あらばこの教室へと集まってくるのだ。

「せやろ？　この時点では、大地讃さん頌しようとか、モルダウとか、その辺に決まりそうやったんや」

「どこにでもある普通の合唱コンクール、ですな？」

　やぎう氏が、スマホの画面を見せる。

　オタヒメさんが、その画面を前かがみに覗のぞき込こむ。

　他の男子たちも、前かがみの姿勢でスマホの画面を覗のぞき込こむ、……ふりをしつつ、その姿勢によって強調されたオタヒメさんの胸元を、チラリ、チラリ、と眺めている。

　ああいう挙動は、客観的に見るとバレバレだ。

　本人たちは上手に誤魔化しているつもりなんだろうけど、５秒に１回くらいなら胸元を見ても不自然じゃない、みたいな打算まで含めて、どうしようもなくバレバレだ。

　いや、気持ちはわかるんだよ。

　こうやってクールに分析している俺自身、あの輪の中に入っていたら、あの角度から視線を送れる場所に立っていたら、まったく同じ挙動を取っていただろう。

　それは、いわば、男の本能だ。

　だから、あいつらを責める気は毛頭ない。

　責めるべきは、オタヒメさんである。

　正確に言えば、オタヒメさんの、けしからん胸である。

　……何の話をしてたんだっけ？

「ワイオタク、そこで颯さつ爽そうと【反社反撃】を提言」

「ん？」

「流れ変わったな」

「尊くなりそう」

　あぁ、そうそう。

　隣の２年３組が、昨日、ホームルームにて、合唱コンクールの曲を決めた、という話だ。

　やぎう氏が名前を挙げたのは、昨年公開された「反社会的こねくしょん　～反こね～」劇場版の主題歌。アニメ映画としては異例とも言える大ヒットで、主題歌も非常に有名となった。

　どれくらい有名かというと、映画を観みていない、オタクですらない、そんな俺でさえ、サビだけなら歌えるレベル。

　僕は反社会的に君を探し続けたよ、……みたいな。

「２年３組のリア充さん一同、あーだこーだ文句を言いつつ決定打に欠けたもよう。う～ん、巨人の代打かな？」

「え～っと、野球のことはよくわかんないけど、そこでやぎう氏が取った行動は～？」

「そらもう大演説よ。おっ、アニソン差別か？　俺らは抵抗するで？　……拳で！」

「んでんでんで～、その結果は～？」

「……ほな、ＶＴＲスタート！」

　やぎう氏が動画を再生する。

　クラス委員長らしき人が、黒板に正の字を書き終えたところだ。

　大地讃さん頌しよう、７票。

　モルダウ、６票。

　反社反撃、10票。

　以下、５票以下ばかり。




『多数決の結果、３組の合唱曲は、反社反撃に決まりました』




「完全勝利したやぎう氏ＵＣ～☆」

「ふぁ───ｗｗｗ」

「♪ぱーぱーぱーぱ────ぱぱぱぱぱーぱー」

「尊い……、尊い……!!」

　寄ってたかって草を生やしまくる、ＯＴＡ団のオタクたち。

　その様子を、自分の席から遠巻きに眺めている、俺。

　……改めて、思う。

　あいつら、人生楽しそうだな。

　オタクになれなかった俺は、あの輪に加わることが許されない。こうやって、自分の机に頰ほお杖づえをついて、ＵＣって何の略だっけ？　ロボットアニメの曲だったかな？　と１人で考えることしかできない。

　きっと、細かい知識なんて、まったく重要じゃないんだろう。

　お約束のネタに対して、お約束の反応を返せること。それだけが重要なんだろう。

　それはわかってる。

　だけど、俺には無理だった。

　だから、俺はオタクじゃなかった。

　青春を謳おう歌かできないことが約束されてしまった、底辺の存在だった。

　……それは事実だ。

　少なくとも、２週間前までは、確実に。




「リョータ、聞いてる？」

「……えっ？」

「っていうか、完全に聞いてなかったよね、今」

「……ご、ごめ、うっ」

　慌てて振り向いた次の瞬間、眉間のあたりを人差し指でツンツンされて、俺は反射的に目を閉じた。クスッ、と笑う吐息だけが聞こえる。目を開くと、そこには、ちょっと眠そうな瞳で俺を見つめるリア充女子の笑顔があった。

「別に大した話じゃなかったから、最悪、聞いてるフリだけでもよかったんだけどさ。リョータの聞いてるフリが下手すぎるから、なんかもう、逆に、ウケた」

　ウケた、と言いつつ、声のトーンは平常運転。

　逆に言えば、怒っていたり悲しんでいたりする訳でもない。

　この２週間で、それくらいは読み取れるようになってきた。

「また難しいこと考えてた？」

「あっ、いや、それは」

「前も言ったけど、ウチと２人のときは、ちゃんとウチの相手してほしいんだけど」

　責めるような口調ではない。

　拗すねたような口調でもない。

　冗談を言って、からかって、楽しむような口調だ。

　リア充女子が非リア充男子をうっかり勘違いさせてしまう、とても罪深い口調だ。

　実際、俺も勘違いしそうになった。

　もしかして俺のことが好きなんだろうか、とか、もっと好感度を稼いでいけばワンチャン、とか、風ふ呂ろ場で鏡をよく見たら俺って意外とイケメンだったからリア充女子が一ひと目め惚ぼれしちゃうのも納得、とか、そういう馬鹿みたいな勘違いをしそうになった。

　だけど、違うんだよ。

　そんな展開を期待していいのは、リア充男子だけなんだよ。

　リア充男子じゃない俺のような存在が、リア充女子の彼氏になりたい、なんて望むこと自体が、いわば犯罪行為に相当する。口に出すのはもちろん、心の中で願うだけでもアウト。思想良心の自由という崇高な基本的人権が、高校の教室という閉鎖的なムラ社会で、誰にでも認められていると思ったら大間違いだ。

　だから、俺は、なるべく謙虚に生きている。

　自分をうっかり過大評価してしまうことがないよう、なるべく注意しながら、東京のど真ん中でサバイバル生活を送っている。

　そんな俺に向かって、いつも眠そうなリア充女子が、こう言ってくる訳だ。




「リョータは、ウチの、カレシなんだよ？」




　勘違いしてはいけない。

　昔も、今も、俺はリア充なんかじゃない。

　この発言は噓うそだ。

　２週間前から始まって、３ヶ月後には終わっている、全13話のアニメみたいな噓うそだ。

「……わかってるよ。俺は、メグの、彼氏だからな」

　噓うそに噓うそを重ねて、ペットボトルのお茶を飲む。本当はサイダーを飲みたい気分だったけど、やっぱり放課後まで我慢しておこう。

　リア充じゃない俺が、リア充を演じている理由。

　それは、２年４組の教室を、メグが安心できる場所にするためだ。

　この教室には、メグのことを好きなリア充男子がいる。そして、そいつのことを好きなリア充女子がいる。その２人に清く正しい異性交遊を始めて頂かないと、メグの立場が、とても不安定なものになってしまう。

　だから、表向きの現状としては、こういうことになっている。

　本音を公言できない高校生活にも、俺は、少しずつ、慣れ始めていた。




　　　＊　＊　＊




　九十九学園では、５月にクラス対抗の合唱コンクールが行われる。

　毎年４月にクラスがシャッフルされてしまうから、こうして共通の課題に取り組むことで、結束を強める、絆きずなを深める、みたいな目的があるのだろう。

　そんな思惑通りに行けばいいんだけど。

　まぁ、なかなか上う手まくいかないよね。

　教室内の人間関係って、もうちょっと複雑だからさ。

「あれって何だっけ？」

「なんかアニメの曲だったはず。映画館で聞いたことあるから、たぶん映画」

「んー、アニソンかー」

　肯定する訳でもなく、否定する訳でもなく。

　いかにも日本人らしい微妙な空気が、２年４組の教室内に充満していた。

　時刻は午後３時半をちょっと過ぎたくらい。３組から１日遅れで、４組も合唱コンクールの曲を決めようとしているところだ。

「……おや、おやおや～？」

　オタヒメさんの笑顔が引きつっていた。

　みんなの反応が、……主にリア充サイドの反応が、予想以上に薄かったのだ。




　一旦、ここまでの流れを整理しておこう。

　黒板には定番曲のタイトルがずらりと並んでいるけど、正直なところ、とりあえず言ってみただけ、といった感じが強かった。

　仕方ないといえば仕方ない話だ。

　母なる大地を讃たたえたいと心から願っていたり、ヨーロッパ某国の見知らぬ川にとても深い思い入れを持っていたり、そんな高校生が日本にどれだけ存在するというのか。

　だから、特定の曲を積極的に推す者は誰もいなかった。

　そこで颯さつ爽そうと手を挙げるオタヒメさん。

　黒板に追記された、反社反撃、という一行。

　曲のチョイスが若干アレかもしれないけど、ただ１人、たった１人、積極性を持つ人間が現れたのだ。

　これはもう完全な勝利フラグ。決定的に流れを変える神の一手。昨日３組で起こった反社会的な逆転劇が、今日４組でも再現されるに違いない。

　……オタヒメさんは、そう考えていたんだろう。

　だけど、現実は違った。

　何な故ぜか？

　この教室には、もう１人の女帝が君臨していたのだ。

「あっ、映画で思い出した★」

　マキマキさんである。

　大雑把に言ってしまうと、オタヒメさんがオタクサイドのお姫様なら、マキマキさんはリア充サイドの女王様。両者の支配力はともに強大であり、彼女たちを敵に回せば、その陣営で生きていくことは事実上不可能となる。

　そんな彼女が、ここで動いたのだ。

「この前テレビで観みたんだけどさー。教会のシスターが、んー、ゴスペル？　とか歌う映画。あれ、すっごい良くなかった？」

「あっ、わかる！　金曜の夜に放送してた映画っしょ？　あれヤバかったよなー」

「うんうん、ヤバかったよねー。で、あの最後に歌ってた曲なんだけど、合唱コンクールとかでも歌うことあるらしいよ？」

「マジで？　それ、アリじゃね？」

「あたしも全然アリだと思う★」
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　マキマキさんの発言に、同じく影響力の強い木きノ本もとくんが同意。

　明らかに空気が変わった。

　世論形成が完了した。

　２人を中心とするリア充グループの皆様が、オタヒメさんの提案には微妙な反応しか返さなかった皆様が、口々に賛同の声を挙げていく。

「マキマキ、それＢＩＮＥでも言ってたよね」

「いいんじゃね？　俺もあれテンション上がったわ」

「あ、でも、映画だと全員女の人じゃなかった？」

「それを男女混合で歌えるようにしたアレンジがあるってことじゃね？」

「あーね、りょ！　ヤバい、理解力なさすぎた」

「なんかもう、これ確定でいい気がしてきた」

　この間、わずか数十秒。

　ついには『確定』という言葉まで飛び出した。

　リア充の民主主義に議論は要らない。固い絆きずなで結ばれたズッ友は、当然、みんな同じ意見を持っている筈はずだから。




　では、最終結果を一部抜粋してみよう。

　大地讃さん頌しよう、５票。

　モルダウ、４票。

　反社反撃、６票。

　Holy Night Queen、11票。




「多数決の結果、４組の合唱曲は、Holy Night Queenに決まりました」




「うぇ───い★」

「うぇ───い！」

　満面の笑みでハイタッチを交わすリア充男女たち。

　その様子を、自分の席から遠巻きに眺めている、俺。

　……改めて、思う。

　あいつら、人生楽しそうだな。

　ほんの少し前まで、俺はリア充になろうとしていた。そして、俺はリア充になれないことを思い知った。だけど、成り行きで、俺はリア充じゃなきゃいけなくなった。

　これが、実際、なかなか大変なのだ。

「どうせなら優勝狙おうぜ！」

「じゃあガチで朝練とかやっちゃう？」

「やべー、それマジ青春だわ」

「でも、さすがに全員参加は無理じゃね？　野球部の人とか休めないだろうし」

「そこは仕方ないっしょ、強制できるモンじゃないし」

「ただ、ここら辺のメンツは全員参加な。これ強制だから」

「おいおいマジかよ！　……いや、行くけどさ！」

　とんとん拍子に物事が決まっていく。

　そして、木きノ本もとくんがさらっと指定した『ここら辺のメンツ』の中に、俺はギリギリ含まれている。

　一言も意見を発することなく、ふと気付いたら、朝練への参加が既定事項となっていた。

　リア充グループの末席に並んでいると、こんなことは日常茶飯事だ。

　もう諦めた。

　えー、早起きは苦手なんだけどなー、みたいな不満は心の中に留とどめておいて、

「えー、早起きは苦手なんだけどなー、あたし」

　くっそぉー！

　自由に発言できるヤツは羨ましいなぁー！

　俺がニコニコと笑いながらイライラと憤いきどおっている間に、マキマキさんはヘラヘラと笑いながらクルクルと髪を指に絡からめ、木きノ本もとくんに熱い視線を送る。

「キノっち、朝ＢＩＮＥで起こしてよ」

「え、俺かよ？」

　はい、出ました。

　リア充女子がリア充男子との距離を縮めたいときの定番テクニック、朝ＢＩＮＥおねだり。

　ぶっちゃけ、マキマキさんは木きノ本もとくんのことが好きだ。これはもう確定情報だ。好きで、好きで、大好きで、片かた想おもい成じよう就じゆのためなら手段を選ばない筈はずだ。俺が勝手に決め付けている訳じゃない。俺なんかよりも洞察力に優れたメグが、そう確信しているのだ。

　……そういえば。

　そんなマキマキさんが、合唱コンクールの選曲などという一見どうでもよさそうな場面で、積極的に動いた。

　何か理由があるのか？

　というか、絶対あるよな？




「すみませーん、ちょっと聞いてくださーい」

　騒がしい教室に向けて、議事進行を務めるクラス委員長が声を張り上げた。

「曲が決まったので、次は、指揮者と伴奏者を決めようと思います。Holy Night Queenにはソロパートがあるみたいなので、できればその担当者も」

「あ、それなんだけど」

　マキマキさんが即座に反応する。

　まるで、最初から、このタイミングを待ち構えていたように。

「男声ソロはキノっちがいいと思う★」

「え、マジで？」

「だってカラオケ一番上う手まくなかった？　みんなも思わない？」

「わかる～」

「マジ卍まんじ～」

「うわ、マジかー、俺卍まんじかー」

　マキマキさんだけでなく、他の女子たちも賛同。一糸乱れぬチームワークで、木きノ本もとくんを推薦する世論が形成されていく。

「ちなみに女声ソロどーすんの？」

「キノっちがやるなら、あたしもやりたーい」

　なるほど。

　その一言で、色々と察してしまった。

　男声ソロが１人、女声ソロが１人。２人だけで練習する機会もあるだろう。単純接触回数も増えるだろう。あとはもう、時間の問題だ。

「……あー、俺とマキマキかー。確かにアリだなー」

　木きノ本もとくん、そう言いつつもやや困惑気味の様子。

　首元を片手で押さえるイケメン特有のポーズで、一瞬だけメグの方に視線を送る。

　うん、俺は見逃さなかったよ。

　今、確実に、マキマキさんじゃなくてメグを見たね。

　あぁ、もう、じれったいなぁ。

　マキマキさんの好意にはまだ気付いていないのかもしれないけど、さっさと気付いて頂きたいし、さっさと付き合って頂きたい。そうして頂かないと、俺が困るし、俺以上にメグが困るし、いつまで経たっても教室に平和が訪れない。

　木きノ本もとくんがマキマキさんと結ばれること。

　そのために、メグへの恋心を諦めてもらうこと。

　そのために、俺がメグの彼氏役を務めること。

　これが、２年４組を平和にするための、メグが安心できる場所を作るための、最適解だ。

　そんな事情でリア充のふりをしている俺にとって、今回マキマキさんが強引なアプローチを仕掛けたことは、決して悪くない話、……むしろ、とても良いい話だったりする。

　お前ら、さっさと付き合っちゃえよ。

　リア充なんだから、リア充らしく、リア充しちゃえよ。

　そうすれば、きっと、みんなが幸せになれるんだからさ。




　ホームルームが終わった。

　決定事項をまとめると、男声ソロは木きノ本もとくん、女声ソロはマキマキさん。色々な意味でマキマキさんの思惑通り、完全勝利である。

　指揮者については自薦も他薦もなく、最終的に委員長が自ら名乗り出ることで決着した。

　問題は伴奏者で、どうやら４組にはピアノを弾ひける生徒がいないらしく、対策は後日検討、ということだ。

　……これ、わりと大問題のような気がするんだけど、どうするんだろうね？

　まぁ、それはそれとして。

「んんｗｗｗ　ありえないｗｗｗ」

　教室の隅で、オタヒメさんが荒れていた。

　草を生やしながら、笑顔を浮かべながら、明らかに苛いら立だっている。

「ゴスペル？　何それ美お味いしいの？　30年前の映画とか持ち出されても困るっていうか、それだったら１年前の映画の方が良くありませんかな？　いや、１年前どころか、今まさに２期が放送中なんですぞ？」

「う、うん、そうだよね。えへへへっ」

　相あい槌づちを打っているのは、ＯＴＡ団の一員、ななこ氏。

　まぁ、オタヒメさんが愚痴を言いたくなる気持ちは理解できるし、その相手としてななこ氏が選ばれるのも納得だ。４組にはＯＴＡ団の部員が２人しかいないんだから。

　今の時代、オタクは決して少数民族ではない。この状況は、むしろレアケースと言っていいだろう。実際、やぎう氏の３組には、えっと、確か、６人？　７人？　それくらい部員がいた筈はずだし。

　オタヒメさんが不運だったのは、そもそも、クラス分けで４組になってしまったこと。

　昼休みなんかは他のクラスからＯＴＡ団の連中が集まってくるから、あまり意識したこともなかったんだけどね。今回の投票では、数的不利が露骨に響いてしまった。

「いっそのこと、本番でいきなりイエッタイガーとか入れてやりますかな？　リア充様たちのソロパートに☆」

「えっ？　い、家虎は、さすがに、良くないよ……」

「何な故ぜ？」

「なぜ……、って、それは、えっと……」

　危険な発言が聞こえてきた。

　イエッタイガー（家虎）とは、簡単に言うと、歌や演奏を邪魔する迷惑行為のこと。さすがに本気じゃないと信じたいけど、冗談だとしても許される範囲ギリギリだろう。遠くから聞いているだけの俺も若干不愉快だし、ななこ氏はそんな話を間近で聞かされている訳で、うん、そろそろ助けてあげたい。

「……メグ、行こうか」

「うん、わかった」

　席から立ち上がり、カバンをひょいと肩にかける。

　ふぅっ、と息を吐きながら、いつもの自己暗示を心の中で唱える。

　俺は彼女持ちのリア充！

　俺は彼女持ちのリア充！

　俺は彼女持ちのリア充！

　……よし、準備ＯＫ。

「お取込み中、失礼しまーす」

「あっ……、りょーた氏」

「うげっ!?　……あ、いや、こほんこほん。りょうた氏、どうかしましたかな？」

　オタヒメさんが、一瞬だけ、本気で怯おびえたような表情を見せた。

「あぁ、いや、用があるのは、かなめ氏じゃなくて、ななこ氏の方。美術部の部室、また使わせてもらいたいからさ、……俺とメグに」

「……りょうた氏と、……メグ氏に」

「そうそう、いつものアレ。あっ、一応確認だけど、あの話、誰にも言ってないよな？」

「も、もちろん！　約束、しましたからな？」

「おー、ありがと。ご協力、感謝、感謝」

　アニメに登場する悪いリア充みたいな笑みを浮かべて、いかにも上辺だけの謝辞を告げる。

「じゃあ、ななこ氏借りてくよ。俺たちが使う前に、部室の中、片付けてもらいたいから」

「……片付け？」

「いや、ほら、多少はスペース必要だし？」

「……あっ、ああぁっ、そういうことですか！　なるほどなるほど！　……では、ななこ氏、行ってらっしゃいませ～☆」

　両手を突き出して、パーの形に開いて、ブンブンブンブン左右に振る。

　外見だけは間違いなく美少女だから、ＯＴＡ団の男子部員たちが夢中になってしまうのも、秋葉原の一部界かい隈わいで人気があるのも、確かに納得なんだけどね。
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「……なんか、すっげー疲れた」

　廊下を歩きながら、思わず、俺も愚痴をこぼしてしまった。

「ホームルームで合唱コンクールの曲を決めただけなのに、なんでこんなにメンタル削られなきゃいけないんだ」

「んー、でも、仕方ないよね。マキマキにとっては大チャンスだし」

「えっ？　そ、そうなの？」

　メグとは対照的に、ななこ氏は事態があまり把握できていない様子。

　まぁ、リア充側の人間関係って、外側から眺めてるだけじゃ理解不能だよね。俺自身、当事者として巻き込まれていなかったら、今日の出来事はまったく意味不明だった筈はずだ。

「木きノ本もとくんとマキマキさん。お似合いのカップルだと思うし、これを機に急接近してくれたらいいんだけどねぇ」

「あははっ、本当だよね」

　まるで他ひ人と事ごとのようにメグが笑う。

　何というか、本当に、メンタルが強い。強すぎる。

「ただ、恋バナとか抜きにしてもさ。ソロパート、あの２人でよかったんじゃない？」

「……それは、単純に歌が上う手まいから、っていう話？」

「うん。リョータも聞いたじゃん、カラオケで」

「……えーっと」

　記憶を辿たどる。

　つらすぎる思い出だったから忘れかけていたけど、リア充の皆様とカラオケに行ったとき、確かに２人とも上手だったような気がする。音程とか、声量とか、リズム感とか、どの要素もハイレベル。しかも、場を盛り上げながら歌っているのだ。ひたすら曲に集中して、ようやくそれなりに歌い上げていた俺とは、まったく比較にならない。

　ちなみに、申し訳ないけど、メグはぶっちぎりで歌が下手だった。音程、声量、リズム感、全部ダメ、という黒い三連星である。

　ただ、それを大したハンデとしないのが、メグのすごいところだ。

『さすがに自分が音痴なのは自覚してるし』

　……そう。

　だから、ずっとタンバリンを叩たたいていた。

　リア充の世界で生きていくには、そういう立ち回りが重要になってくるんだろう。

　たとえば、木きノ本もとくんに告白されても、マキマキさんを敵にしないため、俺と付き合ってるから無理ですごめんなさい、って咄とつ嗟さに噓うそをつけるような立ち回りが。

　メグは生きるために噓うそをつく。

　メグの本音を知っているのは、俺と、ななこ氏と、あと誰だ？　もしかしたら、他に誰もいないのかもしれない。少なくとも、木きノ本もとくんやマキマキさんじゃないことは確実だ。

　同じグループで、表面上、あれだけ仲良くしているくせに。

　一歩踏み込んだ先にある本音は、誰も知らないんだからな。




　さて、俺たちは、地下２階にある美術部の部室へと向かっていた。

　正確に言えば、部室へと向かっているのは、ななこ氏と俺の２人だけなんだけど。

「じゃあ、ウチは、一旦ここで」

　地下へ降りる階段の前で、メグが小さく手を振った。

「６時半まで時間潰して、また来るから」

「……いつも悪いな。気を遣わせちゃって」

「やー、別に？　ウチが一緒にいたら、それこそ、ナナコちゃんに気を遣わせちゃうし」

「えっと、その、ありがとうございます……」

「そんなに感謝されるようなことじゃないってば。じゃあ、リョータのこと、よろしくね？」

「よ、よろしく、されました……」

　ななこ氏はメグに頭を下げた後、俺の方へと向き直り、

「メグさんに、よろしくされちゃったから……。りょーた氏に、いっぱい、よろしく、しちゃうよ？　えへへへっ」

　声を弾ませて微ほほ笑えんだ。

　これから、ななこ氏にとって至福の一時が始まるのだ。

　それは、俺に「アイドルファイブ！」を布教すること。

　相手は俺でなければいけない。ディープでマニアックな領域まで語り尽くしたいから、残念ながら、メグには聞き役が務まらない。

　また、例の不祥事が起きて以来、アイドルファイブという作品は、オタクにとってアンタッチャブルな終わったコンテンツ扱いされている。オタヒメさんをはじめとするＯＴＡ団の部員たちは布教対象にならないどころか、布教活動自体を秘匿しなければ生きていけない。ななこ氏の置かれた状況は、隠れキリシタンみたいなものだ。

　そして、隠れドルファイバー・ななこ氏に残された最後の聖域、偶像（フィギュア）と肖像画（ポスター）に彩いろどられた秘密の礼拝所、それこそが、美術部の部室なのだ。

　だから、俺は週２回ほど、ほとんど誰もいない地下２階へと向かう。

　ところが、ある日、それをオタヒメさんに目撃されてしまった。

　カモフラージュのため、咄とつ嗟さに噓うそをついて誤魔化したんだけどさ。

　その噓うそというのが、えっと、実にリア充的というか、自分でも恥ずかしくなるレベルというか、つまり、その、メグと、

「リョータ、何？」

「……えっ？」

「やー、なんか、ウチの方ずっと見て、黙ってるから」

「……あっ、俺、そんなに見てた？」

「うん、すごい見てた。上から下まで」

「…………」

　やっべえええええぇぇぇぇぇっっっっっ！！！！！

　完全に無自覚だったけど、今、メグのこと、思いっきりジロジロ眺めてた！

　それも、顔面じゃなくて、胸元とスカートあたりを重点的に！

　もちろん、脳内に想起していたのは、

『美術部の部室、ラブホ代わりに使わせてもらってるんだよね』

『多少汚しちゃっても、ななこ氏が後で掃除しといてくれるし』

　オタヒメさんを追い払うために捏ねつ造ぞうした、例の設定である。

　俺、最低じゃないか。

　ただのエロガキじゃないか。

　その設定は、あくまでもカモフラージュ用であって、現実には起こり得ない純度１００％の噓うそであって、汚れた妄想の道具に使うことなど許されないのであって、

「さっきから、反応が謎すぎてウケるんだけど」

「……えっと、うん、謎すぎて、ごめん」

「んー、ウチは別にいいんだけどさ」

　思考停止状態で硬直している俺に、一歩、いや、一歩半、メグが近づいてきた。

　ニヤニヤと緩ませた口を耳元に寄せ、小さな声で囁ささやく。

「ナナコちゃんと２人きりだからって、やらしーこと考えたりしないでね？」
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　ポータブルプレーヤーを操作しながら、ななこ氏が力説する。

「ここのシーンは、本当に、何回観みても飽きないよね。作画もすごく気合い入ってて、あっ、作画監督が１話と同じ人なんだけど、汗の表現に特徴があって」

　画面上ではアイドル魔法少女たちが汗を流していて、はぁっ、はぁっ、と艶なまめかしい吐息が聞こえてくるけど、大丈夫だよ。やらしーことは考えてないよ。

「えへへへっ。もう、変態作画すぎて、笑っちゃう。ここ、何枚描いてるのかな？　同じ画面で、３人ともヌルヌル動くんだよ？　中割りとかも、しっかり描き込んであるんだよ？　こんなの変態としか言いようがない！」

　ヌルヌルとか変態とか想像力を搔かき立たてる単語が聞こえてくるけど、大丈夫だよ。やらしーことは考えてないよ。

「それと、次のシーンの、……ここ！　この、ローアングル！　アイドルファイブは基本的に露骨なサービスシーンを入れないんだけど、どうにかして描きたいものを描いてやるぞ、っていう監督のフェチっぷりが一番出てるの。たまんないよね、えへへへっ」

　……大丈夫だよ。やらしーことは考えてないよ。

「はふうっ。なんか、身体からだがポカポカしてきちゃった。わたし興奮しすぎかな？　上着脱いだ方がいいかな？」

「……大丈夫だよ。やらしーことは考えてないよ」

「えっ？」

「えっ？」

　沈黙。

　至近距離で目と目が合う、ななこ氏と俺。

『はー、やだやだ。イチャイチャラブラブしてるとこ、あんまり見せつけないでほしいわ！』

　ポータブルプレーヤーから、みこみーの台詞せりふが流れてきた。

　今、俺は、ななこ氏の布教活動を受けている。

　美術部の部室にはテレビがないから、ブルーレイを再生しようと思ったら、１人用のポータブルプレーヤーを２人で覗のぞき込こむしかない。すなわち接近は不可避。とはいえ、週２回も同じ活動をしている訳だから、さすがに慣れてきた筈はずだと思い込んでいた。

　だけど、今日は、メグの冗談を真に受けたのか、変に意識してしまう。作品の内容に集中できない。

　これはダメだ。

　不敬の極みだ。

　アイドルファイブという素晴らしい作品に対して。あるいは、その素晴らしさを布教したいと純粋に願い、最後の聖域を１人で守り続けてきたななこ氏に対して。

　こんな態度で臨むこと自体、決して許されない冒ぼう瀆とくだ。

　俺にもドルファイバーとしての誇りがある。

　それに加えて、メグと交わした約束もある。

　だから、布教活動の最中に、絶対、絶対、やらしーことを考えたりしない。

「りょーた氏？」

「……あっ」

　ヤバい。

　無理っぽい。

　今、一瞬、ななこ氏ってかわいいなー、とか考えてしまった。

　女の子が小首をかしげるポーズは反則だ。しかも、無防備な上目遣いで俺の顔を覗のぞき込こんでくるとか、こんなの即レッドカードだ。やるじゃねーか、三次元。

　このままでは、やらしーことを考えてしまう。

　ななこ氏の想おもいも、メグの信頼も、裏切ってしまう。

　だから、ここは、強引に雰囲気を変えるしかない。

「ところで、さ！」

「うん」

「ななこ氏って、さ！」

「う、うん」

「すごく、アレだよな！」

「ど、どれ？」

「みこみー好きだよな！」

「えっと……、好きだけど……」

　我ながら、ひどい会話だ。何も考えずに見切り発車したことがバレバレだ。ななこ氏も決してコミュニケーション能力が高い方ではないから、だいぶ返答に困っている。迷惑をかけて申し訳ない。

「あっ、そういえば」

「……な、何だ？」

「りょーた氏の推しドル、まだ聞いてなかった気がする」

「……確かに！」

　ありがとう、ななこ氏！

　パーフェクトでナチュラルな話題転換。俺は可能な限りポーカーフェイスを装よそおいつつ、密ひそかに胸を撫なで下おろした。




「って言われても、考えてみたら意外と難しいな。みんなかわいいし」

「うんうん、そうなっちゃうよね。すごくわかる。わたしも、みこみーだけじゃなくて、５人みんな大好き……」

「だけど、まぁ、あえて１人選ぶなら」

「選ぶなら？」

「……中の人補正込みで、ピヨちゃん、かな？」

「えっ、そうなの？　りょーた氏、あやっぴ好きなんだ！」

「……好きというか、ちょっとした思い入れがあってさ」

　アイドル魔法少女ピヨちゃんは、銀髪ロングのゆるふわ不思議系ガール。

　オタク用語で言うところの『中の人』は、柚ゆず木き彩あや。あやっぴ、という愛称で親しまれている人気声優だ。

「あやっぴの声優デビュー作、知ってる？」

「ハレスタだよね？」

「……さすが、即答だな」

「えへへへっ。これくらいは常識問題だよ」

　ななこ氏がニコニコと笑う。

　常識、と言い切れるほど有名な話じゃないんだけどね。

　アニメ「ハレルヤ☆スター」は、約10年前に大流行した作品だ。その影響は単なるブームに留まらず、深夜アニメを一般層まで浸透させ、オタクの大量増加をもたらした、いわば歴史の転換点である。

　そして、このアニメは、あやっぴが声優としてデビューした作品でもある。

　ほとんど出番のない脇役だったけど、一応、キャラクターソングも出している。

　今をときめく人気声優のデビュー作が、10年前のメガヒット作品。面白いエピソードだと思うんだけど、実際のところ、この話は一部のオタクにしか知られていない。

「これ、常識問題じゃなくて、引っかけ問題なんだけどな」

「そうだよね。あやっぴのデビュー作がアイドルファイブだと思ってる人、結構多いし」

「確かに、柚ゆず木き彩あや、っていう名義で最初に仕事したのがアイドルファイブだから、間違ってはいないけど」

「子役出身だもんね、あやっぴ。昔は本名で活動してて……」

「……山やま崎ざき彩あや」

「そうそう！　りょーた氏、すごい！　覚えてるんだ！」

「……ハレスタだけは詳しいんだよ。いや、まぁ、それなりに。声優の名前、メインキャスト以外まで丸暗記しちゃう程度には」

　そこまで話したところで、思わず、はああぁっ、と深い溜ため息いきが漏れる。

「……理由、聞きたい？」

「えっ？　う、うん」

「静岡のテレビ局はアニメを放送してないし、実家のインターネット回線が激遅でプライム動画なんて観みられなかったから、ハレスタのＤＶＤをエンドレスリピートするくらいしか娯楽がなかったんだよ、俺の中学時代」

「うわぁ……。そ、そうなんだ……」

「あの頃は本気でつらかった。ちょうど東京でアイドルファイブの１期が始まって、柚ゆず木き彩あやが大ブレイクしてた時期に、俺は静岡の僻へき地ちでハレスタ再生して、山やま崎ざき彩あやって誰だろう？　とか間抜けなこと考えてたんだぜ」

「時空が、歪ゆがんでるね……」

「えーっと、とにかく、そんな訳でさ。あやっぴには、個人的な思い入れがあるんだ」

「はい、よくわかりました……」

　ななこ氏は、ここで、ふと何か思いついたような表情を浮かべる。

「あっ、じゃあ、アニメ本編だけじゃなくて、イベント映像とかも観みてみる？　中の人に興味あるんだったら、きっと楽しいと思うよ？」

「おぉ、なるほど。そういうのもあるのか」

「あるある、いっぱいあるよ！　ライブ映像もあるし、ＷＥＢラジオのアーカイブもあるし、他にも、いっぱい、いっぱい！」

「……全部観みるまでに、すごい時間がかかりそうだな」

「それは、えっと、その……、だ、大丈夫！　わたし、ちゃんと、計画立てるから！」

　本当に大丈夫なんだろうか。

　まぁ、大丈夫じゃなかったとしても、別にいいか。

　布教活動の時間は、長ければ長いほどいいに決まってるんだから。




　何気なくスマホの時計を見ると、６時29分だった。

「……あれっ？　メグ、来ないな？」

「あっ、本当だ。どうしたのかな？」

　ななこ氏も、俺も、既に荷物をまとめて帰り支度を済ませている。メグが戻ってくる時間に合わせて、早めの行動をしておいたのだ。

　布教活動終了後、ななこ氏と２人で帰宅するのは、なるべく避けたいと考えている。それを目撃された場合、説明が非常に面倒くさいのだ。実際、オタヒメさんに噓うその説明をするとき、どれだけ神経を擦り減らしたことか。

　だから、原則、俺たちはバラバラに帰る。

　例外となるのは、メグも一緒にいて３人で帰るパターン。これなら目撃されても説明は容易だし、何より、楽しい。

　ところが、これにも問題はある。

　俺たちがアニメを観みている間、メグは美術部の部室に入らない。何度も誘ったけど、邪魔したら悪いから、という理由でお断りされてしまった。だから、３人で帰ろうと思ったら、メグにどこかで時間を潰してもらい、俺たちが満足した頃に戻ってきてもらう、という実に失礼なムーブをお願いしなければいけない。

　当然、ななこ氏と俺は遠慮する。

　だけど、メグは構わないと言う。

　結局、半ば押し切られるような形で、メグも一緒に３人で帰ることが増えてきた。さすがに毎回じゃないけど、平均すると、２回に１回くらいだろうか。

　そんな訳で、今日も６時半に合流する約束だったんだけど、遅刻。

　メグはいつも集合時間の５分前に到着しているタイプだから、ちょっと珍しい。




　メグ：　（校舎のスタンプ）

　メグ：　教室に寄ってから行くね




「……ＢＩＮＥにメッセージ来てるけど、これ、15分前なんだよな」

「まだ教室にいるのかな？」

「わからん。とりあえずメッセージ送るか」




　亮りよう太た：　今どこ？




「……既読がつかない」

　ますます珍しいし、ちょっと嫌な予感がする。

　いや、別に、メグだって人間なんだから、ＡＩじゃないんだから、たまにはそういうこともあるだろうけどさ。

「……教室に行って、様子見てくる？」

「う、うん。そうだね。じゃあ、わたしも一緒に行く」

　これも、別に、おとなしく美術部の部室で待っている選択肢もあった筈はずなんだけどさ。

　何となく、そうした方がいいような気がしちゃったんだよね。

　喩たとえるなら、台風の日に田んぼの様子を見に行ってしまう農家のおじいちゃん。もしくは、殺人鬼がいるかもしれない大広間で一晩も過ごせる訳ないだろ！　俺は自分の部屋に戻るぞ！　とか言っちゃう、アレだよ、アレ。




　　　＊　＊　＊




　２年４組の教室前。

　ドアを開けようとした瞬間、俺はピタリと動きを止めた。

「りょーた氏？　どうしたの？」

「……木きノ本もとくんだ」

　声を潜める。

　教室の中から、メグと木きノ本もとくんの会話が聞こえてきた。

　教室の外で、ななこ氏と俺は静かに目を合わせる。

「どうしようか？」

「えっと、その、ど、どうしよう？」

　答えが出ない。

　次の行動が決まらないということは、つまり、何もしないでその場に留まるということだ。

　余計なことを考えず、空気なんて読まず、ガラガラガラ、とドアを開けちゃえばいいのかもしれないけどさ。

　何となく、そうしない方がいいような気がしちゃったんだよね。

　一応、理由らしきものはある。

　デジャヴだ。

　２週間ほど前に、ななこ氏と２人で、同じような場面を経験した気がするんだ。

『俺、メグのことが、好きなんだ』

　記憶がフラッシュバックする。

　木きノ本もとくんの告白シーン。

　２年４組の平和に大きな危機をもたらし、メグ（と俺）にとんでもない噓うそをつかせた、ある意味、すべての元凶だ。

　あの日も、俺たちはドアの前で決定的瞬間を目撃した。

　そして、今日も、また。




「本当は、メグに歌ってほしい」




　波乱が幕を開ける。

「えー、それは言っちゃダメだよ。マキマキに失礼だし」

「そうかもしれないけど、でも、そういう意味じゃなくて」

「無理だよ。どっちにしても」

　木きノ本もとくんの発言をメグが遮った。

　静かな口調の中に、明確に、拒絶の意思を滲にじませながら。

「ソロパートとか、ウチは絶対歌えない。っていうか、歌わない」

　俺は首をかしげる。

　これ、たぶん、合唱コンクールの話だよな？

　ソロパートを歌ってほしい、って言ったんだよな？

　メグは歌が苦手だから、カラオケですらマイクを持たない。そんなことは木きノ本もとくんも当然知っている筈はずだ。じゃあ、どうして？

　もう一度、ななこ氏と目を合わせる。

　ななこ氏も不思議そうに首をかしげる。

　ヤバい。

　かわいい。

　……いや、今は、そんなことを考えてる場合じゃないだろう。そうじゃなくて、メグたちの話を、




「リョータには、絶対言わないで」




「えっ？」

　自分の名前が聞こえてしまった。

　うっかり意識を逸そらしたせいで、直前のやり取りが聞こえなかったんだけど、もう文脈など関係ない。すぅっ、と体温が下がっていく。

　俺のいない場所で、リア充男子とリア充女子が、俺の話をしている。

　その事実だけで、リア充じゃない俺は、１ミリも動けなくなってしまうんだ。

「あー、アラカワくんも知らないんだ？」

「うん、知らない。言ってないから」

「付き合ってるのに？」

「付き合ってるからって、本当のこと、全部話すワケじゃないし」

　会話の内容が頭に入ってこない。

　盗み聞きは良くない、とか考える余裕すらない。

　メグは何を言っているんだ？

　理解できない。

　理解することを、本能的に拒否しているのかもしれない。

「キノっちだけだよ、知ってるのは。キノっち以外の人に言いたくない」

　人間は二種類に分類できる。

　キノっちと、キノっち以外の人だ。

　そして、俺は、キノっち以外の人だ。

　何の話をしているのかサッパリわからないけど、その内容を知るべき人間に自分が含まれないことだけは確実にわかっている。

「たとえば、さ」

「うん」

「もし、仮に、俺が」

　それから、少しだけ間を置いて。

　木きノ本もとくんが、とんでもない爆弾を投下する。




「秘密を守ってやる代わりに、アラカワくんと別れて、俺と付き合ってくれ」




　目を見開いた。

　自分の耳を疑った。

　胃袋がキュッと締め上げられ、胃酸が逆流を始める。

「……とか言い出したら、どうする？」

　日本人がよく使う、文末にクッションを挟んで表現を和らげる手法。

　今回ばかりは、少なくとも俺に対しては、まったく緩衝材になっていない。

　エアバッグが正常に作動したって、高速道路を逆走する大型トラックと正面衝突したら、軽自動車の運転手は１００％死んじゃうからね？

　さっきから脳内はパニック状態で、だからこそ、フル回転している。死ぬ間ま際ぎわに走そう馬ま燈とうが流れるのと同じ要領で、シナプスが弾はじけまくり、記憶のデータベースを検索しまくり、やがて、俺は、一つの単語に行き当たる。

　邪悪。

　オタク用語で言うところの、吐き気を催す邪悪、というものだ。

　ストーリーは単純明快。人当たりの良いいリア充男子が実は悪いヤツで、ヒロインを呼び出して脅迫した。エロ漫画の導入部分でありがちなことランキングを作ったら上位に食い込みそうな、まぁ、何というか、お約束の展開だ。

　類型になぞらえると、思考は一気に整理される。

　目の前の現実を理解できたような気がしてくる。

　木きノ本もとくん＝悪役。

　この、わかりやすい構図。

　次に自分がどうすればいいか、難しく考える必要のないキャラクター配置。

　そう思ったんだ。

　それで納得したんだ。

　少なくとも、次の一言を聞くまでは。

「……ごめん」

　テンプレ邪悪発言から数秒後。

　木きノ本もとくんは、謝罪した。

「俺、今、マジで最低のこと言った。ヤバいな、自分でも引くわ。メグは、……もっと引いたよな？」

　廊下で立ち聞きしている俺に、その表情は見えない。見えないけど、目に浮かぶ。人間は、ヘラヘラ笑ったりニヤニヤ笑ったりウェイウェイ笑ったりしながら、こんなトーンで話すことなどできないだろう。

「本当に、ごめん。忘れて。無理かもしれないけど」

「んー、大丈夫。ウチ、記憶力ないから、たぶん忘れるよ」

　メグが淡々と答える。

　怒ったり、悲しんだり、怯おびえたり、そんな負の感情は微み塵じんも感じられない。

　木きノ本もとくん[image: ≠]悪役。

　メグ[image: ≠]被害者。

　わかりやすい構図が崩壊していく。

　理解できない現実だけが、俺のいない場所で続いていく。

「だから、キノっちも、昔のことは忘れてよ」

「……そう、だな」

「最悪、忘れなくてもいいけど、誰にも言わないで。ウチらだけの秘密にして。そういう約束だったじゃん、ずっと」

　秘密？

　約束？

　どこかで聞いたような単語が、俺のいない場所で、俺の知らない意味で、俺じゃない相手に向かって、同じように使われていた。

『でも、ウチには、それしか思いつかないんだ』

　２週間前の言葉を思い出す。

『噓うそついて、その場しのいで、何となく平和な感じにして、っていう方法しかないんだ』

　珍しく余裕のない表情で俺に語ってくれた、リア充女子の生存戦略。

『ウチの人生で上う手まくいったの、それだけだから』

　メグは生きるために噓うそをつく。

　メグの本音を知っているのは、……本当に、俺なのか？

　疑問と疑念と疑心と疑惑で、思考がグチャグチャになる。

　だけど、そんな状況においても、ただ一つ、たった一つ、最優先で取るべき行動がある。

「……ななこ氏」

「う、うん」

「逃げるぞ」

「えっ？」

「いいから、早く」

「あ、わ、わかった」

　足音を立てないよう、慎重に、かつ、迅速に。

　またしてもデジャヴを感じながら、２週間前と同じ逃走経路で、俺たちは事件現場から離脱した。




　　　＊　＊　＊




「はぁっ、はぁっ、はぁっ、はぁっ」

「ふぅっ、ふぅっ、ふぅっ、ふぅっ」

　地下２階まで全力ダッシュしたせいで、ななこ氏も、俺も、呼吸が乱れまくっていた。何も知らない生徒が近くを通りがかったら、色々と誤解を招きそうだ。

　確かに、美術部の部室って、リア充たちが乗っ取ってラブホ代わりに利用しちゃってる設定なんだけどさ。一応、オタヒメさんにも口止めしている訳だし、余計な火種は作りたくない。というか、今はそんなことを気にしてる場合じゃない。

「……バレてないよな？」

「た、たぶん……」

　聞いてはいけない話を聞いてしまった。

　まず、その罪悪感だ。

　続いて湧き上がってくるのは、

「あの２人、どういう関係なんだよ？」

　疑問とか、

「木きノ本もとくんって何者なんだよ？」

　疑念とか、

「なんでそんなに色々知ってるんだよ？」

　疑心とか、

「お前はメグの彼氏かよ？」

　疑惑とか。

　胸の中で渦巻いているゴチャゴチャした感情を、無理やり一言でまとめるなら、

「……俺の立場って、どこだよ？」

　疎外感。

　そう呼べばいいだろうか。

　俺が居合わせるべき場面じゃなかったことは間違いない。もし、あの後、胸むな糞くそ悪わるいエロ漫画みたいな展開になるんだったら、俺は正義のヒーローになれるポジションだった。だけど、そんな展開にはならなかった訳で、つまり、俺の存在価値はゼロだ。

「えっと、あの、わたし、よくわかってないんだけど……」

「大丈夫だ。俺もよくわかってないから」

「あ、そうなんだ……」

　それだけ呟つぶやいて、ななこ氏は俯うつむいた。

　会話が始まる前に終わってしまい、２人の呼吸音だけが響く。

「……いや、そこで黙らないでくれよ」

「えっ？」

「ななこ氏、今、何か言おうとしてただろ？」

「う、うん……。えっと、その、ちょっとだけ、気になったんだけど……。木きノ本もとくんって、メグさんのこと、『ずっと』好きだったんだよね？」

「まぁ、そうだな」

「いつから？」

「んっ？」

「メグさんは、昔のこと、って言ってたけど……。それって、何ヶ月前の話なのかな？」

「……詳しくは、聞いてない」

　さっきから、薄々気付いていた。

　俺は、本当に、何も知らないんだ。

　メグの彼氏を名乗っておきながら、木きノ本もとくんにさっさと諦めてもらいたい、などと願っておきながら、２人の間にどんな因縁があるのか、知らなかった。知ろうともしなかった。

　いや、だけど、さ。

　一応、俺にも言い分はあるんだよ。

「……あんまり詮索するのも、趣味が悪いからな。基本的に、メグの方から教えてくれたこと以外は、わざわざ知る必要がないことだと思うし」

「そ、そうなんだ……」

　あまり納得していないような表情で、ななこ氏が目を伏せる。

　実際のところ、俺自身、あまり納得していない。

　今の発言は、きっと、建前だ。

　あれが本音だったら、何も知らなくて当然だと本気で思っているなら、さっきからこんなに動揺している理由が説明できない。

「でも、りょーた氏って」

　ななこ氏が尋ねる。

「メグさんの、彼氏さんだよね？」

「……そうだな」

「だったら、普通の人より、メグさんのこと知ってても、いいんじゃないかな、って」

「……いや、それは、俺とメグが、一般的な彼氏彼女だった場合の話で」

　しどろもどろの回答だ。

　これは建前か？

　これは本音か？

　自分でも区別がつかないまま、ろくに吟味もせず、脳裏に浮かんだ言葉をそのまま出力している。

「お互いに恋愛感情とか持ってないんだから、一線を引く、っていうか、色々わきまえて行動しなきゃダメだろ。メグが知られたくないことは、俺が知るべきじゃない。知られてもいい、って明言されたこと以外は、知らない方がいい。色々わきまえなくても許されるのは、テレビ局の芸能リポーターか、少女漫画に出てくるイケメンくらいだ」

　両者の共通点は、究極のリア充であること。

　あいつらは、相手にとって失礼なことをすればするほど、何な故ぜか称賛される。

　俺から見れば理不尽な話だけど、そんな価値観で生きている人間が、リア充の世界には大勢いる、ということだろう。

「……俺は、そういうのじゃないから」

　リア充だけどリア充じゃない。

　それが、今の俺だ。

　うぇ───い！　って叫びながらハイタッチすることは我慢できるようになったけど、マジ卍まんじ？　って唱えながら他人のプライバシーに土足で踏み込むことはできない。そこまで無礼な神経は、たぶん、一生持てない。

「……だから、全部忘れる」

　とりあえず、自分の中で結論が出た。

「俺たちは何も聞いてない。４組の教室なんて行かなかった。ずっと部室でメグを待ってた。ＯＫ？」

「えっ？」

「ななこ氏、オーケー？」

「あっ、お、オーケーです」

　コクコクと首を縦に振るななこ氏。

　その様子を見ていたら、なんだか妙に申し訳なくなってきた。

「……なんか、ごめん。無理やり言わせたみたいで」

「で、でも、仕方ないよ。うん。わたしも、メグさんに、話は聞かせてもらった！　なんて、ぜったい言えないし……」

「……そうだよな。言えないよな」

　心の底から同意する。

　というか、共犯者の利害は、基本的に一致するものだ。

「じゃあ、そんな感じで、よろしくお願いします」

「は、はい……。よろしくお願いされます」

　秘密。

　約束。

　建前。

　あるいは、噓うそ。

　そんなものを増やしたいとは微み塵じんも思っていないのに、残念ながら、また一つ、重荷が増えてしまった。







[image: ２章　水曜日のオタヒメさん]







　合唱コンクールまで、約３週間。

　間にゴールデンウィークを挟むから、残された練習時間は意外と少ない。

　もちろん、これはクラス対抗のお遊びに過ぎない。優勝したところで賞金やトロフィーを貰もらえる訳でもない。頑張って練習する必要なんか１ミリもない筈はずなんだけど、

「絶対優勝するぞ！」

「お────★」

　……こうなっちゃうんだよね、リア充って。

　ホームルーム翌日。

　教室内には、初回練習ならではのフレッシュな空気が充満していた。

　さすがに昨日の今日で朝練習は準備が間に合わず、この昼休み練習からスタートすることになったんだけど、正解だったんじゃないかと思う。

　ほら、朝って眠いし。

　フレッシュな気分になれないし。

　そんなことない？　俺だけ？　日頃から部活の朝練に参加しているような人たちは、いつも新しい朝をフレッシュな気分で迎えてるの？

　ちなみに、４組の練習を実質的に仕切っているのは、ソロパート担当者でもある木きノ本もとくんとマキマキさん。

　まさに、日頃から部活の朝練に参加しているような人たちだ。

　個人的には体育会系のテンションで引っ張られるの苦手なんだけど、文句があるならお前が仕切れ、とか言われたら絶対に無理だから、おとなしく指示に従います。はい。

「アラカワくん、楽譜コピーしといてくれた？」

「あ、えっと、ここに」

「おー、すげー！　ありがとー！」

「……ど、どうも」

　ご覧の通り、雑用もバッチリ。

　具体的な指示さえあれば、俺は何でもできる男だからな。焼きそばパンを買って来いと言われたら５分で用意してみせる。お金も１５０円までなら請求しない。

　……まぁ、俺のパシリ適性の話はどうでもよくて。

「じゃあ、順番に配っていくから、１人１枚ずつ取って。全部で４枚。バラバラになっちゃうと面倒だし、クリップとか、ホチキスとか、んー、何でもいいわ。とにかく、ちゃんと管理して！　お前ら高校生だろ！」

　この爽やかなイケメンスマイルに、俺は、一種の恐怖を覚えていた。

　木きノ本もとくんについて、俺が知っていることは少ない。１年生の頃はクラスが別だったから、存在も認識していなかった。２年生になって、同じクラスになって、リア充グループの中でも一番目立っている人だ、という認識が生まれて、そこからほとんど理解が深まっていない。

　だからこそ、昨日の放課後。

『秘密を守ってやる代わりに、アラカワくんと別れて、俺と付き合ってくれ』

　垣かい間ま見みえた意外な一面が、あまりにも普段のイメージと違いすぎて、そのギャップに驚いてしまった。

　……あっ、いけない。

　全部忘れる、って決めたんだよな、そういえば。

　俺たちは何も聞いてない。４組の教室なんて行かなかった。ずっと部室でメグを待ってた。ＯＫ？

　つまり、ギャップなんて存在しない。

　木きノ本もとくんは、今日も普段のイメージ通り、爽やかで、イケメンで、リア充だ。




「とりあえず、最初にパート分けしないとな。全部で４つ？」

「そだねー。ソプラノ、アルト、テノール、バス！」

「んー、じゃあ、まず男女に分かれた後、それぞれ話し合って決めるか。マキマキ、そっち仕切ってもらっていい？」

「りょ★」

　俺が１人で考え事をしている間に、リーダー陣は着々とやるべきことを進めていく。

　木きノ本もとくんは有能だ。

　間違いなく、社会的価値が俺より高い人間だ。

　この世に生を受けてからほぼ同じ年月を過ごしてきた筈はずなのに、どうしてこんなに差がついてしまったんだろうか。どんな環境で育って、どんな教育を受けて、どんな食事を摂とったら、俺は木きノ本もとくんになれたんだろうか。

「キノっち、手て際ぎわよすぎじゃね？　昨日のホームルームで曲決めたばっかりなのに、もう楽譜とか用意してあって笑うわ」

「あー、これ用意したのマキマキ。マジで助かるよな。いきなり今日から練習できるし」

　さらりと他人に手柄を譲ってみたり。

「優勝狙うなら、やっぱり、練習量って必要じゃん？　ただでさえ４組は伴奏者が決まってなくて、他のクラスより出遅れちゃってる感じがハンパないけど、だからこそ、限られた練習時間を大事にしていこうぜ」

　さらりと全員のモチベーションを高めてみたり。

　ヤバいな。

　かっこいいな。

　遠巻きに観察しているだけでも、あまりの好青年っぷりにビビってしまう。

　木きノ本もとくんは良いいリア充だ。一見チャラそうだけど、目標に向かって全力疾走するような、何というか、情熱的な男だ。

　だから、自然と応援したくなる。

　だけど、木きノ本もとくんを応援するということは、

「リョータ、ちょっといい？」

「……えっ？」

　心拍数が急上昇した。

　たぶん、今、緊張が顔に出まくっている。

　女子に声をかけられる機会は１日に１回あるかないか、という１年生の頃だったら、これくらい挙動不審でも許されたんだけど。

　リア充女子の彼氏としては、あまりにも不自然な反応だろう。

「……メグ！」

「え、もしかして、何かあった？」

「……いや、別に、何もないけどさ」

「ふーん？」

　いつもの眠そうな瞳で、不思議そうに俺を見つめるリア充女子。

　どうしよう。

　どんな態度でメグと接すればいいのか、わからない。

　昨日まで、方針は明確だった筈はずだ。なるべく自然に彼氏彼女っぽく振る舞い、木きノ本もとくんに諦めてもらう。そこに迷いはなかった筈はずだ。

　だけど、今、俺は少し迷っている。

　木きノ本もとくんを応援すべきなんじゃないか、という異論が１ミリだけ浮かんでいる。

　ぶっちゃけ、合理的な根拠など一つもない。直感的で、情緒的で、刹那的で、非合理的な、まさしく気の迷いに過ぎない。

　木きノ本もとくんがマキマキさんのことを好きになってくれるまで、自分の彼氏になってほしい、というメグの依頼には理屈が通っている。少なくとも、俺は納得している。それが全体最適をもたらす方法であり、短期的には問題が発生するかもしれないけど、長期的にはみんなが幸せになれる筈はずだ、と。

　そうと決めたら、迷いは禁物。

　俺はリア充じゃなきゃいけない。

　えーっと、木きノ本もとくん、本当にごめんなさい。

「……そ、それで、何か、用？」

「あ、うん。ナナコちゃんが」

「……ななこ氏が？」

「あの、実は、りょーた氏に、お願いがあって」

「あっ、そこにいたんだ」

　失礼な話だけど、ななこ氏の存在に今まで気付かなかった。メグの背中にちょうど隠れていたのだ。身長、低いからね。

「３組の教室まで、一緒に、来てくれない？」

「えっ、なんで？」

「わたし、ひとりだと、ちょっと、不安だから」

「……いや、俺が聞きたいのは、そういうことじゃなくて」

「オタクラさんが向こうで遊んでるから、連れ帰って来てほしいんだってさ」

「……はっ？」

　ななこ氏の代わりにメグが補足してくれたけど、残念ながら、それだけでは、俺の頭上からクエスチョンマークが消えることはなかった。




　　　＊　＊　＊




「♪やっと目を覚ました、暁の地平線」

　反社反撃のＡメロ歌い出し。

　３組の教室では、３組の生徒たちが、３組の曲を練習していた。

　わざわざ言語化する必要があるのか？　っていうレベルの当たり前すぎる話だ。英語の問題集に時々載っている、このポストは赤い、みたいな謎の例文を彷ほう彿ふつとさせる。

　こういう謎の文章が長文問題の中に出現した場合は、次の段落あたりで、しかしながら世界中すべてのポストが赤いとは限らない、とある国の人々は生まれた時からポストは青いものと信じている、みたいな文章に繫つながるケースが多い。

　このパターンを利用すれば、後半の段落が知らない単語だらけで意味不明だったとしても、文脈から意味を類推することができる。

　ちょっと話が逸それたけど、要するに、そういうことなんだ。

　傍線部を英訳せよ（15点）。

　しかしながら、３組の教室で３組の曲を練習しているすべての生徒が３組の生徒であるとは限らない。




「……いるな、普通に」

「う、うん、そうだね」

　俺は呆あきれ気味に、ななこ氏は戸惑い気味に、呟つぶやいた。

「おっ？　おっ？　おっ？　今、すっごくいい感じでしたな？」

「せやな！　かなめ氏が加入したことで、チーム全体の雰囲気が良くなっとるで！」

「そっか～、ありがと～☆」

[image: ]

　オタヒメさんだ。

　４組の生徒であるオタヒメさんが、４組の練習から抜け出し、３組の練習に合流している。

　……いや、ちょっと、フリーダムすぎませんかね？

　オタヒメさんがいないことに気付いたマキマキさんは、ななこ氏からその情報を聞き出し、プチおこ。オタヒメさんを引き留めなかったななこ氏にも非難の矛先が向けられ、とりあえず連れ戻して来い、という話になったそうだ。

　しかし、ななこ氏の単騎突入は、どう考えても無謀。何の成果も得られませんでした！　というオチが目に見えている。

　そこで、俺の出番。ななこ氏と一緒に３組へ向かい、ターゲットを４組へ連れ帰る。それが俺に与えられたミッションだ。

　まぁ、事情を聞けば、自分が適役であることは確かに納得だけど。

　……正直、死ぬほど面倒くさい。

　ＯＴＡ団の連中とは、もう極力関わらずに生きていきたい。

　ななこ氏を助けるためじゃなかったら、こんな馬鹿馬鹿しいミッション、絶対に断っていただろう。

「えっと、あの、りょーた氏」

「……おう」

「ご、ごめんね？　こんなこと、お願いしちゃって」

「……あぁ、いや、別に、謝らなくても」

　嫌々、仕方なく、という雰囲気が表に出過ぎていただろうか。ななこ氏を恐縮させることは本意じゃない。ちょっと反省しよう。

　というか、俺に謝らなきゃいけないのは、むしろオタヒメさんだよね？

　よし、決めた。

　オタヒメさんに謝ってもらおう。




「さーせーん、失礼しまーす」

　個人的な目標が定まったところで、行動開始。

　３組の皆様に、あいつ誰だ？　みたいな視線を浴びせられて既につらいけど、心を無にして進んでいく。

「なんや、りょーた氏やんけ」

　真っ先に反応したのは、やぎう氏だった。

「おっ、ななこ氏もおる。もしかしてアレか？　２人揃そろって、こっちに参加希望か？　ええんやで、３組は誰でもウェルカムやからな」

「……いいえ、違います」

「ほな、なんや？」

「……オタ、じゃなくて、かなめ氏を、４組へ」

「だが断る～☆」

　最後まで言い終わる前に、被かぶせ気味に、拒絶の意思表示。ＢＩＮＥで長文を送ったらスタンプ１つで返されたような気分だ。

　っていうか、なんで、そんなに堂々としていられるの？

「そもそも合唱コンクールとは、強制参加じゃなくて自由参加のイベントですな？」

「せやな」

「つまり、自分のクラスの練習に参加する義務もありませんな？」

「せやせや」

「さらに言えば、他のクラスの練習に参加しちゃいけない、なんてルールもない！」

「せやで！」

「ならば私は、反社会的に生きる～☆」

「暁の地平線に、正義を刻むんや！」

　……なるほど。

　オタヒメさんが妙に強気だったのは、やぎう氏という絶対的な味方が一緒にいるせいか。

　これは、思った以上に骨が折れそうだ。

「……いや、だけど、３組の人たちにも迷惑なんじゃ」

「そんなことあらへんわ。かなめ氏やぞ？　天使やぞ？　大歓迎に決まっとるやないか」

「……本当ですか？」

　ぐるりと教室を見回す。

　ＯＴＡ団とは無関係の人たちが、この事態をどう受け止めているのか、それを確認する。

「べ、別に、迷惑とかじゃ」

「練習の邪魔されてる訳じゃないからねぇ」

「むしろ一番やる気あるんじゃない？」

「あと、楽しそうだもんな」

「わ～い、みんなありがと～☆」

　あっれれー？

　こんなに好意的なのー？

　いや、そこまで積極的な歓迎ムードじゃなくて、やや消極的な、来る者拒まず、って感じだと思うんだけど、とはいえ予想外だ。

　こうなると、オタヒメさんに謝罪させるどころの話ではない。

　そんなの、俺が悪者みたいじゃないか。

「りょうた氏？　私、思うのですが……」

「えっと、あっ、はい」

「誰かに迷惑をかけてないか、ってことばっかり考えてると、人生、何も楽しめなくなっちゃいませんかな？」

　オタヒメさんが、急に、すごく名言っぽいことを語る。

　これは何だ？

　今、俺が置かれている状況は、一体、何なんだ？

「歌うなら、楽しむ以外あり得ない☆」

「そういうことや！　３組はいいぞ！　ななこ氏も移籍したらどや？」

「えっ？　そ、それは……」

「りょーた氏も、まぁ、今はリア充になってしまったけどな。いつでもオタク沼に戻ってきてええんやで。一緒に反社反撃歌って、一緒にヴェルヌちゃんｐｒｐｒしようや」

「男２人でヴェルたそｐｒｐｒとか、反社会的すぎて児童ポルノ～☆」

「あかーん！　かなめ氏、それだけは、児ポで逮捕だけは堪かん忍にんしてクレメンス……」

　……あぁ、そうか。

　理解した。

　悟った、という方が適切かもしれない。

　これは、オタクの、オタクによる、オタクのための物語なんだ。

　やぎう氏が主人公で、オタヒメさんがヒロインで、俺が悪役の物語なんだ。

　合唱コンクールでアニソンを歌う。隣のクラスからオタクの美少女を招待して、一緒に練習する。頭カチコチの悪いリア充が文句を言いに来るけど、はい、論破。オタクの青春は最高に楽しい。

　よくある話じゃないか。

　わかりやすい構図じゃないか。

　じゃあ、この物語において、俺が果たすべき役割は何だと思う？

　……そうだよ。

　主人公とヒロインに負けることだよ。




　　　＊　＊　＊




　数分後。

「ななこ氏、ごめん。俺には何もできなかった」

「りょ、りょーた氏が、謝らなくても……」

　俺たちは、３組の教室から退散した後、４組の教室にも戻れず、どうしたものかと逡しゆん巡じゆんし、何となく地下２階に逃げてきて、とはいえ美術部の部室まで入っちゃったらさすがに逃げすぎじゃないか、という謎のバランス感覚が働いて、結果、廊下の中ちゆう途と半はん端ぱなところで立ち尽くしていた。

　グルグルと歩き回れば、次第に頭も冷えてくる。

　さっきは何も言い返せなかったけど、よく考えたら、あれって詭き弁べんじゃないか？

「……言われてみれば、確かに、合唱コンクールって自由参加だったわ。頑張って練習しなくてもいいし、逆に、メチャクチャ頑張って練習してもいいし、斜め上に、他のクラスの練習に参加するっていうのも全然アリだったわ」

　本番当日まで一緒に歌っちゃったら、それはさすがにレギュレーション違反だろうけど。

　コーチ役だったり、盛り上げ役だったり、そういう形で他のクラスを応援すること自体は、まったく問題ない行為だ。

　……じゃあ、オタヒメさんには何の問題もないのか？

「だけど、合唱コンクールって、生徒会主催のイベントだったよな？」

「う、うん……」

「生徒会長、誰だっけ？」

「かなめ氏です……」

「ダメだろ」

「ダメかも……」

　俺は静かに頷うなずいて、それから、深い溜ため息いきを吐く。

「……って直接言えたらよかったんだけど、こんなところで陰口叩たたいてるだけで、かっこ悪いよなぁ」

「ご、ごめんね？　変なことに巻き込んじゃって」

「いやいや。ななこ氏だって、今日、いきなり変なことに巻き込まれちゃった訳で」

「えっ？　あ、あの、それは、今日じゃなくて、わたし、昨日から知ってて」

「ん？　どういうこと？」

「えっと、実は、昨日の夜、ＯＴＡ団のＢＩＮＥグループで、みんな話し合ってて。こうすること、大体決まってたの。わたしも、別に、反対とかしてなくて」

　どんな会話が繰り広げられていたのか、何となく想像がついてしまう。

　俺も、たった３ヶ月だけど、そのグループに入っていたから。

　悪ノリが増幅していく過程に、ついていけなかった人間だから。

　ななこ氏の性格を抜きにしても、その状況で１人だけ異論を唱えることは、相当難しかっただろう。

「それで、今日、わたしも、３組に来れば？　って言われて。かなめ氏が３組に行っちゃうんだったら、わたしも一緒に行った方がいいのかな？　って思ったんだけど……」

「……そうだったの？」

「うん。でも、メグさんに、どこ行くの？　練習始まるよ？　って声かけられちゃって」

「……ほう」

「どうしようどうしよう、ってワタワタしてたら、いつの間にか、かなめ氏だけ３組の教室に行っちゃってたの」

「……なるほど」

　その後、マキマキさんがオタヒメさんの不在に気付いて、ななこ氏に行方を尋ねて、という展開になる訳だな。

　リア充とオタクの狭はざ間まで翻弄されて、ななこ氏も本当に大変だ。

　いや、俺も他ひ人と事ごとじゃないんだけどさ。

「とりあえず、ななこ氏は悪くないって。そうするしかなかったんだから」

「う、うん……」

「っていうか、なんで、そこまでして反社反撃を歌いたがるんだろう？」

「えっと、それは、やっぱり、……反こねが、今期の覇権だから？」

「まぁ、それはそうなんだけど」

「あと、今回は、合唱コンクールで歌うことに意味があるんだと思う。普通に歌ってみた動画だと、その、撮れ高？　インパクトが、弱いから」

「……動画？」

「えっ？　あ、そっか、言ってなかった。みんな、合唱コンクールで反社反撃を歌ってみた、っていう動画を撮りたいんだって。反こね関連だと、今は６カチの女装コスプレ動画しかないから、次はネタ枠じゃなくてガチ枠で、みたいな」

「……へぇ、そりゃ再生数が伸びそうだ」

　その情熱と行動力だけは、素直に感心してしまう。

　何というか、主人公っぽい。

　ＯＴＡ団が歩んできた軌跡は、まさに、オタクの、オタクによる、オタクのための物語だ。

　もし俺がオタクだったら、この物語にすっかり心酔していただろうし、実際、自分がオタクだと思い込んでいた頃は、ＯＴＡ団に所属していた頃は、主人公チームの一員になったような気分だった。

　だけど、今は違う。

　俺はオタクじゃない。

　この主人公には共感できない。

　だって、ＯＴＡ団は、やぎう氏は、

「１年前は、みんなドルファイバーだったんだよな」

　唐突に、懐なつかしい気持ちが湧いてきた。

　高校生にとっての12ヶ月前は、オタクにとっての４クール前は、遙はるか遠とおい太古の記憶だ。

「もし、アイドルファイブが今期の覇権だったら、アイドルファイブの曲を合唱コンクールで『歌ってみた』んだよな」

　要するに、何が言いたいかというと、




「結局、みんな、そのアニメが好きなんじゃなくて、今期の覇権が好きなんだよな」




　それが、俺は、気に入らない。

　物語の主人公は、一いち途ずであってほしい。

　オタクがリア充をギャフンと言わせる（死語）ストーリー自体は、そこまで嫌いじゃない、というか結構好きなんだよ。主人公に自己投影してカタルシス感じちゃうんだよ。俺、オタクじゃないけどさ。

　ただ、ＯＴＡ団の物語は、やぎう氏の物語は、ちょっと違うんだ。まったく感動できる気がしないんだ。

　たとえば、もし俺が主人公だったら。

　合唱コンクールで歌う曲は、何を選ぶだろうか？

「りょーた氏は、ブレない人だもんね」

「……そう、かな？」

「うん。だって、えっと、その、あやっぴを、10年も応援してるし？」

「……なるほど」

　あぁ、思いついた。

　柚ゆず木き彩あやが山やま崎ざき彩あやの名義で１曲だけ出した、ハレスタのキャラクターソング。

　もう世界中で10人くらいしか覚えていない気がするけど。

　そんな曲を、30人以上のクラスで合唱できたら。

　俺が主人公だったら堪えきれず泣いてしまうだろうし、単なる視聴者だったとしても、やっぱり、堪えきれず泣いてしまうだろう。

　……と、妄想を繰り広げつつ。

　一方で、冷静に、ななこ氏の過大評価を訂正しておく。

「まぁ、10年ずっと応援してきた訳じゃないけどな。そもそも、俺たち、リアルタイムでハレスタ観みてた世代じゃないだろ」

　東京生まれ深夜アニメ育ちのオタクなら、７歳の頃から10年間好きでした、という可能性もゼロじゃないだろうけど。元静岡県民の俺には、残念ながら、そんなエリートコースを歩む可能性などなかった。

「ＤＶＤ、……ブルーレイじゃねーぞ、ＤＶＤな。偶然入手した円盤を、ひたすらエンドレス再生してただけだからさ。そんな俺が、古参オタク気取って偉そうにするのも、なんか、違う気がするし」

「そ、そっか……」

「あと、中学時代の俺って、完全に情報弱者だったんだよな。山やま崎ざき彩あやが引退しちゃったことは知ってたけど、柚ゆず木き彩あやと同一人物だって気付いたの、東京に来てからだし」

「あっ、そうなんだ？」

「そうそう。だから、応援歴は、実質１年ちょっとか」

　10年、一いち途ずに、ずっと好き。

　そう胸を張って言えるものがあれば、俺の人生は、もう少し幸せだったと思う。だからこそ、オタクという生き方に憧れていたんだと思う。

「だけど、まぁ、嬉うれしかったよ。ハレスタの山やま崎ざき彩あやが、アイドルファイブの柚ゆず木き彩あやだ、って気付いたときは。あの声、もう二度と聞けないと思ってたから」

「えっ？　そ、そう？」

「いや、だって、芸能界から引退したのが、８年前だっけ？　復帰したのが、えーっと、３年前か？　５年間も音沙汰がなかったら、まず戻ってこないと思うだろ？」

「ふ、ふ～ん……」

　ななこ氏の様子が、どうも不自然だ。

　よくわからないけど、妙に楽しそうで、笑いを堪えているように見える。

「……どうした？」

「う、うん。ふふっ。えっと、その、ね？」

　キラリと目を輝かせ、ななこ氏が声を弾ませる。

「５年間、あやっぴが何してたか、りょーた氏、知ってる？」

「……いや、知らないけど、アレじゃないか？　学業に専念、とか、そういう」

「表向きの理由は、確かにそんな感じだったんだけど、実は色々ありまして」

「……はっ？　えっ、まさか」

「えへへへっ」

　意味深な笑い。

　うずうず、という効果音が似合いそうな雰囲気で、ななこ氏は身体からだを震わせる。

「次の布教活動で、あやっぴの極秘情報、教えてあげるね？」

「……お、おう」

　俺は、呆ぼう然ぜんと、ななこ氏の笑顔を眺めることしかできない。

　ななこ氏の情報通っぷりには、俺の中で定評がある。何よりも、アイドルファイブのナイトメア文字を世界ではじめて解読した、というエピソードが強すぎる。

　しかも、この反応から察するに。

　そんなの知りたくなかった！　と、俺が絶望するような情報ではないだろう。

　つまり、純粋に、期待していい筈はずだ。

「……ちなみに、今ここで教えてもらうことは」

「えっと、そうしたい気持ちは、すごくあるんだけど」

　キーンコーンカーンコーン。

「えっ？」

「あっ！」

　予鈴が鳴った。

　慌ててスマホで時刻を確認する。

　そして、２人で蒼あおざめる。

　３組の教室を出てから、いつの間にか、かなりの時間が経過していた。

「そういえば、俺たちって、練習サボってるヤツを連れ戻しに行ったんだよな？」

「う、うん」

「結果的に、だけど、もしかして、……俺たちも練習サボっちゃった？」

「そうかも……」

　最悪だ。

　ミッションはクリアできず、今後も同じ問題が発生することは確実で、その対策も見当すらつかない情勢。何ひとつ解決していないのに、時間だけは浪費してしまった。

「とりあえず、マキマキさんに２人で謝ろうか？」

「そうだね……」

　弱々しい返答。

　たぶん、俺も、ななこ氏と同じくらい消耗している。

　結局、派遣隊が１人から２人に増えたところで、何の成果も得られませんでした！　というオチは変えられなかった。
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　水曜日の６時間目は体育だ。

　５時間目の終了後、男子はグラウンド、女子は体育館へと移動する。

　静岡の中学校から東京の高校に進学して色々なカルチャーショックを受けたけど、グラウンドの違いはそれなりに上位の衝撃だった。

　ゴムみたいな素材が敷き詰められていたり、フェンスのすぐ向こう側が高層ビルだったり、そして、何より、狭い。野球部とサッカー部が同時に練習することはできないから、それぞれ活動は週２回ずつ、という運用が行われるレベルだ。

　それに比べたら小さな衝撃だけど、体育の授業に関して、他にも驚いたことがある。

　たとえば、他のクラスと合同授業を行うこと。

　同じ学年の隣り合う学級、つまり、１組は２組と、３組は４組と、といった具合だ。

　昼休みの雰囲気から察するに、今頃、体育館の方では、オタヒメさんが３組の皆様と仲良くやってるんじゃないでしょうか。

　そして、もう一つ。九十九学園には、学校指定の体操服というものが存在しない。

　動きやすい恰かつ好こうであれば、服装は自由！

　個人の判断で、何を着てもいいんだよ！

　……そんなことを言われても、正直、困る。

　とりあえず、上は適当なＴシャツ、下は３本線の入ったジャージ、という無難な対応で切り抜けるんだけどさ。

　リア充男子は運動着もオシャレな感じがする。特にサッカー部の人たちは、スペイン？　イギリス？　まぁ、ヨーロッパと思おぼしきチームのレプリカユニフォームが定番みたいだ。ちなみに、Ｊリーグのチームは見たことがない。

　じゃあ、オタク男子は？




「えっ……」

「うわ、すげー」

「ヤバすぎｗｗｗ」

　今、グラウンド中の視線を一身に集める男がいた。

「よろしくニキーｗｗｗ」

　やぎう氏である。

　ヴェルヌの顔がプリントされた、痛Ｔシャツ。

　第６カチコミ隊のロゴマーク入り、痛ハーフパンツ。

　全身、反こね仕様。仮に秋葉原で目撃しても思わず二度見しそうな、非常に気合いの入ったスタイルだ。学校のグラウンドなら、三度見、四度見、当たり前である。

「♪やっと目を覚ました、暁の地平線」

「歌い出したｗｗｗ」

「無駄に美声ｗｗｗ」

「はーい、はーい、はいっはいっはいっはいっ！」

　やぎう氏を中心とする半径５メートルは、チンパンジーの群れみたいな大騒ぎ。

　もちろん、俺は、その輪の中に加わっていない。４組男子の大多数と同様、ぽかーんとした表情で呆あつ気けに取とられている。

「あれ、何？」

「なんか３組の合唱曲らしいよ」

「あーね、りょ」

　そんな会話が聞こえてきた。ＯＴＡ団が日頃から変な活動ばかりしているせいか、とても理解が早い。もう少し疑問に思ってもいいんじゃないかな？

「……はぁっ」

　溜ため息いきを吐く。

　考えてみれば、やぎう氏は何も悪いことをしていない。

　動きやすい恰かつ好こうであれば、個人の判断で、何を着てもいいんだから。

　授業さえ真面目に取り組むなら、誰にも迷惑をかけてないんだから。

『誰かに迷惑をかけてないか、ってことばっかり考えてると、人生、何も楽しめなくなっちゃいませんかな？』

　オタヒメさんの名言っぽい台詞せりふが、俺の脳内でリフレインする。

　それだけ聞くと正論っぽいところが、本当に、心の底から、腹立たしい。




「アラカワくん、お疲れ」

　木きノ本もとくんに声をかけられた。

　リア充男子特有の、肩をポンッと叩たたいてくるスキンシップ込みで。

「マキマキから聞いたよ？　小田倉さん連れ戻しに行ったけど、拒否られたって」

「……あっ、あぁ、そうなんです、ごめんなさい」

「いやいやいや、仕方ないわ。３組の練習って、たぶん、あんな感じだった訳じゃん？　あそこから連れ戻すのは厳しいっしょ」

「……そう言ってくれると助かるよ」

　社交辞令ではなく、本当に、ありがたい言葉だ。

　任務を果たせなかったことへの罪悪感みたいなものが、随分と軽くなったような気がする。

「難しいよなー、合唱コンクールって」

　木きノ本もとくんがぽつりと呟つぶやいた。

　イケメン男子特有の、痛めた首を片手で押さえるようなポーズで。

「やりたい人と、やりたくない人と、両方いる訳じゃん？　で、やりたくない人の中にも色々いて、小田倉さんみたいに、この曲ならやりたかった！　って人とかいる訳じゃん？　マジで難しいわ」

　それは、何というか、苦悩するリーダーの横顔だった。

　喩たとえるなら、謎の外敵によって人類は滅亡の危機を迎えており、謎の装甲によって自衛隊の攻撃とかが全然効かず、謎の技術によって有効打を与えることが可能になったけど、謎の制約によって女の子が戦わなきゃいけないアニメで、謎の組織を統率するリーダーの横顔。

　要するに、主人公である。

　そう、やっぱり木きノ本もとくんは主人公っぽい。

　だとすれば、普通に考えて、オタヒメさんとやぎう氏が悪役だな？　俺は、脇役かもしれないけど、悪役ではないな？

　オーケー。さらに気持ちが軽くなってきた。

　俺は何も悪くないし、俺が取った行動は全部正しいし、俺と世界が対立するなら世界の方が間違っている。そういう心境だ。

「なんか、ちょっと、悪いことしちゃったかなー」

「……何が？」

「４組の曲、Holy Night Queenにしちゃったじゃん」

「……まぁ、多数決の結果だし」

「そうかもしれないけどさー。俺、知らなかったんだよ。小田倉さんが、３組の曲、あんなに好きだったこと」

「……あの曲が大好きとか、そういうのは、ちょっと違うかもしれないけど」

「え、なんで？」

「……だって、ほら」

　説明しようとして、ふと、言葉に詰まった。

　木きノ本もとくんに納得してもらうためには、どこから説明すればいいんだろうか。

　これ、意外と難しいぞ？

『結局、みんな、そのアニメが好きなんじゃなくて、今期の覇権が好きなんだよな』

　要するに、そういうことが言いたいんだけどさ。

　ななこ氏には、それだけで、全部伝わったんだけどさ。

　相手は木きノ本もとくんだ。

　絵に描いたようなリア充男子だ。

　反社反撃がアニメの楽曲であることくらいは把握しているだろうけど、覇権という概念も、反こねという作品も、まったく知らないだろう。

　だから、ちゃんと説明しようと思えば、結構な話術と構成力が要求される。深夜番組でひな壇に座ったお笑い芸人たちが、僕たち反こね大好き芸人です！　と名乗ってからプレゼンテーションするような。

　しかも、問題はそれだけじゃない。

　俺はリア充だ。

　絵に描いたようなリア充男子（という設定）だ。

　少なくとも、木きノ本もとくんには、そう信じてもらわなきゃ困る。

　こいつ全然リア充っぽくないな？　とか、メグの彼氏にふさわしくないな？　とか、そんな疑問を抱かせてはいけない。

　したがって、反こね大好き芸人です！　というノリも危険。あの番組はオタクＶＳリア充の構図になっていて、熱心に語れば語るほどオタク側の人間っぽく見えてしまう。自分をリア充側の人間っぽく見せたいなら、何も語らず、冷やかに笑っているのが正解だ。

　ついでに言ってしまうと。

　そもそも、ＯＴＡ団について語ること自体、俺にとっては若干の苦痛だ。

　色々あってＯＴＡ団を辞めた身だから、自分がＯＴＡ団の同類だとは思われたくない。

　とはいえ、その気持ちを込めすぎると、きっと言葉が刺とげ々とげしくなる。

　最悪の場合、何な故ぜかオタヒメさんに同情が寄せられて、何な故ぜか俺が悪者にされて、という結末が待っているだろう。そうなったら悲惨だ。リア充とかオタクとか以前の問題だ。

　条件を整理しよう。

　まず、俺は、木きノ本もとくんに自分を責めてほしくない。

　だから、オタヒメさんの行動に正当性がないことを理解してほしい。

　だけど、ＯＴＡ団のスタンスとか、過去の嫌な話とか、そういうのはスルー推奨。

　あくまでも、リア充らしさを忘れずに。

　なんか、こう、うぇ───い！　って感じで。

「アラカワくん？　どした？」

「……あぁ、いや、その」

　既に会話が５秒も途切れている。

　リア充の世界において、会話とは、１秒１秒が真剣勝負。これ以上の猶予は認められない。

「……たとえば、さ」

　適当なクッションを挟んで時間を稼ぎつつ、次の言葉を必死に探していたら、

『男子の片かた想おもいって、３ヶ月くらいしか続かないみたいなんだよね』

　ふと思い出した。

　２週間ほど前に、メグが言っていたことを。

　そして、思いついた。

　今、この状況で、最も適切な説明方法を。

　オタクが３ヶ月で嫁を変えるように、リア充も３ヶ月で彼女を変える。

　覇権という概念を知らないリア充男子が相手なら、半径３メートル以内の恋バナに置き換えることで、理解してもらいやすくなる。

　あぁ、そうだ。そうしよう。

　傍線部をリア充語訳せよ（15点）。

　やぎう氏は、今期、誰推しですかな？




「木きノ本もとくんって、今、好きな人いる？」




　５秒後、違和感に気付く。

　５秒間、木きノ本もとくんが黙り込んでいる。

　少しだけ目を見開いて、少しだけ怒ったような雰囲気を纏まとって、ただ、静かに、俺の顔を見つめている。

　何が起きたのか、理解できなかった。

　何を言ってしまったのか、理解していなかった。

　んっ？

　ちょっと待てよ？

　木きノ本もとくんの好きな人って、メグだよな？

　設定上、メグの彼氏って、俺だよな？

「……あっ」

　うわああぁぁ!?!?

　うわああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁ!?!?!?!?

　今、理解した!!

　俺の解答は、０点、いや、マイナス１００点だ。文脈を無視した直訳が、偶然にも、恐ろしいほど不適切な表現になってしまった。

　違うんだ。そんなつもりじゃなかったんだ。木きノ本もとくんを煽あおったり傷つけたりする意図はなかったんだ。むしろ逆で、木きノ本もとくんを応援しようと思って自分なりに色々考えたら、盛大に自爆しちゃっただけなんだ。だから、つまり、俺は悪くないんだ。

「……じゃなくて！」

　とりあえず大きな声を出す。

　主語も目的語も不明瞭なまま、何かを否定する。

　俺は、次に、何を言うべきだ？　謝った方がいいのか？　いや、謝るのは不自然か？　仮に謝るとして、それは何に対するお詫わびなんだ？　答えを知っているくせに、好きな人いるんですかｗｗｗ　誰ですかｗｗｗ　って煽あおるような質問をしたこと？　そもそも、俺って、木きノ本もとくんがメグに告白したことを知っている設定でいいんだっけ？

　色々なことを考えすぎて、何というか、頭痛が痛い。

　先程の質問に至るまでの思考プロセスを振り返ってみると、あまりにも支離滅裂で、自分の正気を疑ってしまう。とはいえ、心神喪失による減刑は認められない。変な質問をした俺が全面的に悪いんだから、こんな極悪人は、さっさと死刑台に送られるべきだろう。

　再び悪役と化した俺が、悔やみ、悩み、苦しんでいると、

「いるよ」

　木きノ本もとくんは、短く、潔いさぎよく、男らしく、そう答えた。

「……えっ？」

　脳がフリーズする。

　さっきまで、あれだけ屁へ理り屈くつを捏こねていたのに。

　呆ぼう然ぜんとする俺に向かって、木きノ本もとくんは、さらに予想外の言葉を告げた。




「小学生の頃から、ずっと好きな人がいるんだ」




　真剣な眼まな差ざし。

　端正な顔立ち。

　それは、まるで、少女漫画のワンシーンだった。

　イケメンのリア充男子が、厳しい表情で放つ、決定的な一言。大ゴマで、バストアップで、おそらく背景は真っ白だろう。俺の視界と同じように、それ以外は何も見えない。

「……この前、フラれちゃったけどな」

　今度は優しい笑顔に切り替わって、こんなことを言う。

　あぁ、そうだ。

　俺は木きノ本もとくんのことを何も知らなかった。

　メグから聞いた情報で、ふんわりとイメージを形成しているだけだった。

　他者とのコミュニケーションを重ねて、その人への理解を深めていく、という能力が俺には欠けている。うぇ───い！　と叫んでハイタッチしたところで、そこから何の情報も引き出すことができない。必然、判断材料はメグに頼りきりだった。

　もう一度、思い出そう。

　メグが、俺に、３ヶ月だけ付き合ってほしい、と頼んできた、その根拠は何だったか。

『男子の片かた想おもいって、３ヶ月くらいしか続かないみたいなんだよね』

　……噓うそだ。

　大前提が崩れてしまった。

　木きノ本もとくんが真実を語っているとすれば、５年？　６年？　それ以上？　とにかく、あまりにも一いち途ずで、ものすごく応援したいじゃないか。




　少し離れた場所から、やぎう氏の、無駄に大きな声が聞こえてくる。

「ワイがヴェルヌを推すって決めたんは、まぁ、何と言っても中の人やな」

「せやで。あやっぴ、ぐうの音も出ないほどかわいいやろ？」

「コラコラコラコラ～！　顔だけで選んだのと違うやで？　ワイは、ちゃ～んと演技の上手さまで評価しとる。あと、何より、処女膜から声が出とる」

「あやっぴはワイが育てたようなモンや。去年の今頃には、おっ、いけるやん！　って注目しとったからな」

「……せや。名前を出してはいけない、あのアニメや」

「うっかり柚ゆず木き彩あやっちゅうトップ声優のデビュー作になってしまったせいで、これから永遠に晒さらされ続けるんやから、アイドルナントカさんも悲惨やなぁ」

　好きという言葉の軽さ。

　やけに偉そうな態度の悪さ。

　あと、あやっぴのデビュー作はハレスタだよ。名義は山やま崎ざき彩あやだったけど。

「ち～ん（笑）」

　やぎう氏の、そういうところが、どうしても共感できないんだよな。




　物語の主人公は、一いち途ずであってほしい。

　そんな想おもいがあったから、俺は、やぎう氏の物語に取り込まれることを拒否できた。自分が悪役であるかのような錯覚を振り払うことができた。

　じゃあ、今度は、主人公が木きノ本もとくんだったと仮定して。

　ここで俺が果たすべき役割って何だ？　どんな行動を取って、どんな結末を迎えたら、全体最適になるんだ？

　……薄々、答えは見えている。

　少なくとも、昨日までの確信は揺らいでいる。

　俺がメグの彼氏役を務めて、木きノ本もとくんとマキマキさんに付き合ってもらうことは、もしかしたら、最適解じゃないのかもしれない。
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　６時間目の授業が終わって、短いホームルームが終わって、放課後の合唱練習が終わった。

　いつの間にか、全部終わっていた。

　ぼんやりと覚えているのは、案の定オタヒメさんが４組の練習に不参加だったこと、今回はマキマキさんも諦めモードだったこと、相変わらず伴奏者が決まらなくてクラス委員長が困っていたこと。それくらいだろうか。

　あぁ、あと、木きノ本もとくんにハットトリックを決められました。

　ゴールキーパーは、じゃんけんに負けた俺でした。

　サッカー部の人たちって、体育の授業でも本気を出してくるから恐ろしい。あんな速度の無回転ミドルシュート、素しろ人うとに止められる訳がないだろ！　殺されるかと思ったわ！

　……とりあえず、木きノ本もとくんの様子は、いつも通りだった。

　ゴールを決めたら他のリア充男子たちとハイタッチしていたし、運動着から制服に着替えている間も他のリア充男子たちとワイワイしていたし、合唱練習においてはパートリーダー的な役割で他のリア充男子たちと一緒に頑張っていた。

　本当に、いつも通りだった。

　たぶん、いつも通りじゃないのは、俺だけだ。




「あー、ごめん。ＢＩＮＥ返事する」

「……どうぞどうぞ」

　俺とメグは、公園のベンチに座っている。

　自然な彼氏彼女を装よそおうため、週３回ほど放課後デートをすることになったんだけど、俺には女の子とデートした経験がまったくない。アニメやゲームから得た知識は多少あるけど、それでリア充女子をエスコートするのは、ちょっと怖い。結局、安全策として、毎回ここを選んでしまうのだ。

　とはいえ、もう２週間である。回数にして、５回？　６回？　それ以上？　さすがにワンパターンすぎるだろう。こういうところから、噓うそっぽさというか、不自然さが出てしまうような気がする。

「……どこか、他の場所、行ってみる？」

「え、どこに？」

「……公園以外」

「あー、なるほど」

　スマホの画面を見つめたまま、メグが小さく頷うなずいた。

「別に、ウチは、ここ好きだよ？」

「……いや、まぁ、俺も、嫌いではないんだけど」

「でも、確かに、そーだよね。せっかくだし、色々行こっか」

　スマホの画面を暗くして、メグは俺の方へと向き直す。

　俺が何を考えてこんなことを言い出したのか、既に大体察している様子だ。

「今から？」

「……えっと、いや、日曜とか？」

「わかった。じゃあ、日曜ね」

「……よろしく」

　淡々と、粛々と、週末の予定が埋まっていく。

　数週間前までの自分では考えられなかったリア充イベントなんだけど、その筈はずなんだけど、俺のテンションは上がらない。低空飛行を続けている。

「……ちなみに、行きたい場所とか、ある？」

「え、ウチはどこでもいーよ？」

　はい、出ました。

　どこでもいい（ただし満足するとは限らない）。

　古今東西、二次元三次元を問わず、多くの男たちが苦しめられてきた難題である。

「……じゃあ、逆に、行きたくない場所は？」

「んー、どこだろう？　カラオケとか？」

「……カラオケ？」

「ほら、ウチ、歌うの苦手だから」

「……あぁ、うん。なるほど」

　一瞬、納得しかけた。

　だけど、次の瞬間、奇妙な違和感を覚えた。

　何かを忘れているような気がする。重要なヒントを見落としているような気がする。

「っていうか、それで思い出した」

　メグが話題を変える。

「キノっちとマキマキ、今日、カラオケ行ってるらしいよ。ソロパートの練習するんだって」

　違和感の正体を検証する暇もなく、時計の針は進んでいく。

「なんか、時間の問題、って感じだよね」

「……えっ？　何が？」

「だから、キノっちとマキマキが付き合っちゃうの、時間の問題じゃない？　合唱コンクールまで、一緒にやることとか、色々あるだろうし」

「……いや、えっと」

　どうにも思考がまとまらない。

　だから、熟慮の末の発言などではない。

　俺の口から出てくるのは、とてもシンプルな疑問だ。

「……本当に、そう思ってる？」

　もう、いいや。

　何も聞かなかったことにするなんて、俺みたいな単細胞には、最初から無理だったんだ。

「木きノ本もとくんが３ヶ月で諦めてくれるって、夏休みまでにはマキマキさんと付き合ってくれるって、本当に、そう思ってる？」

「リョータ？　いきなり、どーしたの？」

「……メグに訊ききたいことがある」

　質問する前から、答えは知っている。

　だから、これは、答え合わせみたいなものだ。




「木きノ本もとくんは、いつから、メグのことが好きなんだ？」




　わかっている。

　俺の態度には一貫性がない。

　昨日、ななこ氏の前で、必要以上の詮索はしない、と宣言しておきながら、今、こんなストレートな質問をぶつけている。

　どうして今まで、この疑問を抱かなかったのか。

　考えたくないけど、メグが、俺に、そう仕向けていたのかもしれない。

『今、ウチのこと以外、考える必要なくない？』

『リョータは、ウチの、カレシなんだよ？』

　掌てのひらの上でコントロールされている、という自覚はあった。それも悪くないと思っていたし、それがとても心地よかったから、自分の頭で考えることを放棄していた。

　だけど、今。

　大きな噓うそが露呈してしまった、今。

　俺は、考えなきゃいけない。ハッキリ答えを出さなきゃいけない。

　この茶番に、一体、何の意味があるのか。

「もしかして、キノっちに変なこと言われた？」

「……言われた」

「どんな？」

「……小学生の頃から、好きな人がいる、って」

「あー、そっか。そういう言い方したんだ」

　何かに納得したような表情で、メグは小さく頷うなずいた。

「実は、さっき、キノっちにＢＩＮＥで謝られたんだよね。体育の授業中、リョータに余計なこと言っちゃった、って」

「……余計なこと？」

「あ、変な意味じゃないよ？　ただ、その言い方だと、色々誤解しちゃうじゃん」

「じゃあ、誤解しないように、ちゃんと説明してくれよ」

　語気が自然と強くなる。

　俺は、今、怒っているのかもしれない。

「リョータの怒った顔、初めて見た」

　メグは寂しそうに呟つぶやいた。

「ごめん。ちゃんと説明するから、一旦落ち着いてよ」

「……あぁ、うん」

「とりあえず、最初から話すと、昔、キノっちと何回か会ったことがあるんだ。お互い小学生の頃に」

「……小学校が一緒だったとか、家が近所だったとか、そういうのじゃなくて？」

「あー、うん。そういうのじゃなくて。親同士の、つながり？　みたいな感じ。だから、定期的に会う訳でもないし、スマホで直接連絡する訳でもないし。ほとんど接点がなかったから、向こうがウチのこと好きだとか、全然気づいてなかった」

　メグにも鈍感な時期があったらしい。

　高校生となった今では、自身に向けられた好意を見逃す筈はずもない。

　好意だけでなく、

『同じクラスに、自分のこと嫌ってる人がいるのって、ウチ、あんまり好きじゃない』

　悪意も、敵意も。

　恐怖も、畏怖も。

　軽蔑も、侮蔑も。

　きっと、あらゆる感情を。

「で、中学までは特に何もなくて、高校が偶然一緒になって、そしたら、キノっち、また火がついちゃったみたいで」

「……まぁ、昔好きだった女の子とバッタリ再会したんだから、男としては燃えるシチュエーションだと思うよ」

　古代の恋愛シミュレーションゲームは、そんな設定ばっかりだったような印象がある。燃える、じゃなくて、萌もえる、っていう表記が一般的だった時代の文明だ。正直、あんまり詳しくないから、ただの印象でしかないけど。

　いずれにせよ、俺の中で、木きノ本もとくん主人公説が、ますます有力になっていく。

「リョータ、やっぱり誤解してる」

「……何が？」

「キノっちは、別に、ずっとウチだけ好きだった、とかじゃないんだってば。中学でも普通にカノジョいたみたいだし、高校でも、夏休みとか、冬休みとか、イベントごとに乗り換えてる感じだよ？」

「……そ、そうなんだ？」

「うん。キノっち、告白されること多いから」

　久しぶりに呪じゆ詛そを唱えたくなった。

　リア充、死ね！　爆発しろ！

　……だけど、本当に、そんな定型句で済ませていいのか？

「だから、そんなに重く考えない方がいいって。ウチがリョータと付き合ってて、マキマキに大好きアピールされてて、っていう状況が３ヶ月も続いたら、絶対、向こうに行っちゃうと思うから」

「……それくらい、軽い、って言いたいのか」

「んー、キツめの言い方すると、クラス替えで一緒になって、ウチのことを思い出して、初恋相手が今も好きな自分に酔っちゃってるだけだよ」

　想像以上にキツめの言い方で、木きノ本もとくんを批評するメグ。

「だから、キノっちは、早く目を覚ましてほしいなー、って思うし、マキマキは、早く幸せになってほしいなー、って思う」

「……なるほど、ね」

　大体の話は理解した。

　だけど、完全に納得した訳じゃない。

　いや、むしろ、強烈な違和感を覚えている。

『小学生の頃から、ずっと好きな人がいるんだ』

『……この前、フラれちゃったけどな』

　木きノ本もとくんの想おもいが、それほど軽いものだとは思えないんだ。

　自分の直感以外に根拠はないし、自分には他人を分析する能力がミジンコ程度しか備わっていないことも自覚しているけど、それでも、やっぱり、信じられないんだ。

　第６カチコミ隊のヴェルヌが好きな自分に酔っているオタク男子なら知っている。そいつが嫁を３ヶ月ごとに乗り換えていることも知っている。おそらく、脳内では、嫁に告白された経験も豊富だろう。

　要するに、やぎう氏なんだけどさ。

　木きノ本もとくんから、やぎう氏と同じ匂いを感じるか？　って、それはもう全然違うような気がするんだ。

　昨日までの俺だったら、メグの説明を素直に受け入れていただろう。

　だけど、今は、疑問が残ってしまう。自分の頭で考えてしまう。

『だから、キノっちも、昔のことは忘れてよ』

『最悪、忘れなくてもいいけど、誰にも言わないで。ウチらだけの秘密にして。そういう約束だったじゃん、ずっと』

　あぁ、そうだ。

　すべての発端は、あの会話を盗み聞きしてしまったことで。

　そこで浮かんだ最大の疑問が、結局、まだ解消されていなかった。

「……なんで、隠してたの？」

　俺はメグに尋ねる。

　あるいは、メグを責める。

「その話、俺には、最初に教えてくれてもよかったじゃないか。っていうか、最初に教えるべきじゃないか。メグから見たら自分に酔ってるだけなのかもしれないけど、木きノ本もとくんが小学生の頃から好きだって言ってるのは事実なんだし、それを知ってたら、俺は」

「知ってたら、断った？」

　メグは俺の言葉を遮り、逆に、尋ねる。

　あるいは、俺を試す。

「もし、最初に教えてたら、リョータはウチと付き合ってくれなかった？」

「……それは、えっと」

「最終的にはＯＫしてくれたかもしれないけど、リョータは、たぶん、すごく迷っちゃったような気がする。難しいこと、いっぱい考えちゃって、いっぱい悩んじゃって、頭から、煙が、ぷしゅー、って」

　俺は黙り込む。

　冗談っぽい表現だけど、内容は一切否定できない。

「世の中、知らない方がいいことも結構あると思うんだよね。たとえば、ウチが中学でどんなイジメ受けてたか、もっと詳しく聞きたい？」

　俺は黙り込んでいる。

　中学時代の話は断片的にしか聞いていないけど、詳細を知りたいとは一切思わない。

「っていうか、ウチも言いたくないし。ある意味、高校デビューみたいな感じで、別人に生まれ変わってる訳だからさ。前世の記憶とか、思い出したくないよね」

「……木きノ本もとくんは、その『前世の記憶』を思い出させる、象徴みたいな存在なのか」

「うん。そんな感じ」

「……だから、好きだって言われても、付き合えないんだな」

「やー、それよりは、マキマキと付き合ってほしい、っていう方が大きいけど」

　そう答えてから、メグは一呼吸を置き、

「っていうか、リョータ？」

　さらに俺を試した。




「もしかして、ウチと、もう別れたい？」




　春風が吹き抜けて、メグの髪がふわりと舞い上がる。

　ゴミ箱付近に落ちていた空き缶が、カラカラと音を立てて転がり、やがて止まる。

　世界が少しだけ動いていた、その数秒間。

　俺だけが、ずっと静止していた。

「さっきからリョータが言ってることって、なんか、全部、ウチがキノっちと付き合えばいいじゃん、って言ってるように聞こえる」

「……い、いや、そういう訳じゃ」

「違う？　本当に？」

　見抜かれている。

　俺自身も明確に言語化できていなかった思念を、鋭く、そして、端的に。

「リョータの考え方って、たぶん、すごいシンプルなんだよね。ウチのこと一番好きな人が、ウチのカレシに一番ふさわしい、みたいな」

　たぶん、そこまでシンプルな考え方はしていないし、できていない。自分の置かれた状況を客観視して、物語の類型にあてはめて、誰が主人公で、誰がヒロインで、誰が悪役で、みたいな複雑でややこしい考え方をしてしまう。

　だけど、ゴチャゴチャした雑多なノイズを削そぎ落としていったら、本質的には同じことを考えているかもしれない。

　メグのことを一番好きな人が、メグの彼氏に一番ふさわしい、って。

「でも、実際は、逆だから」

「……逆？」

「ウチのこと一番好きな人は、ウチのカレシに一番向いてないから」

「……えっ、なんで？」

「だって、ウチ、その人のこと、同じくらい好きにはなれないと思うし」

　メグは淡々と自説を述べる。

「たとえば、キノっちが、小学生の頃からウチ一筋で、中学生になってもカノジョとか作らなくて、っていう感じだったら、たぶん、今以上に無理な気がする。付き合ってもバランス崩壊しちゃうから、最初から付き合わない方がお互いのためだよ」

「……そ、そうなんだ」

「だから、逆に、リョータは一番向いてると思う」

「……んっ？」

　いつも通りの眠そうな瞳で。

　メグは、こう断定した。




「リョータは、ウチのこと、あんまり好きじゃないから」




　他者とのコミュニケーションを重ねて、その人への理解を深めていく、という能力が俺には欠けている。

　それどころか、自分自身への理解すら不足している。

　自己問答を繰り返し、自己分析を深めているように見せかけて、実際のところ、決定的な問題点からは目を逸そらしている。明確に言語化せず、オブラートに包んで封じ込めている。
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『……いや、それは、俺とメグが、一般的な彼氏彼女だった場合の話で』

『お互いに恋愛感情とか持ってないんだから、一線を引く、っていうか、色々わきまえて行動しなきゃダメだろ』

　俺自身の発言が、ブーメランのように、俺自身へと戻ってきた。

　オブラートに包んでいるか、ストレートな表現か、という差はあるけど。要するに、結局、それだけの話なんだと思う。

　だから、本来、ショックなんて受ける筈はずがないんだ。

　だけど、実際、ショックで吐きそうになるんだ。

　理由は不明。

　正確には、説明不能。

　建前と本音の区別が曖昧なまま、それを是として生きているから、自分の感情すらまともに解説できないんだ。

　そうなると、反論の材料など何もない。

　認めざるを得ない。受け入れざるを得ない。

　……俺はメグのことが好きじゃない、という、いわば客観的な事実を。







[image: ３章　金曜日のあやっぴ]







　俺とメグは、今日も手をつないで登校する。

　同じことを２週間も続けているから、教室内の反応も随分と落ち着いてきた。日常の一部になってしまったのだろう。チラリと視認して、あぁ、あの２人か。以上。ほとんどの生徒は、それくらいの反応しか示さない。

　俺の方も、だいぶ慣れてきた感がある。ちょっと前まで女子と手をつなぐだけでドキドキしていた筈はずなんだけど、さすがに毎回そんな調子では心臓がヤバい。死んでしまう。当たり前のようにメグの彼氏役を演じていられるのは、自己防衛本能が働いた結果でもあるのだ。

　人間は、慣れる。

　新しい環境に適応する。

　そして、何も感じなくなっていく。

「キノっち、おはよー」

「……お、おはよう」

「うぃーっす。10分後に朝練開始だぜー」

　メグと手をつないだまま、木きノ本もとくんと挨拶を交わした。

　なかなか残酷な行為だ。

　だけど、いちいち罪悪感を覚えていたら、俺は自殺するしかなくなってしまう。自分の心に部分麻酔をかけて、罪悪感を覚えないようにして、俺はどうにか生き永らえている。

　だって、仕方ないだろう。

　俺はメグの彼氏なんだから。




　木きノ本もとくんは、メグのことが好きだ。

　俺よりも、ずっと、メグのことが好きだ。

　逆に言えば、木きノ本もとくんよりも、俺はメグのことが好きじゃない。

　論理パズルというか、ほとんど言葉遊びの領域なんだけど、だからこそ、間違いなく、この命題は真だ。

　俺はメグのことが好きじゃない。

　だけど、メグの彼氏だ。

　こんなことが許されるのか？

　残念ながら、許されちゃうんだよなぁ。

　誰と誰が付き合っているべきか、という話は、当事者２人がお互いのことを好きか嫌いか、それだけで決まるような話じゃない。様々な外的要因を考慮して、慎重に、適切に、判断しなければならない。

　場合によっては、好きじゃない相手と付き合うことが正解だったりするだろう。

　俺とメグの関係が、まさに、そういうことだ。

『……好きな人、とか、いないの？』

『いないよ？』

　この事実は、最初から宣告されていた。

　メグは俺のことが好きじゃない。

　だけど、俺の彼女だ。

　こんなことが許されるのか？

　少なくとも、俺には文句をつける筋合いがない。

　２人とも、お互いのことが好きじゃない。だから、バランスが取れている。皮肉なことに、俺たちは、とてもお似合いのカップルだ。

『恋愛とか、よくわかんないし、面倒くさいし』

　この点も、メグと同意見。

　あぁ、もう、まったく、面倒くさい。

　好きって何だよ？　どういう感情だよ？　豚骨醬しよう油ゆラーメンが好きですっていうのと、アイドルファイブが好きですっていうのと、上かみ井い恵め久ぐさんが好きですっていうのと、それぞれ、どういう違いがあるんだよ？

　リア充は、すぐに恋をする。誰かを好きになってしまう。告白して、了承されて、交際を始めてしまう。あの人たちは、みんな、好きという感情を理解しているんだろうか。永遠の愛がフォーエバーラブなんだろうか。

　一昨日から、そんなことばっかり考えている。

　今も、ふとした拍子に、そんなことばっかり考えてしまう。




「ところで、リョータ？」

　メグに名前を呼ばれ、俺は現実世界に戻ってきた。

「明後日あさつて、結局、どこ行くの？」

「……あっ、ごめん。まだ決めてない」

「んー、そっか。もし遠出するんだったら、準備しなきゃいけないなー、って」

「……遠出？　あぁ、確かに、遊園地とか、水族館とか、色々あるもんな」

　付き合い始めてから２週間。

　２日後、日曜日、俺たちは初めて公園以外の場所へ出かける。

　２日前、水曜日、何となく約束だけ取り付けて、そこから何も進展していない案件だ。

「それか、場所は、ウチが決めちゃう？」

「……いや、俺が決める」

　メグの提案は、非常にありがたいんだけどね。

　それでは条件を満たせないんだ。

　俺たちは一般的なリア充高校生カップルじゃなきゃいけない。内情がどうであれ、客観的に見たとき、それに近いものじゃなきゃいけない。

　そして、一般的なリア充高校生カップルは、彼氏側がデートのプランを決める。彼女側に決めさせるのはあり得ない。ネットの記事にもそう書いてあったし、リア充女子の取扱説明書を歌詞にしてくださった偉大なるアーティスト様もそう歌っていた。

　あぁ、もう、まったく、面倒くさい。

　リア充として生きていくのは、とても疲れる。

　…………。

　今、俺、すごいこと考えてるな？

　要約すると、あんまり好きじゃないけど彼女がいて、デートのプランとか決めなきゃいけなくて、つれーわー、マジつれーわー、ってことだよな？

　思わず苦笑する。

　２週間前までの俺が、この話を聞いたら、どんな気分になるだろうか？

　まぁ、自虐風自慢にしか聞こえないだろうし、殺意しか覚えないだろうな。

　だから、こんな愚痴は、心の中に留とどめておくべきだ。木きノ本もとくんには絶対言えないし、それ以外の誰にも話すべきじゃない。どこにも吐き出すことのないまま、内側でドロドロに腐らせて、あとは、部分麻酔をかけて乗り切るしかない。

　大丈夫だ。

　どうせ、次第に、何も感じなくなっていくから。




「あっ、りょーた氏」

　教室の隅で、ななこ氏と目が合った。

　いつものオドオドした表情より、ちょっと上機嫌だ。

　その理由を、俺は知っている。

「おはよう。あやっぴキャラ大集合、すげー良かったよ」

「えへへへっ。ありがと。久しぶりに、いろんなキャラ描いて、楽しかった～」

「え、何の話？」

「あぁ、えっと、ななこ氏がイラスト描いて投稿したんだよ。今日の０時に」

　俺はスマホを操作して、メグに画面を見せた。

　反こねのヴェルヌやアイドルファイブのピヨちゃんなど、10人以上のキャラクターたちが、それぞれ個性的に描かれている集合絵だ。

　中央には大きな文字で、

「……あやっぴ、生誕祭？」

「そうそう。柚ゆず木き彩あやっていう声優の誕生日を祝して、これまで演じてきたキャラを、全部詰め込んでるんだ」

「へー、すごい。みんなかわいい」

「本当に、かわいいよなー」

「ど、どうも、ありがとう、ございます……」

　ななこ氏は恥ずかしそうに俯うつむいた。

　口元はニヤニヤと締まりなく、明らかに嬉うれしそうで、こちらも気分がほっこりする。荒すさんだ心が浄化されていく。

　ななこ氏は、癒やしだ。

「あと、思ったんだけどさ。ななこ氏がアイドルファイブの絵をサイトに上げたのって、あれ以来、初めてだよな？」

「う、うん。単体だと色々言われちゃうけど、こういう形なら、大丈夫かな、と思って」

「やったじゃん」

「やったね、えへへへっ」

　ハイタッチを交わすような真ま似ねはしない。

　ななこ氏はリア充側じゃなくてオタク側の人間だから、そのアクションは不適切。手と手が触れ合わなくても、俺たちは十分すぎるほど喜びを分かち合っている。

「っていうか、よく間に合ったな。昨日の夕方時点で、まだラフみたいな状態だったのに」

「そこは、えっと……、き、気合いで？」

「マジかよ。根性論かよ」

「だって、やっぱり、０時ちょうどに出したかったから」

　まぁ、気持ちはわかる。

　ＳＮＳにおいて、いわゆる生誕祭が一番盛り上がるのは、日付が変わった直後だ。

　ハッシュタグ＃あやっぴ生誕祭。

　深夜に確認したときはリアルタイムトレンド１位だったけど、今は３位か。順位を確認したついでに投稿を検索すると、ななこ氏の絵が凄すさまじい勢いで拡散＆絶賛されていて、ちょっと誇らしくなる。

「ナナコちゃんは、その、あやっぴ？　っていう人が好きなんだ？」

「わたしが、っていうよりも、りょーた氏が？」

「へー、リョータが」

　メグが俺の顔を見る。

　いつもと同じ、ちょっと眠そうな瞳で。

「……何だよ？」

「え、何が？」

「言っておくけど、俺はガチ恋勢じゃないからな」

「ガチコイゼー？」

「……あぁ、いや、何でもないです」

　心の中で自分に突っ込みを入れたい。

　咄とつ嗟さに出てきた弁明が、よりによって、それか。

　あやっぴを応援するスタンスをメグに表明しなきゃいけない理由も、メグよりもあやっぴの方が好きな訳じゃないんです的な主張をする意味も、オタクの常識が一切通用しないメグに向かって専門用語を使ってしまう神経も、何もかも、筋が通っていない。

「も、もちろん、わたしも、あやっぴのこと大好きだよ？　アイドルファイブ以外は１回ずつしか観みてないけど、全部、すっごく、魂が入ってて……」

「……そうだな。今日のためにイラスト描いてくれてる絵師の人たちは、みんな、あやっぴのこと、本当に好きなんだと思う」

「なんか、すごいね」

　しみじみと感心したような口調で、メグが呟つぶやく。

「声優ってことは、基本、アニメ専門でしょ？　顔も出ないのに、声だけで、そんなに人気があるんだ？」

　非情にわかりやすい形で、文化の違いが表面化した。

　こういう話をリア充女子に説明するのは、ちょっと大変だ。

　メグ自身もそれは自覚しており、たとえば、ななこ氏が俺に布教活動しているとき、決して同席しようとはしない。大学受験の勉強会に小学生が来ても邪魔するだけ、という言い回しで断られ続けている。

　ただ、さすがに、説明を最初から放棄するのも無神経だろう。

　リア充女子にも伝わりやすい言い回しを、というか、伝わりやすいプレゼンテーションを、多少は工夫してみる。それくらいは努力してみる。

「……昔はそうだったかもしれないけどさ。最近、いや、ここ10年くらいは、顔出しが当たり前で、アイドルとか、歌手とか、そういうのに近い存在で、演じてるキャラよりも本人の方が人気、みたいなケースもあったりして」

　あっ、しまった。

　うっかり早口で一方的に喋しやべっていた。

「……で、あやっぴの話」

「あ、うん」

　話すテンポを落として、声のトーンも下げて、落ち着いた雰囲気を心がける。

「人気があるんだよ、すごく」

「そーなんだね。ウチ、全然知らなかった」

「いや、まぁ、テレビのバラエティ番組とかに出演してる訳じゃないから」

「でも、アニメ好きな人たちにとっては、有名人なんだよね？」

「そうだね。ドームライブに１万人集まっちゃうレベル」

「え、すごい。ヤバい」

「ほら、こんな感じ」

　ちょうどいい写真を発見して、スマホの画面をメグに見せた。

　あやっぴが、ステージの上でスポットライトを浴びている。右手にマイクを握って、左手を客席へ伸ばして、とてもいい笑顔で歌っている。

　素晴らしい写真だ。

　個人的には、あやっぴのベストショットかもしれない。

　そして、その写真を見たメグの反応は、




「え？」




　微かすかに声を漏らして。

　僅かに目を見開いて。

　ただ、じっと、画面を見つめていた。

「あれっ？　もしかして、知ってた？」

　そんな雰囲気を感じたので、軽い気持ちで尋ねてみる。

　メグは、しばらく答えなかった。

　沈黙が５秒ほど続き、俺の頭上にはクエスチョンマークが浮かび、ななこ氏も不思議そうに首をかしげる。

「……メグ？」

「あ、うん。ごめん。ボーッとしてた」

「……お、おう」

「やー、なんか、思ってた以上にキレイな人だったから、見み惚とれちゃってたかも」

　メグが口角を上げる。

　視線は、一瞬だけ俺の顔へ向けられた後、またすぐに画面へと戻った。

「ウチ、全然知らなかったんだけど、今、声優さんって、こんなこともするんだね。ドームライブとか、本当、すごいじゃん」

「……まぁ、何度も言うように、あやっぴは人気声優だから」

「歌も上手なんでしょ？」

「えっ？　あぁ、うん。若手の中では、たぶん、ぶっちぎりで」

「だよね、やっぱり」

「いやいや、まだ何も聴いてないだろ」

「んー、そこは、オーラでわかる」

「……学園異能バトルのヒロインが２話で言いそうな台詞せりふだな」

「あっ、確かに……」

　ななこ氏には伝わった。

　メグには、たぶん、伝わってないと思う。

「っていうか、いいなー。こんなに誕生日お祝いされてて。なんか、本当、羨ましい」

　妙に含みのある言い方だ。

　ふぅっ、と控えめに息を吐いて、メグは再び視線を俺の顔に向ける。いつもと同じ、ちょっと眠そうな瞳が、どこか寂しげな雰囲気を漂わせている。

「……そういえば、メグの誕生日って、いつだっけ？」

「んー、実は、今日」

「……えっ？」

「ウチも、今日が誕生日」

「…………えっ？」

　背筋が凍る。

　頭が真っ白になる。

「とか言ったら、リョータ、どうする？」

　噓うそだろ？

　噓うそだよな？

　噓うそだと言ってくれ！




「噓うそだけど」




　不意にメグが微ほほ笑えんだ。

「顔、引きつりすぎだよ。ウケる」

「……あ、あぁ、うん」

「っていうか、ごめん。変なこと言い過ぎたよね。本当は10月だから、安心して」

　脳細胞に血流が戻ってくる。

　そして、恐ろしい事実に気付かされる。

　あぁ、そうか。

　俺は、メグの誕生日を知らないんだ。

　そんなことも知らず、知ろうともせず、知らない事実に気付くことすらなく、２週間、彼氏という立場を演じていたんだ。

「リョータ、たぶん、知らなかったよね？」

「……ご、ごめん」

「あ、別に、謝る必要とかないよ。ウチも言ってなかったし」

「……それは、そうなんだけど」

「もし覚えてたら、ナナコちゃんと一緒にお祝いしてよ。今日の、山やま崎ざき彩あや生誕祭！　みたいな感じで、上かみ井い恵め久ぐ生誕祭！　ってさ」

「……んっ？」

「わかってると思うけど」

　俺の言葉を遮るように、メグが続ける。

「10月って、半年くらい先の話だから」

　淡々と。

「その頃には、ウチら、もう、アレじゃん。リョータが噓うそつく必要、なくなるじゃん」

　一方的に。

「だから、ウチの好きなものとか調べて、サプライズも用意して、みたいな面倒くさいこと、考えなくても大丈夫だよ」

　発言の意図は理解している。

　俺とメグの関係は、最初から、３ヶ月限定という約束だった。

　周囲の状況に応じて前後する可能性はあるけど、遅くとも半年後には、契約満了の日を迎えているだろう。俺が、彼氏という立場で、メグの誕生日を祝うことはない。

　その未来は、悲しいことだろうか？

　あるいは『面倒くさいことを考えなくても大丈夫』だから、嬉うれしいことだろうか？

　……まぁ、半年後のことを考えても仕方ない。

　それより、さっき、少し気になる発言があったんだけど、

「……えっと、メグ」

「りょ、りょーた氏？」

　今度は、ななこ氏に遮られる。

「そろそろ、練習、始まるみたいだけど……」

「あ、本当だ。みんな準備してる」

「……そ、そっか。もう時間か」

　教室内を見渡してみると、男子は木きノ本もとくんのところに、女子はマキマキさんのところに、ぽつぽつと集合していた。

「じゃあ、ウチら、向こう行くから」

「……おう」

「また後で、ね」

「…………おう」

　雑談は、ここまで。

　喉まで出かかったグチャグチャの言葉を飲み込んで、俺の声帯から代わりに出てきたのは、神様を讃たたえるゴスペルソングの美しいリリックだった。
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　今日は昼休みの練習ありません！！！！




　黒板に木きノ本もとくんの字が書かれている。

　中止が発表されたのは直前で、詳しい理由は不明だ。

　練習開始から今日で３日目。初日に比べて、何というか、中だるみのような雰囲気が漂ってきた。そんなタイミングで練習予定を一度スキップしてしまうと、ますますグダグダになっていくだろう。

　他ひ人と事ごとのように４組の行く末を心配しながら、自動販売機でコーラを買う。ちょっと行儀は悪いけど、一口、二口、飲みながら廊下を歩いていく。

「♪やっと目を覚ました、暁の水平線」

　３組の教室前を通ると、反社反撃のメロディが聞こえてきた。

　だけど、少し違和感がある。

　……おそらく、１人。

　明らかに下手な歌声が混ざっている。

「やっとめをーさーましたー、あかつきのー、すいへーせーん」

「ストップ、ストップｗｗｗ」

　やぎう氏が草を生やす。

「せやったｗｗｗ　ななこ氏が歌ドヘタなん忘れとったｗｗｗ」

「ご、ごめんなさい……」

　教室内の様子を覗のぞいてみると、見慣れたオタク女子の困り顔があった。俺は一瞬だけ戸惑って、それから、すぐに状況を理解する。

　４組の練習が中止なら、ななこ氏は、当然、オタヒメさんと一緒に３組へ来るのだ。

　ＯＴＡ団の常識としては、それ以外『ありえないｗｗｗ』のだろう。狭い世界でしか通用しない非常識な常識、と言いたいところだけど、３組の人たちは当たり前のように受け入れている訳で、もしかしたら、非常識なのは俺の方かもしれない。

「いやいやいや、これはこれで立派な個性やで？　アイドルグループに１人ドヘタが混ざっとると、ええ感じにスパイスになるんや」

「確かに！　ななこ氏、自分の存在意義を見失ってはいけませんぞ？」

「えっと、う、うん。がんばって、生きていきます。えへへへっ」

　ななこ氏の笑顔を見ると、胸が痛い。

　やっぱり、こんな光景を目撃してしまった以上、黙って見過ごす訳にはいかない。

　俺は、いつも通り、自分が彼女持ちのリア充であると思い込む自己暗示をかけてから、

「さーせーん、失礼しまーす」

　３組の教室に突入した。




　数分後。

「……大変だったな」

「う、うん。りょーた氏、ありがと」

　ななこ氏救出作戦は、拍子抜けするくらいアッサリと成功した。

　マキマキさんがななこ氏を呼んでいる、という適当すぎる噓うそを、やぎう氏やオタヒメさんが信じてくれたのか。あるいは、信じていないけど、ななこ氏を３組に引き留める理由があまりなかったのか。

　いずれにせよ、結果オーライだろう。

　今、俺たちは３組の教室から脱出して、廊下をウロウロと歩き回っている。

「っていうか、ななこ氏、あんなに音痴だったっけ？　４組の練習では、あそこまで酷ひどくないよな？」

「えっと、そ、それは……」

　ななこ氏が言葉を濁す。キョロキョロと目を泳がせる仕草から、俺は、一つの可能性に思い当たった。

「……もしかして、わざと？」

「そ、その、えっと、わたし、ＯＴＡ団では、そういうキャラだから」

「……マジかよ」

　道化。

　ピエロ。

　そんな言葉が、ふと脳裏に浮かんだ。

　詳細を聞きたいとは思わない。どうせ、歌唱力担当はオタヒメさんだから、みたいな答えが返ってくるだけで、楽しい気分にはなれないだろう。

　だから、俺は、質問の代わりに、ねぎらいの言葉を送る。

「……本当に、大変なんだな」

「う、うん。りょーた氏、ありがと」

　オタクの世界で生きていくのは、リア充の世界で生きていくのと同じくらい、大変だ。

　どちらにも所属できずにフラフラと生きていくのも、それはそれで茨の道だけど。

　なんか、もう、人生って、どう足あ搔がいても罰ゲームなんじゃなかろうか。

「……つらい話はやめよう。楽しい話をしよう」

「えっ？　う、うん」

「……ななこ氏」

「は、はい」

「……なんか、最近、楽しいこと、あった？」

「え、えっと」

　気分転換のつもりで話題を切り替えたのはいいけど、コミュニケーション能力が低いから、悲しいほど雑な会話になってしまう。

　ところが、ななこ氏は、

「あっ！　そうだよね、今日は、あやっぴの誕生日だもんね！」

　思いのほか、一瞬で表情が明るくなった。

　決して俺のおかげではない。あやっぴのおかげである。

「お、おう。そうだな。ななこ氏が描いたイラストも、お気に入り登録数、さっきより伸びてるんじゃないか？」

　数字を確認するため、スマホでＳＮＳを開いたところで、

「……あやっぴといえば」

　ふと思い出した。

「俺、ななこ氏に、相談したいことがあったんだ」

「えっ？　な、何？」

「あぁ、いや、別に、そこまで身構えなくてもいいんだけどさ。もしかしたら、単純に俺の勘違いかもしれないし、そうじゃなかったとしても、証拠がなさすぎて、妄想乙って言われそうな仮説だし」

「ご、ごめん。ちょっと、よく、わからないんだけど」

　ななこ氏が再び困り顔になってしまった。

　俺は少しだけ反省して、まわりくどい前置きを排除して、単刀直入に切り出す。

「……今朝、メグに、あやっぴの写真を見せただろ？」

「う、うん」

「あのとき、ちょっと気になることが」

「アラカワくん、ニノマエさん」

　最後まで言い終わる前に、意識の外から名前を呼ばれた。

「……木きノ本もとくん？」

「話し中に割り込んじゃって、ごめん。大事な話があるから、みんな、教室に集まってほしいんだ」

　その口調は、やや苛いら立だっているように聞こえた。

　ただならぬ気配を察知して、俺は、ななこ氏と顔を見合わせる。

「……じゃあ、行くか」

「そ、そうだね」

　相談は後回しになるけど、まぁ、仕方ない。

　俺たちはお互いに小さく頷うなずき合い、木きノ本もとくんの後を追った。




　４組の教室は、何やら、ざわついていた。

　黒板に書かれた練習中止の告知は消されずに残っており、その文字列を背負うような位置にマキマキさんが立っている。

　その様子が、明らかにおかしいのだ。

「……メグ？」

「あ、リョータ。戻ってきたんだ」

「……マキマキさん、目、赤くない？」

「うん。やっぱり、そーだよね」

　メグも同意してくれた。

　だから、きっと間違いない。

　マキマキさんは、さっきまで泣いていたことを隠そうともせず、そこに立っていた。あるいは、立たされていた。

「合唱コンクールの伴奏者が決まりました」

　木きノ本もとくんがマキマキさんの隣に並び、発表を始める。

　よかった、決まったんだ、という安あん堵ど感が教室に広がる。

　さて、誰だろう？

　昨日までの説明だと、４組には、ピアノを弾はじける生徒がいなかった筈はずだ。いないものは仕方ないから、他のクラスと交渉して、伴奏者だけレンタルで調達する案が有力だった。

　しかし、木きノ本もとくんの口から発表されたのは、

「マキマキが、ピアノ弾ひけたらしいんで、伴奏者やってもらいます」

「……はっ？」

　思わず、声が出てしまった。

　口を半開きにしているのは、俺だけじゃない。

　教室にいる生徒の大半が、呆あつ気けに取とられた様子で、マキマキさんの泣き腫らした顔に視線を向けている。

　どういうことだ？

　弾ひけるのに、弾ひけないって、噓うそをついていたのか？

「で、女声ソロがいなくなっちゃったから、新しく募集します。立候補が出なかったら、女子全員参加のオーディションで決めようと思ってます。ソロパートを歌ってもらって、一番上う手まかった人に担当してもらうのが、一番わかりやすくて、一番いいかな、と」

　そこまで言い切った後、木きノ本もとくんは少しだけ間を置いた。

　教室の端から端まで、全体を見渡すように、視線を移動させていく。

　ただの偶然かもしれないけど、ちょうどメグと視線が交差したタイミングで、木きノ本もとくんは再び口を開いた。

「……噓うそは、つかないでください」

　懇願するような口調。

「できるのに、できないフリするのは、やっぱり、良くないことだと思うんで」

　改めて実感する。

　俺には、何もわからない。

　というか、俺は、何も知ろうとしていない。

　マキマキさんのことも。

　木きノ本もとくんのことも。

　それから、メグのことも。

　今、この教室で、何が起きているのか。誰がどんな噓うそをついているのか。その結果、どんな真実が隠されているのか。

　たぶん、俺だけが、全然わかってないんだ。
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　６時間目終了後のホームルームで、改めて、経緯が説明された。

　そもそも、合唱コンクールを公平に行うため、２年生のクラスにはピアノ経験者が必ず１名以上割り振られている。したがって、原則的に、伴奏者がいない、という事態はあり得ない。

　では、今回、どうして何日も伴奏者が決まらなかったのか。

　端的に言えば、マキマキさんが拒否していたのだ。

　理由は、まぁ、お察しの通り。女声ソロを歌いたかったらしい。あとは、自分以外のピアノ経験者が誰もいないとは思わなかった、と。

　同情の余地がない訳じゃない。

　まず、Holy Night Queenは、マキマキさんが発案した曲だし。

　色々な思惑があったにせよ、マキマキさんが練習熱心だったことも事実だし。

　とはいえ、さすがに、伴奏者未定のままでは弊害が多い。最終的にはマキマキさんが根負けして、女声ソロを辞退することになったそうだ。

「あたしの個人的なワガママで、みんなに迷惑をかけて、すみませんでした」

　マキマキさんは神妙な面持ちで謝罪した。

　昼休みと違って、もう涙の跡は消えていた。

「とりあえず、仕切り直しってことで、頑張ろうぜ！」

　木きノ本もとくんは明るい声で呼びかけた。

　昼休みと違って、もう怒っている様子はなかった。

　普段は優しいけど、怒らなきゃいけないときは本気で怒ってくれる人、っていうのがリア充女子にとっては理想の彼氏みたいですね。だから木きノ本もとくんはモテるんですね。なるほど、なるほど、納得ですね。

「では、女声ソロに立候補する方はいますか？」

　クラス委員長が議事を進行する。

　リア充女子たちが小声で相談を始めるけど、結局、手を挙げる者はいない。

　マキマキさんの影響力が強いことは、たぶん、女子全員が知っている。その後任になってしまえば、木きノ本もとくんと２人で練習する場面もあるだろうし、不要な恨みを買うことにもなりかねない。リスクが高すぎて、しかも、リターンが少ないのだ。

「立候補が出なかったので、月曜の放課後にオーディションを行います。ソロパートも楽譜に載っているので、少しでも興味のある方は、土日に練習してみてください」

　女声ソロについては、ひとまず来週まで棚上げ。

　こんな具合でホームルームは終了し、昨日や一昨日と同じように、放課後の合唱練習が始まろうとしていた。




　と、思った矢先。

「なんで呼び出されたか、わかる？」

「……いや、その、よく、わからないんですけど」

　他のみんなが合唱練習を始める頃、俺は、何な故ぜか、空き教室に連れ込まれていた。

「そっか。わからないんだ」

　リア充女子が、不機嫌そうに、巻き巻きの髪を指先に絡からめる。

　その名は牧まき野の蒔まき菜な。

　そう、マキマキさんだ。

「……なんか、ごめんなさい」

　まだ謝る必要はないんだろうけど、威圧的な眼光に貫かれて、すっかり委縮してしまった。

　遠くから、まだ完成度の低いHoly Night Queenが聞こえてくる。

　あぁ、今すぐ練習に合流したい。

　この空間から逃げ出したい。

　空き教室でリア充女子と２人きり。一般的にはドキドキするシチュエーションだけど、俺が感じているのは、ちょっと違う種類のドキドキだ。

「アラカワくんってさ」

「……あっ、はい」

「メグと付き合ってるんだよね？」

「……そ、そうです」

「メグのこと好きなんだよね？」

「……えっと、あの、近い」

「質問に答えて」

「あ、す、好きです！　大好きです！」

　一言発するたびに一歩ずつ詰め寄られて、とうとう壁かべ際ぎわまで追い込まれた。

　余計なことを考える暇もなく、誘導されるがまま、大好きです！　とか言わされる。これは何だ？　どういうプレイだ？　俺、そういう属性は持ってないぞ？

[image: ]

「じゃあ、わかるでしょ？」

「……な、何が？」

「キノっちが、メグのこと、諦めてないって」

「……あっ」

　ギッ、と奥歯を嚙かみしめる音が聞こえた。

　ほぼゼロ距離で放たれる、何というか、怒りの波動みたいなものが、俺にもダイレクトに伝わってくる。

「アラカワくん、焦あせったりしないの？　それとも、メグはオレのこと好きだしー、って余裕かましちゃってんの？」

「……いや、それは、違うんだけど」

「何が違うの？　ちゃんと説明してよ。あたしがアラカワくんだったら、今、絶対、焦あせってると思う。キノっちにメグを取られないように必死だと思う。でも、アンタ見てると全然そんな感じしないんだけど、なんで？」

　俺は答えに窮する。

　メグとの関係については、機密事項が多い。マキマキさんに、言えること、言えないこと、整理してからじゃないと何も話せない。

　……ただ、それ以前の問題として。

　図星なんだ。マキマキさんにも、見抜かれちゃってるんだ。




「アラカワくんは、メグのこと、本当に好きなの？」




　同じことを、違う場所で、違う人に指摘されたら、それはもう客観的な事実だと思った方がいい。

　今回のケースは、俺の主観的な判断とも合致しているから、尚なお更さら、正しい。

　だけど、俺の口から出る言葉は、

「……好きだよ」

　これ、一択だ。

　他の回答は許されない。

　だって、俺は、メグの彼氏なんだから。

　複雑な途中式など求められていないことは知っている。リア充が求めるのは、いつだって、シンプルな答えだ。どちらかといえば好き、とか、部分的に好き、とか、特定の条件が揃そろえば好き、とか、そういうのは求められていない。

　俺は、メグの彼氏なんだから、メグのことが好きに決まっている。

　それだけでいいんだ。

　それ以外はないんだ。

　ところが、マキマキさんは、

「もしかしてだけど、カレシって立場に甘えてない？」

　俺に容赦なく痛打を浴びせてきた。

「アラカワくんがそんな態度だと、メグに浮うわ気きされても文句言えないよ？　釣った魚に餌やらなくて逃げられるパターン。ハッキリ言うけど、それ、悪いのは１００％男の方だから」

「……はっ？」

　リア充女子特有の、支離滅裂な論理だ。

　しかし、反論する間は与えられない。

「そうなったら、あたしも困るの」

「……あっ」

　マキマキさんが壁に手を突いた。

「わかるでしょ？」

「……は、はい」

　いわゆる壁ドンの体勢で、至近距離から俺を睨にらむ。とても怖い。

「だから、もっと頑張ってよ。メグのことが本当に好きなら、がっつりホールドして、誰にも渡さねーぞオラオラ、って周りを威嚇してるくらいじゃなきゃダメだよ。世界中の全員を敵に回すくらいの勢いで、ちょうどいいんだからさ」

　Ｊポップの歌詞みたいなことを、ここまで平然と言う人は、初めて見た。

　まぁ、リア充女子に人気があるってことは、リア充女子の価値観にドンピシャで刺さるってことだから、驚くような話でもないか。

「あたしは、ちょっと、やりすぎちゃったけど」

「……何が？」

「伴奏者の話。ワガママすぎるって、キノっちにも怒られたし」

　マキマキさんは数秒ほど視線を落とした後、

「でも、アラカワくんは、逆に、ワガママじゃなさすぎる」

　また顔を上げて、鋭い目つきで俺を射抜く。

「カレシに欲がないのって、カノジョにとっては全然いいことじゃないからね？　自分が愛されてる実感がないと不安になるし、メグが不安そうにしてたら、キノっちは優しいから声かけたくなっちゃう。そういうことが起きてるの、今」

「……つまり、俺が悪い、と？」

「この際だからハッキリ言っちゃうけど、そうだよ。アンタが悪い。反省して」

「……えっと、じゃあ、ごめんなさい」

　理不尽な追及を受けて、心の中では怒りがふつふつと湧き上がっているけど、真っ向から口くち喧げん嘩かを挑む勇気はないので、結局、謝ってしまう。それが俺という男だ。

　しかし、まぁ、何というか。

　リア充女子の求める水準が高すぎる。

　リア充男子として生きるのは大変すぎる。

　たまらなく絶望的な気分になってきたところで、ふと、メグの言葉を思い出した。

『恋愛とか、よくわかんないし、面倒くさいし』

　……そうだな。

　本当に、そう思うよ。

　あぁ、もう、まったく、面倒くさい。

　この特殊な関係は、きっと、メグが相手じゃなければ成立しなかった。たとえば、マキマキさんの彼氏を演じなきゃいけない状況だったら、俺は今頃ギブアップしていた。

「なんでヘラヘラ笑ってるの？」

「……えっ？」

「あたし、これでもマジメに言ってるんだよ？」

「……あぁ、ごめん。メグのこと考えてた」

「は？」

「うまく言えないけど、俺にとって、メグは、マジ天使だな、って」

　Ｊポップの歌詞みたいなことを言ってしまった。

　だけど、これは俺の本心だ。

　決して借り物のフレーズではない。桜の花びらが舞い散ったりしないし、美お味いしいパスタを作ったりしないし、胸の中にあるものが夫婦を超えていったりもしない。

　まぁ、メグと出会えた奇跡に感謝したい気持ちは、確かに、あるんだけど。

　とにかく、要約すると。

　俺にとって、メグは、マジ天使なんだ。

「へぇー……」

　マキマキさんが、ニヤニヤと笑い始めた。

「ちょっと見直した。アラカワくん、意外とアツいじゃん」

「ど、どうも」

「でも、思ってるだけじゃダメだよ？　そういうの、ちゃんと言葉にしてくれないと、メグも不安になっちゃうよ？」

「……それは、結構、恥ずかしい、というか」

「いいから言えよ」

「あっ、はい」

　急に低音でドスを効かせるの、やめてほしい。本気でビビるから。

「アラカワくんが頑張ってくれないと、あたしもすごい困るの。キノっちがスパッと諦められるように、もっと、ちゃんと、２人でラブラブして。メグのことが好きな気持ちを、言葉と、態度と、両方で示して」

「……わ、わかりました。善処します」

「あ、それと、もう一つ」

　まだ何かあるのか？

　俺は身構えたけど、次に飛んできたのは、予想外の質問だった。




「メグって、実は、歌、上う手まかったりするの？」




「……えっ、なんで？」

　マキマキさんは、相変わらずの至近距離から、しばらく俺を観察していた。

　数秒後、ふぅっ、と息を吐きながら、

「ごめん。アラカワくんがそういう反応するってことは、さすがに、考えすぎかな」

　壁ドンしていた腕を下ろす。

「いや、ちょっと、意味がわからないんだけど」

「女声ソロの話。キノっちが、メグにやってほしそうな雰囲気を出してるの、ずっと気になってたんだ。あたしの印象だと、メグは音程取るの苦手そうだったし。だから、あたしが知らないだけで、カラオケは苦手だけど合唱は得意とか、あり得るのかなー、って思っただけ」

「……それは、さすがに、あり得ないような」

　表向きは、そんなことを言いつつ。

　俺は脳をフル回転させ、木きノ本もとくんの言動を検証していた。

『……噓うそは、つかないでください』

『できるのに、できないフリするのは、やっぱり、良くないことだと思うんで』

　あれが、もし、メグに向けたメッセージだとしたら？

　マキマキさんがピアノの実力を隠していたように。ななこ氏が３組で必要以上に音程を外していたように。メグも何らかの理由で歌唱力を隠していて、その『秘密』を木きノ本もとくんだけが知っているとしたら？

「そうだよね。メグのことはアラカワくんが一番よく知ってるだろうから、やっぱり、あたしの、考えすぎだ」

　いや、違うんだよ。そうとも限らないんだよ。

　俺が知らなくて木きノ本もとくんが知っている領域は、確実に、ある。断言できる。

　わかりやすいのは、小学生時代の話だ。木きノ本もとくんとメグが、いつ、どこで、どんな感じで知り合ったのか、どんなきっかけで片かた想おもいが発生したのか、俺は詳しく知らない。それはメグにとって『前世の記憶』であり、俺にとって『知らない方がいいこと』だから。

　ここで、ふと気付く。

『知らない方がいいこと』なんだな。

『知りたくないこと』って訳じゃないんだな。

「キノっちが女声ソロをメグにやってほしいのは、すごい単純な話で、一緒にいる時間を増やしたいだけなんだと思う」

「……そ、そう、なのかな？」

「意外？」

「……いや、だって、歌が苦手な人にソロパート担当させちゃうのは、公私混同っていうか、私利私欲っていうか」

「えぇー。アラカワくん、どんだけマジメなの？　公務員なの？」

「……変なことは言ってないと思うんだけど」

「変じゃないけど、エラいよね。尊敬する。合唱コンクールって、わりと、みんな、自由に好きなことやってるじゃん。クラス全体のこととか、あんまり考えないじゃん」

「……うーん」

　マキマキさんが言うと、妙な説得力がある。

　考えてみれば、合唱コンクールで勝利を目指すことには、何の意味もない。クラスの絆きずなを深める、というお題目が第一義なんだから、誰かと仲良くなるために合唱コンクールを利用する人の方が、むしろ模範的な生徒と言ってもいい。

「もちろん、オタクラさんみたいに極端な人は珍しいと思うけど」

「……それは、俺も、同意する」

「でも、アラカワくんは逆方向に極端だから、もっとワガママ言っていいと思う」

　なるほど、そこに話が戻るのか。

　さっきと違って、俺の不ふ甲が斐いなさを責められている訳じゃないから、アドバイスを素直に聞き入れることができる。

　そういえば、オタヒメさんにも、似たようなことを言われたぞ？

『誰かに迷惑をかけてないか、ってことばっかり考えてると、人生、何も楽しめなくなっちゃいませんかな？』

　肩の力が抜けてきた。

　視界を覆っていた霧が晴れてきた。

　じゃあ、せっかくだから、考えてみよう。

　誰かに迷惑をかけていないか、という懸け念ねんを取り払ったとき。今、俺は、どんなワガママを言うだろうか？

「……知りたい」

　答えは自然と口をついて出た。

　ほとんど脊髄反射みたいなものだった。

　そうだ。俺は知りたい。何も知らない、何も知ろうとしない、そんな脇役のままでいるのが耐えられない。噓うそも、秘密も、全部解き明かして、全部知っている俺になりたい。

　だから、俺は尋ねる。

「……知ってること、全部教えてほしい」

「えっと、何を？」

「……メグと、それから、木きノ本もとくんについて」

　マキマキさんは、しばらくの間、キョトンとした顔で俺を観察していた。

　だけど、何やら納得したように頷うなずいて、何やら満足したように笑みを浮かべる。

「わかった」

　戦友に向けるような、温かい眼まな差ざしで。

「あたしにできることがあるなら、協力するよ」

　遠くから、まだ完成度の低いHoly Night Queenが聞こえている。

　俺とマキマキさんが練習に合流するのは、悪いけど、もうちょっと後になりそうだ。
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　マキマキさんは、木きノ本もとくんについて、なかなか興味深いことを教えてくれた。

　だけど、それはヒントでしかない。

　俺が一番知りたいことは、まだ謎に包まれている。

　もし俺がリア充だったら、たぶん、メグに直接訊きいてしまうんだろう。

　リア充のコミュニケーションにタブーは存在しない。リア充を極めてテレビ局に就職した人たちは、政治家とか、スポーツ選手とか、すごい人たちのプライベートを遠慮なく掘り下げてしまう。

　リア充じゃない俺には、とても真ま似ねできない芸当だ。

　だから、俺は、俺なりの方法で、俺にしかできない方法で、目的を達成してみせる。




「メグさんが、あやっぴの、元、共演者？」




　俺にしかできない方法。

　それは、ななこ氏の力を借りること。

　……たった二行で矛盾しているような気もするけど、まぁ、些さ細さいなことだ。

　ななこ氏と俺は、美術部の部室で顔を突き合わせている。合唱練習が終わった後、いつものようにここへ移動して、いつものように布教活動が始まる筈はずだったんだけど、予定を変更して特別番組が始まった訳だ。

「ど、どういうこと？」

「……順を追って説明する」

　気持ちを落ち着けるために、一口、二口、アイドルファイブのサイダーを飲んで。

　まずは、昼休みに言いそびれた話をしよう。

「今朝のことだけど。メグに、あやっぴの話をしたよな？　声優の柚ゆず木き彩あやなんか全然知らなさそうな雰囲気だったよな？　だけど、一回だけ、妙なこと言ってたんだよ」

「あっ……。りょーた氏、それ、もしかして……」

「もしかして？」

「えっと、その、あやっぴの……、本名？」

「……気付いてたか、ななこ氏も」

　別に、驚きはしない。

　同じアニメを何周もするような人間は、台詞せりふ回まわしの微かすかな差異に、とても敏感だ。

『もし覚えてたら、ナナコちゃんと一緒にお祝いしてよ。今日の、山やま崎ざき彩あや生誕祭！　みたいな感じで、上かみ井い恵め久ぐ生誕祭！　ってさ』

　色々あったから、その場で指摘することはできなかったけど。

　メグは、間違いなく、山やま崎ざき彩あや、という名前を口にした。

「う、うん……。でも、わたしの聞き間違いかな、と思って、スルーしてた」

「まぁ、気持ちはわかる。実際、俺も、なんかタイミングも逃しちゃったし、このままスルーしようかと思ってた」

　考察班は、時々深読みしすぎてしまう。あらぬ方向に妄想を暴走させ、ＳＮＳで斬新すぎる概念を提唱し、最終的に、脚本の人そこまで考えてないと思うよ、と真顔で言われてしまう。

　何でもかんでも指摘すればいい訳じゃない。

　情報を取捨選択して、掘り下げても仕方ないような部分はスルー。

　それが、いわば定石なんだけど、

「……ただ、ちょっと、気が変わった」

　わかっている。

　俺の態度には一貫性がない。

「メグが隠してることまで、全部知りたくなった。ちょっとしたヒントを拾いまくって、あらゆる可能性を検証しまくって、そうやって、どうにかして、本当のメグに辿たどり着つきたい、って考えるようになった」

　だけど、きっと、これが最後の答えだ。

　迷走の日々は、もう終わりだ。

「そっか」

　覚悟を決めた俺に向けて、

「うん。いいと思う」

　ななこ氏は、肯定の言葉を送ってくれた。

「……女子的には、その反応で正しいのか？　俺、わりと、ストーカーみたいなこと言ってる自覚あるんだけど」

「だって、りょーた氏は、メグさんの彼氏さんだから」

「……いや、それは」

　反射的に浮かんだ否定の言葉を、俺は、ぐっと飲み込む。

「……そうだな。俺は、メグの彼氏だからな」

「うん。だから、いいと思う」

　ななこ氏の表情は、満足げだった。

　思い返してみると、数日前、必要以上の詮索はしない、と真逆の宣言をしたときは、いかにも不満げだった。

　喩たとえるなら、古代の恋愛シミュレーションゲーム。選択肢を間違ってＢＡＤエンドを迎えた後、セーブデータをロードして、別のルートに進んで、今度こそＴＲＵＥエンドを目指せるんじゃないか？　という、まぁ、そんな気分だ。

「それに……」

「それに？」

「あっ……。えっと、その……」

　ななこ氏は、何かを言いかけて、急に黙り込んで、あちらこちらに目を泳がせた。

「……どうした？」

「や、やっぱり、長くなっちゃうから、後回しにする。わたしの話より、今は、りょーた氏の話だよ！」

「えっ？　お、おう。そうだな。確かに、だいぶ、脱線しちゃってたな」

　正直、よくわからないけど、わかったことにしておこう。

　閑話休題。

　気を取り直して、俺は仮説の検証作業へと戻る。

「とにかく、メグは、あやっぴの本名を知ってた。知ってるのに、知ってること自体を隠そうとしてた。なんでだと思う？」

「え、えっと……。実は、メグさんが、あやっぴの大ファンだから？」

「まぁ、俺も、その可能性は最初に考えた」

「その言い方、ぜったい不正解のやつだ……」

「いや、だって、仮にそうだとしても、俺たちに隠す理由がないだろ。もっと言えば、他の人にも隠す理由がない。木きノ本もとくんとか、マキマキさんとか、声優が好きだから、って理由だけでオタクを迫害しないだろうし」

　今の時代、東京の高校で、リア充女子がオタク趣味を隠す意味などない。

　10年前のラブコメみたいなストーリーは、もう静岡でしか成立しない。

　まぁ、メグのことだから、諸もろ々もろの事情を考慮したうえで、リア充側の人間には黙っておいた方が無難、って判断した可能性もあるけど。その場合、俺たちにまで伏せておく必要が感じられない。布教活動に参加しないのも不可解だ。メグがあやっぴの隠れガチ勢だったら、ななこ氏と同じように、美術部の部室で、ひたすら愛を語りまくっていただろう。

　というか、俺は、思うんだ。

　メグが隠そうとしているのは、きっと、

『ある意味、高校デビューみたいな感じで、別人に生まれ変わってる訳だからさ』

　現在ではなく、

『前世の記憶とか、思い出したくないよね』

　……過去だ。

「あやっぴは、柚ゆず木き彩あやとしてデビューした後、山やま崎ざき彩あやとして活動してた時期のこと、ほとんど話さないんだよな。だから、そっちの名前がポロッと出てくるのは、子役時代にリアルで接触した関係者じゃないか、って考えたんだ」

「関係者？」

「たとえば、テレビ番組で共演した、とか」

「な、なんか、急に、話が大きくなったような」

「……一応、根拠はある」

　ななこ氏の反応は鈍い。

　だけど、まぁ、それも当然だと思う。

　この仮説を組み立てるためには複数の確定情報が必要で、それは、全部、ななこ氏がいない場所で、俺が聞いてきた話だから。




　その１。

『小学生の頃から、ずっと好きな人がいるんだ』

『……この前、フラれちゃったけどな』

　木きノ本もとくんの表情は、とても真剣だった。

　少なくとも俺には、その想おもいが、チャラチャラした、フワフワした、そんな軽いものだとは思えなかった。

　その２。

『キノっちは、別に、ずっとウチだけ好きだった、とかじゃないんだってば。中学でも普通にカノジョいたみたいだし、高校でも、夏休みとか、冬休みとか、イベントごとに乗り換えてる感じだよ？』

　メグの証言は、俺の印象と矛盾するものだった。

　じゃあ、どっちかが噓うそをついているのか？

　あるいは、２人とも真実を語っていて、どちらも矛盾せずに成立する条件があって、それを見落しているのか？

　その３。

『昔、キノっちと何回か会ったことがあるんだ。お互い小学生の頃に』

『……小学校が一緒だったとか、家が近所だったとか、そういうのじゃなくて？』

『あー、うん。そういうのじゃなくて。親同士の、つながり？　みたいな感じ』

　小学生時代のメグと木きノ本もとくんを繫つないでいたのは、親同士の関係性。

　もし、ここが完全に途切れてしまったら、子ども同士の関係性も、残念ながら完全に断たれてしまうだろう。

　その４。

　……これは、１時間ほど前に仕入れたばかりの新情報だ。




「ほ、本当に、あの、歌合戦？」

「あぁ。民放のパロディ番組とかじゃなくて、本当に、あの、歌合戦」

　見知らぬ場所へ連れて来られた小動物みたいに、ななこ氏は何度も瞬またたきをした。

　１時間ほど前に、この話をマキマキさんから聞いたとき、俺も、たぶん、同じような反応をした気がする。

「木きノ本もとくんの父親は、テレビ局のプロデューサーで、大おお晦日みそかの歌合戦にも関わってる人なんだとさ」

「そ、そうなんだ、すごい……」

「だけど、なんか、納得するだろ？」

「何が？」

「木きノ本もとくんから溢あふれ出でる、リア充オーラ。あれは、もう、生まれ育った環境が違うんだよ。みかん農家の息子に生まれて、静岡の僻へき地ちで育った田舎者が、努力で身に付けられるものじゃないんだよ」

「そ、それは、どう、なの、かな？」

「……まぁ、それはさておき」

　僻ひがみ根こん性じようを爆発させている場合じゃない。

　ここまで来たら、あと少しで、真実に手が届きそうなんだ。

「ほら、メグも、木きノ本もとくんみたいな、リア充オーラ出してるだろ？」

「う、うん」

「親同士の繫つながりがある、って話をしてたから、つまり、メグ自身も、テレビ局とか芸能界の関係者ってことになるだろ？」

「えっ？」

「ということは、メグも実は小学生時代に子役とかやってて、そこであやっぴと共演してて、だから本名を知ってたんじゃないか、という仮説が成立する訳だ」

「ちょ、ちょっと待って、りょーた氏」

　少し慌てた様子で、ななこ氏がストップをかける。

「……どうした？」

「いや、えっと、その、ね？　言いたいことは、大体、わかったんだけど」

「……おう」

「色々、ガバガバすぎると思う」

「……マジか」

「うん」

　小さな声で、しかし、力強く。

　ななこ氏は俺の仮説を否定した。

「途中までは、あっ、そうなんだ、って思いながら聞いてたけど……。途中からは、完全に、ただの妄想だったよ……。薄い本を読みすぎて、公式設定と二次設定の区別がゴチャゴチャになってる人みたいだよ……」

「そ、そうか」

「う～ん、でも……」

　手厳しい評価を言い渡され、俺は返す言葉もなく沈黙する。

　一方、ななこ氏も、ウンウンと唸うなり続けて、何やら考え込んでいる。

「えっと、あの、ね？」

「……はい」

「本当に、途中までは、りょーた氏の推理、合ってた気がする。メグさんが、昔、あやっぴと直接会ったことあるんじゃないか、とか。でも、そこから、子役とか共演者とかっていう話になっちゃうのは、さすがにちょっと無理があるかも」

「……はい」

「木きノ本もとくんのお父さんと、メグさんのお父さんが、お仕事関係の知り合いかどうかも、わからないんだよね？　もしかしたら、えっと、たとえば、趣味の友達とか、そういうのかもしれないし」

「……はい」

　両膝に手を置いて。

　背筋をピンと伸ばして。

　ただ、真摯に、ななこ氏のお言葉を聞き入れる。

「……あれっ？」

　その最中、ふと気付いてしまった。

「どうしたの？」

「……あぁ、いや、えっと、うん。これは、言っちゃってもいいのかどうか、かなり微妙なんだけど」

「う、うん」

「……メグには、父親がいないんだ」

　ななこ氏に共有していなかった情報。

　俺だけが知ってしまったけど、内容が内容だから、誰にも話そうとしなかった情報。

『……ちなみに、お父さんは？』

『あー、いない。この家、おかーさんとウチの２人暮らしなんだ。男物の服があったら、それ着てもらったんだけどさ』

　カラオケの帰り道でメグと２人になって、公園で反こねのグッズを燃やしていたななこ氏を見かけて、飛んできた火の粉で俺の髪が燃え上がって、池に飛び込んだせいで全身ズブ濡ぬれになって、ほぼ初対面なのにメグの家でシャワーを貸してもらった、あの日。

　俺は、迂う闊かつにも、知ってしまったのだ。

「離婚したのか、お亡なくなりになったのか、それは聞いてないけど。とにかく、今、メグは母親と２人暮らしで、家には男物の服が一着もないんだ」

　説明しながら、俺は、さらに気付く。

「……あぁ、そっか」

　もっと早い段階で気付くべきだったかもしれない。

　少なくとも、あやっぴの共演者説よりは真実に近そうな、この可能性に。

「そのタイミングで、メグと、木きノ本もとくんの、親同士の繫つながりが切れちゃったのか」

　言ってしまえば、シンプルな話だ。

　メグの父親と、木きノ本もとくんの父親が、何らかの接点を持っていて。

　小学生時代のメグと、小学生時代の木きノ本もとくんが、そこで出会っていて。

　だけど、メグは母親と２人暮らしを始めてしまった。

　関係性は断絶した。

　木きノ本もとくんは、淡い初恋を、きちんと終わらせることすらできなかった。

　だから、中学生時代の木きノ本もとくんは、女子の方から告白されて、付き合い始めて、３ヶ月で別れる、そんなことを延々と繰り返してしまった。

「……なるほど」

　言ってしまえば、シンプルな話だ。

　大して面白くもない、ありがちな話だ。

　静かに、ゆっくりと、息を吐く。冷静になった頭で、さっきまでの自分を振り返る。

「……俺、アホみたいだな」

　考察班は、時々深読みしすぎてしまう。あらぬ方向に妄想を暴走させ、ＳＮＳで斬新すぎる概念を提唱し、最終的に、脚本の人そこまで考えてないと思うよ、いい病院を紹介しようか、完治は難しいかもしれないけど頑張ってね、と真顔で言われてしまう。

　今日の俺は、まさに、それだ。

　穴だらけの仮説をドヤ顔で披露して。

　案の定、ガバガバっぷりを指摘され。

　大切な布教活動の時間をわざわざ削ってまで、俺は、何をやってるんだろう？

「……なんか、あやっぴとか、全然関係ないような気がしてきた。ちょっとした言い間違いを大げさに捉えて、外野で勝手に騒いでるだけだ」

　落ち着こう。

　頭を冷やそう。

　そもそも、俺は、何がしたかったんだ？

　メグの秘密を解き明かしたくて、あやっぴとの関係が最大の鍵だと思い込んで、それなら、きっと、ななこ氏の協力が不可欠だと考えて、相談を持ちかけたんだよな。

　今となっては、もう笑うしかない。

　筋違いにも程がある。

　これは１から１００までリア充側の問題であって、そこにオタク側の人間であるななこ氏を巻き込むのは、まったく意味がない。誰も得をしない。つまり、最悪だ。

「ななこ氏、ごめん」

　とりあえず、誠心誠意、謝ろう。

「これ、やっぱり、俺とメグの問題だから、ななこ氏に相談しても」

「待って」

「……んっ？」

「待って、待って、待って」

　中ちゆう途と半はん端ぱに掌てのひらを開いて、中ちゆう途と半はん端ぱに俺の方へと伸ばして、ひたすら『待って』を繰り返す。致死量の尊さを一度に摂取するなど、何らかの理由でオタクが語彙力を失ったときの、典型的なリアクションである。

　だけど、今、こうなる理由がわからない。

「離婚……。お母さん……。中学生……。歌合戦……。あやっぴ……」

　ななこ氏は、かろうじて聞き取れる程度の音量で、ブツブツと何かを唱える。

　こんなことを言ったら失礼かもしれないけど、ちょっと不気味だ。

「……ど、どうした？」

「りょーた氏」

　ななこ氏が俺の目を見つめる。




「わたし、メグさんの秘密、わかっちゃったかも」




　魂が抜けたように、口を半開きにしたまま。

　１秒に５回くらい瞬またたきをしながら。

　ななこ氏は、俺の目を見つめて、そう呟つぶやいた。
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　待ち合わせ場所に現れたのは、天使だった。

　なんかすごいオシャレなシャツの上に、なんかすごいオシャレなジャケットを着て、なんかすごいオシャレなバッグを持っている。カジュアルなショートパンツで、肌の露出面積は広い筈はずなんだけど、田舎のヤンキーガールみたいな雰囲気ではない。どちらかと言えば、都会の、なんかすごいオシャレなお嬢様だ。

「リョータ、ごめん。ちょっと遅れた」

「……い、いや、全然問題ないよ」

　リア充女子のオーラが眩まぶしすぎる。

　今日のメグは、いつも以上に、マジ天使だった。

　制服姿は見慣れてきたけど、私服姿を見るのはまだ２回目で、前回は状況が特殊すぎたからノーカウントとして、実質１回目だ。

　正直、甘く見ていた。

　まさか、こんなにもレベルが高いとは。

　今からファッション雑誌のスナップ撮影を始めます、と言われても納得するだろう。関係者以外の方は立入禁止です、邪魔だから近寄らないでください、っていうかジロジロ見てんじゃねーよ、あっちへ行け、帰れ、帰れ、という幻聴が聞こえてくる。

　だけど、今日、これから始まるのは、

「デートだね」

「……あ、あぁ、うん」

「えー、なんか、緊張しすぎじゃない？　いつも一緒に帰ってるじゃん、放課後」

「やっぱり、いつもとは、ちょっと、違うな、と」

　そうなのだ。

　俺とメグは、知り合って３週間、彼氏彼女になって２週間。

　日曜に会うのは、初めて。

　私服で会うのも、初めて。

　この状況で物もの怖おじしない性格だったら、俺は、特に苦労することもなく、とっくにリア充の仲間入りを果たしていただろう。

「へー。どこら辺が違う？」

「……なんか、すごい、オシャレだ」

　メグは一瞬だけキョトンとした顔になって、

「さすがにテキトーすぎるんだけど。ウケるし」

　その後、笑った。

「っていうか、それ、いつもはオシャレじゃない、って意味じゃん。ヤバい、いきなりディスられた」

「あっ、いや、別に、そんな意味じゃ」

「あははっ。一応言っておくけど、わかってるからね？」

「……そ、そうか。それなら良かった」

　曜日や服装が変わっても、俺とメグの関係性は大して変わらない。会話の９割はメグ主導で進んでいくし、２人とも、それを悪いことだとは思っていない。

　ただ、今日は、一点だけ事情が異なる。

「で、場所は、まだ秘密？」

「……あぁ。まだ、秘密」

「そっかー。ウチ、どこに連れて行かれるんだろう？　ドキドキなんだけど」

　余裕の笑みを浮かべるメグ。

　これからどこで何をするのか、メグは知らない。俺主導で、とっておきのプランを用意しておくから期待しておけよ、とだけ伝えられている。

　一般的なリア充高校生カップルは、彼氏側がデートのプランを決めるものだ。

　こういうサプライズで彼女を喜ばせてあげるのは、やって当然、できて当然、そんなこともできないクソ野郎とは別れてしまえ、という話になるのだ。

　だから、たぶん、メグは何も疑っていない。一般的なリア充高校生カップルがやりそうな、一般的なリア充高校生デートをするんだろう、と信じている。

　俺が用意したプランは、たぶん、その期待を裏切る行為だ。

　俺が打とうとしている一手は、たぶん、最適解から遠く離れた悪手だ。

　……それは理解している。

　だけど、俺は、もう覚悟を決めてきた。

　ここまで来たら、今更引き返すことはできない。




「ここって、カラオケの店だよね？」

　受付前のロビーで、メグが不思議そうに尋ねてきた。

「前も言わなかった？　ウチ、歌は……」

「もちろん、わかってるよ」

　そう言われることは、百も承知だ。

「……ただ、ここは、普通の店じゃなくて、ちょっと特殊な店なんだ」

「んー、確かに、ちょっと豪華な感じがするけど」

　メグがロビー全体を見回す。

　内装はアジアンテイストだし、お香とかも焚たいてあるし、すごくオシャレで大人っぽい雰囲気が漂っている。その分、料金も他のカラオケ店に比べると『ちょっと豪華な感じ』で、高校生の財布にとっては若干痛い出費となる。

　まぁ、実際、デートスポットとして使う分には、適切かもしれないけど。

　この店を選んだ理由は、そこじゃない。

　名物のハニートーストを食べたかった訳でもない。

「コラボルームを予約した、荒川です」

「アラカワ様ですね。確認いたしますので、少々お待ちください」

　この店では、アニメやゲームとのコラボ企画を頻繁に実施しているのだ。

　俺は、過去に一度だけ、この店を利用したことがある。

　去年の春、ＯＴＡ団のみんなで、アイドルファイブとのコラボ期間中に。

　静岡から上京したばかりの俺は、都会のカラオケってすごい、とカルチャーショックを受けていた。ちなみに、ななこ氏は、その日までに３回ほどソロで来店しており、嬉うれしそうに色々解説してくれた。

　いわば、オタク御ご用よう達たしのカラオケ店。

　もちろん、リア充は絶対に利用しない、って訳じゃないけど。

　メグにとっては、おそらく守備範囲外だろう。

「コラボルームって、何？」

「……まぁ、口で説明するより、実際に見た方が早いよ」

「アラカワ様、お待たせいたしました」

　受付の店員さんが、爽やかな笑顔でアナウンスする。

「柚ゆず木き彩あやコラボルーム、ご用意できましたので、ご案内いたします」

　その名前を聞いた瞬間。

　メグが、少しだけ、目を見開いた。




　　　＊　＊　＊




　コラボルームというものは、とりあえず初見のインパクトがすごい。

　６人も入ればぎゅうぎゅう詰めになりそうな部屋の壁一面に、秋葉原駅前の看板みたいなサイズの超巨大あやっぴが待ち構えているのだ。

　デフォルトの室内アナウンスも、本人の声で、

『カラオケＰＡＮＤＡへお越しの皆様、こんにちは。柚ゆず木き彩あやです。この度、私のソロアルバム発売を記念して、なんと！　コラボ企画の開催が決定しました！　わー、ぱちぱちぱち！』

　と、まぁ、こんな感じ。

　個人的には素敵な空間だと思うけど、同意もなく連れて来られたら、居心地の悪さを覚える人も少なくないだろう。

　……ちょうど、今のメグみたいに。

「ちょっと説明してほしいんだけど」

　いつもの眠そうな瞳で、メグは俺を見つめる。

「これ、どういうこと？」

　その口調は、やや苛いら立だっているようにも感じられた。

　まぁ、当然の反応ではある。ひょんなことからリア充女子とデートすることになったオタク男子が、自分のフィールドで戦おうとして、秋葉原とかコミケとかを案内して、すごく喜んでもらえました、というシナリオが成立するのは二次元だけだ。

　だから、場所選びの時点で、悪手も悪手、大悪手。

　普通に考えたら、もはやデート自体が成立しない情勢だろう。

　だけど、それは大した問題じゃない。今日の目的は、本当の目的は、楽しくデートすることなんかじゃない。

「メグは勘がいいから、もう、察しがついてると思うけど」

　まずは謝罪から。

「ごめん。色々、調べさせてもらった」

　視線が交差する。

　２人とも無言のまま、室内には、

『今回、アルバムの楽曲をイメージした、スペシャルメニューもご用意して頂きまして……』

　あやっぴの声だけが流れている。

「メグは、この人のこと、前から知ってたんだろ？」

「……なんで、そう思ったの？」

「本名で呼んだんだよ。一回だけ、ポロッと」

「えっ、噓うそ」

　残念ながら噓うそじゃない。

　この局面で、そんなハッタリを打てるほど、俺の心臓は強くない。

「声優の本名って、普通は出てこないんだよ。オタクの中でも、ななこ氏みたいなガチ勢以外は、柚ゆず木き彩あや、っていう名前しか知らない。山やま崎ざき彩あや、っていう名前を知ってるのは、子役時代まで遡って資料収集するようなガチ勢か、そうじゃなきゃ、リアルの関係者だ」

　２日前。

　俺の推理だけで辿たどり着つけたのは、ここまでだった。

　ここから先は、本当に、根拠のない妄想でしかなかった。

「山やま崎ざき彩あやは、８年前、芸能界を一度引退してる。で、その５年後に、声優の柚ゆず木き彩あやとして再デビューを果たす訳だ」

　だけど、今日。

　ここから先を語るための手札を、俺は、既に、用意している。

「この５年間に何があったのか、俺も全然知らなかった。ネットで調べても、便所のラクガキみたいな、怪しい噂うわさしか見つからなかった」

『このアルバム、アニメの主題歌もいっぱい収録されてるんですけど……』

「……だけど、ななこ氏は知ってたんだ」

『なんと、生まれて初めて演歌にも挑戦しちゃいました。あん、ああん、ってコブシを効かせるのが難しくて……』

「……これ、噓うそなんだよな？」

　室内アナウンスの内容を拾いながら、俺はメグに問いかける。




「本当は、メグのお母さんに弟子入りして、演歌歌手を目指してたんだよな？」




　　　＊　＊　＊




『……その話、どこまで信用していいんだ？』

　一昨日の放課後。

　ななこ氏が教えてくれた非公開情報は、

『山やま崎ざき彩あやが引退したのは、演歌歌手を目指すため？　師匠は、あの有名な中なか森もり幸さち代よ？』

　正直、ちょっと、うさんくさい代物だった。

『……ななこ氏』

『う、うん』

『こう言ったら悪いけど、なんか、すごく、週刊誌の捏ねつ造ぞう記事っぽい』

『やっぱり、そう思うよね……』

　困ったような笑みを浮かべつつ、ななこ氏は、

『でも、ちゃんと、証拠があるから』

　そう断言した。

　口調と、表情から、妙な自信が感じられる。

　まぁ、そこまで言うなら、最初から噓うそだと決めつけるのは止めておこう。最後まで話を聞いたうえで判断しよう。そんな心構えが出来上がったところで、

『えっと、まず、これが』

『ふむふむ、これが？』

『ＳＮＳの、裏アカウントの、魚拓』

『……はい？』

『全部読んだら時間かかっちゃうから、大事なところだけ、スクリーンショットで、見せていくよ？　１枚目は部屋の写真なんだけど、ここに卓上カレンダーが』

『ストップ、ストップ、ストップ！』

　懇切丁寧な説明を、とりあえず、慌てて制止する。

『誤解があったらいけないから、しっかりと確認させてほしいんだけど、えーっと、これは、まさか、あやっぴの、裏アカウント、ってこと？』

『うん。実は、その、まさか、です』

『いやいやいや、そんなの、どうやって特定したんだよ？』

『そこは、えっと……、き、気合いで？』

『マジかよ。根性論かよ』

　気合い万能説。

　気合いがあれば何でもできる。

　まったく、勘弁してほしい。何十年か前に粗製乱造されていたロボットアニメの主人公みたいなことを言わないでほしい。

『あっ、でも、気合いだけじゃ見つからないんだよ？　検索するときのコツがあって、それを知らないと、たぶん、無理』

『ちなみに、その、コツというのは？』

『えっと、簡単に言うと……』

　何気ない質問に答える形で、ななこ氏は滔とう々とうと語る。

　それは、何というか、あまりにもガチ勢すぎるテクニック集だった。

『まずは、ご家族が実名でアカウントを持ってるかどうか……』

『インタビュー記事とかを参考に、ざっくりと、目星を……』

『ニートじゃない人の投稿時刻には規則性があって……』

『友達の友達みたいな人から、順番に辿たどって……』

『外で撮った写真が、１枚でもあれば……』

『もし、会社名がわかってるなら……』

『お天気の話題も、ヒントに……』

『市町村までは、簡単に……』

『鍵アカウントでも……』

『便利なアプリが……』

　うん。

　ＳＮＳって怖いね。

　まぁ、一番怖いのは、

『そんな感じ、です。えへへへっ』

　こんな感じで終始笑顔だった、ななこ氏かもしれないけど。




　とにかく、俺は、認めざるを得なかった。

　ななこ氏の持っている情報はすべて本物であり、ななこ氏の考える仮説は限りなく真実に近いものである、と。

『あやっぴは、本気で、演歌歌手を目指してたんだよ。中なか森もり幸さち代よさんのお弟子さんになって、いっぱい練習して、デビューの予定も決まってたみたい』

『……だけど、その予定は、流れちゃったんだな』

『うん。たぶん、あの、離婚騒動の影響で』

『……理不尽すぎる』

　複雑な思いを抱きながら、俺は、３年前の動画を検索した。

　中なか森もり幸さち代よは大ベテランの演歌歌手である。

　４年前まで、大おお晦日みそかの歌番組にも毎年出演していた。

　しかし、３年前に事態が急変する。大手芸能プロダクション役員である夫との離婚をきっかけに、事実上、テレビなどの表舞台から姿を消してしまったのだ。

　日本人は、こういうニュースが大好物だ。

　スキャンダルに便乗して、自分たちは正義の側に立って、誰かを徹底的に叩たたきのめす。それが楽しくて仕方ない。

　去年の６月にはアイドルファイブ界かい隈わいでも同じような現象が観測されたけど、あれは決してオタク特有の問題じゃない。むしろ、リア充の人たちが発祥で、オタクの業界にも輸入されてきた話なんだろう。

『……これかな？』

　スマホで動画を再生する。

　３年前にテレビで放送された、ワイドショー番組。

『こちらの夫婦には、中学生の娘さんが１人いらっしゃるんですけれども、親権は中なか森もりさんが取ることになりそうです』

『中学生？　あらぁー、多感な時期じゃないのぉー。かわいそうにねぇー』

『自宅前に取材陣が押し寄せているためか、家から一歩も出ず、今日は学校をお休みしたそうです』

『あらぁー、それは良くないわぁー。学校には、ちゃんと行かなきゃねぇー』

『ただ、これだけ騒ぎになってしまうと、学校に行ってもイジメられそうですよね』

『まぁー、かわいそうにねぇー』

　スタジオのコメンテーターたちは、好き放題に語っていた。

　背景に映し出されているのは、カーテンの隙間から顔を覗のぞかせた、中学生の少女。モザイク処理されているから表情までは読み取れないけど、何となく、自宅前まで押し掛けた報道陣を睨にらみつけているような気がする。

『りょーた氏、見つけたよ』

『……これは？』

『木きノ本もとくんのお父さんが、５年前に書いてたブログ』

『……もう見つけたのか。探し始めて、まだ10分くらいしか経たってないのに』

　あやっぴの件で、感覚が麻ま痺ひしてしまったから、驚きはしない。ただ、もう、ひたすら感心するばかりだ。

『えっと、じゃあ、この日記を読んでみて？』

『……ホームパーティー？』

『うん。なんか、すごいよ。さすがに名前はぼかしてるけど、木きノ本もとくんの家に、芸能人が、いっぱい来たみたい』

『……テレビ局のプロデューサーって、そんなこともするんだな』

　別世界を覗のぞき込こむような感覚で、日記を読み進めていく。

　文章の合間に挟み込まれる写真には、ほとんど人物がいない。芸能人の肖像権は色々と面倒なのだろう。その代わり、天井のシャンデリアとか、出張寿す司し職人とか、チョコレートフォンデュとか、いかにもセレブの集まり、という雰囲気を感じさせる写真が多かった。

『……んっ？』

　日記も後半に差し掛かったところで、１枚の写真が目に留まる。

　やや緊張気味の少年と、行儀よく佇たたずんでいる少女。年齢は、２人とも小学校高学年くらい。大人の顔は写さないけど、子どもの顔はセーフ、という判断基準だろうか。

『……あっ』

　当然、気付いた。

　もはや説明不要だった。

　しかし、テレビ局のプロデューサーとは、説明不要な映像にもテロップを入れることを是とする職業。当然のように、過剰な説明が付け加えられている。




　そろそろ息子も色気づく年頃なんでしょうか!?!?!?

　サッチーさんのお嬢ちゃんに、どうやら一ひと目め惚ぼれしちゃったようです（笑）




　　　＊　＊　＊




「……小学生の頃は、中なか森もり恵め久ぐっていう名前だったんだよな？」

　これは、質問じゃない。

　ただの答え合わせだ。

「……で、中学生のとき、上かみ井い恵め久ぐになった」

　中なか森もり幸さち代よという芸名は、元々、本名だったらしい。

　離婚して苗みよう字じが変わってしまったけど、せっかく売れた名前でもあるから、そのまま活動を続けたのだろう。

　しかし、娘の方には、そんな選択肢が存在しない。

　自動的に苗みよう字じが変わってしまうし、学校中の人たちが理由を知っている。

　おそらく、その時点で、イジメの標的となる条件は揃そろっていた。こいつは徹底的に叩たたいてもいい、という大義名分さえあれば、いつ攻撃が始まってもおかしくなかった。大義名分というのは、実際のところ、私は××くんのことが好きなのに××くんはメグのことが好き、という言いがかりレベルなんだけど。

　いずれにせよ、メグが追い詰められたことは、疑いようもない事実だ。

『うん、死にたかった』

　あの言葉に、どれくらいの重みがあったのか。

　想像するだけで気が滅め入いってしまう。

『だから、高校は、中学の知り合いがいない九十九学園に来て、同じことを繰り返さないように、１人も敵を作らないように、頑張ってきたんだ』

『ある意味、高校デビューみたいな感じで、別人に生まれ変わってる訳だからさ。前世の記憶とか、思い出したくないよね』

　メグは自衛策を講じた。

　別人に生まれ変わった。

　だけど、一つだけ誤算があった。

　九十九学園には、木きノ本もとくんがいたのだ。

「……木きノ本もとくんも、最初は気付かなかったんだろうな。クラスも違うし、苗みよう字じも違うし。何より、メグの方が、向こうとの接触をなるべく避けてきただろうから」

　マキマキさんの情報によると、木きノ本もとくんがメグのことを好きになったのは、おそらく３学期の前半。冬休み専用彼女と別れた後だ。

　そのタイミングで、バレてしまったんだろう。

　そして、そこで、約束したんだろう。

『だから、キノっちも、昔のことは忘れてよ』

『最悪、忘れなくてもいいけど、誰にも言わないで。ウチらだけの秘密にして。そういう約束だったじゃん、ずっと』

　メグは過去を忘れたかった。

　だから、俺にさえ語ろうとしなかった。

　俺以外に知られてはいけない秘密と、木きノ本もとくん以外に知られてはいけない秘密と、２つの制約を同時に抱えながら、メグは高校生活を送っていた。

　もう、噓うそばっかりじゃないか。

　何もかも虚像だらけで、実像がどこにも存在しないじゃないか。

「リョータは、何がしたいの？」

　しばらく黙り込んでいたメグが、口を開いた。

「そこまで調べたのは、素直にすごいと思う。ほとんど全部合ってるし。でも、そこまで調べたら、わかるじゃん。ウチが、なんで、その話を知られたくなかったか」

「……単純に、知りたかったんだよ。俺が」

「リョータって、そんなオラオラ系の人だった？」

「俺がワガママを言わなかったら、全部、メグの思い通りになっちまうからな」

　実際、ずっとそうだった。

　メグの掌てのひらの上でコントロールされてきた。

　だけど、このまま流され続けていたら、俺は何も知ることができない。本物のメグに触れることすらできない。確かに毎朝手をつないで登校しているけど、それは、偽にせ物もののメグ、虚像の彼女だから。

『リョータは、ウチのこと、あんまり好きじゃないから』

『アラカワくんは、メグのこと、本当に好きなの？』

　こう指摘されたとき、俺は、反論できなかった。

　強いて言うなら、俺が好きなのは俺自身だった。

　彼女のことが好きな訳じゃなくて、彼女持ちのリア充をやっている自分が好き。

　それは、まさに、アイドルファイブが好きな訳じゃなくて、ドルファイバーをやっている自分が好きな連中と同じだった。

　リア充側にも、オタク側にも、薄っぺらい人間は存在する。

　本当は自己愛でしかないものを、三次元の恋人だったり、二次元の恋人だったり、とにかく外側へ向けていると思い込むことで、アイデンティティを獲得し、キャラクターを確立させ、そして、３ヶ月ごとに恋人を切り替えている。

　俺は、そうなりたくなかった。

　メグにとっては、その方が好都合だったかもしれない。

　虚像で満足し、実像を求めない。そんな彼氏であり続けてほしかったかもしれない。

　だけど。

　やっぱり。

　俺は、そうなりたくなかった。

　もちろん、だからと言って、いきなり恋愛感情が芽生える訳じゃないんだけどさ。

「……メグの歌を聴きたい」

　俺はワガママを言う。

「音痴のフリとかしなくていい。実力を隠さなくていい。噓うそじゃない、本当の歌を、俺に聴かせてほしい」

「無理だよ」

　そして、即座に断られる。

「ウチは、歌えない」

「……どうして？」

「歌わないって決めたから」

　メグは視線をテーブルに落とし、唇を嚙かみしめた。

「中学で色々あって、ウチも、わかったんだ。親が歌手とか、自分もレッスン受けてるとか、そんなこと言わない方がいい。みんなに知られてない方がいい。それだけでウチのこと嫌いになっちゃう人、いっぱいいるから」

「……だから、みんなの前で、音痴のフリしてたんだよな」

　その噓うそは誰にも見破れなかった。

　ただ１人、木きノ本もとくんという例外を除いて。

『本当は、メグに歌ってほしい』

　メグの素性を知った今となっては、女声ソロをメグに歌ってほしい、と言った木きノ本もとくんの心情も、まぁ、理解できなくはない。

　小学生時代にメグの歌を聴く機会もあっただろう。中学生時代に家庭環境が激変したことも知っているだろう。そのうえで、高校生になって、数年ぶりに再会した初恋の相手が、歌声を封印していたんだから。

　しかし、メグの反応は冷淡だった。

『ソロパートとか、ウチは絶対歌えない。っていうか、歌わない』

　木きノ本もとくんの目に映る世界は、とてもシンプルで、とても綺き麗れいだ。

　メグが生きている世界は、残念ながら、綺き麗れいな言葉だけで構成されている訳じゃない。噓うその方が多いかもしれない。

　メグは生きるために噓うそをつく。

　本音を知っているのは、本音を知ってもいいのは、本音を知るべきなのは、ごく少数の限られた人間だ。

「みんなの前で歌えないことは、わかってる。だけど、今は俺しかいない。だから」

「無理だってば」

　また、即座に断られる。

「リョータにも、これ以上、ウチのこと知ってほしくない」

「ぐっ!?」

　なかなか強烈なパンチが飛んできた。一生のトラウマになりかねないフレーズだ。あまりのショックにＫＯ負け寸前だけど、どうにか持ちこたえて、ファイト続行の意思を見せる。

　今日の俺は、覚悟を決めてきたんだ。

　もう別れよう、と言われるくらいで済めばマシな方。最悪、教室に俺の居場所がなくなるかもしれない。トイレの個室でカロリーメルトを頰張る生活に逆戻りかもしれない。

　そんなリスクを負ってまで、俺は、こうすることを選んだんだ。

　一生のトラウマを刻み込まれたくらいで、諦めるもんか。

「……なんで、だよ？」

　心の中で、ファイティングポーズを取りながら、メグに尋ねる。

「知ってほしくない、って、どういう意味だよ？」

「必要以上に興味持ってほしくない。恋愛感情とかも持ってほしくない。執着心とか、嫉妬心とか、そういうのも、全部、持ってほしくない」

　ぎゃあああああぁぁぁぁぁっっっっっ!?!?!?

　……死んだ。

　今、俺の命が終わった。

　怒ど涛とうのラッシュを叩たたき込こまれ、再起不能なダメージを受け、そのまま帰らぬ人となった。

　もちろん、物理的な生命活動は続いているけど、精神的な尊厳は完全にご臨終だ。リア充になりたいだけの人生だった。享年17歳、安らかに眠れ。

　と、そんなことを思った矢先。

「……メグ？」

　気付いてしまった。

　メグが、少し泣いていることに。




「ウチのこと、好きになってほしくない」




　微かすかに声が震えていた。

　カラオケボックスは雑音が多くて、あやっぴのアナウンスはもう２周目だし、隣の部屋から歌声も漏れてくるけど、今、そんなものは俺の意識からカットされている。ただ、メグの声だけを聴いている。

「ウチは、誰にも興味持たれないくらいで、ちょうどいいんだよ。好きでも嫌いでもない、無関心、っていうのが、一番いい」

「……好きでも、嫌いでも、ない？」

　あぁ、そうか。

　今、やっと理解した。

　誰にも嫌われたくない、という願いを、極限まで突き詰めた結果。

　メグが辿たどり着ついた答えは『無関心』だった。決して『好き』ではなかった。

　ただ、それは、

「……一番つらい状況じゃねーか」

　俺は、そう考えてしまう。

　もしかしたら、傲慢な意見を言っているのかもしれない。

　強烈な敵意を向けられたことがないから、自分の経験則だけで、無関心が一番つらい、などと言えるのかもしれない。

　だけど、やっぱり、俺は、そう考える。

　リア充にもオタクにもなれなかった俺の、経験則として。

　誰にも関心を持たれないことは、どこにも居場所がないことは、絶対に、つらい筈はずだ。

「そんなことないよ」

　メグは首を横に振る。

「ウチは、平和に生きていければ、それでいいんだから」

「……ダメだろ、それは」

　俺も首を横に振る。

「まず、何より、メグが救われないだろ」

「救われない、って？」

「今のメグは、２週間前のななこ氏と同じじゃねーか」

　そして、拳を強く握りしめる。

「ＯＴＡ団の連中にも俺たちにも噓うそをついて、本音を語れる相手が誰もいなくて、美術部の部室に１人で逃げ込んで、これでいい、このままでいい、とか言ってた頃の、ななこ氏と、同じじゃねーか」

　リア充女子とオタク女子。

　何もかも正反対の２人だけど。

　その言動は、時々、不思議なほど似ている。

『りょーた氏は、これ以上、関わらない方がいい、みたいな』

　学園異能バトルのヒロインが１話で言いそうな台詞せりふ。

　最初は、ななこ氏にも拒絶されていた。

　もし、あのまま引き下がっていたら、メグの力を借りて強引に押し切らなかったら、ななこ氏は救われなかった。

　だから、俺は引き下がらない。

　今度は、メグの主張を、強引に押し切る。

「噓うそをつくこと自体は否定しない。だけど、全部噓うそはダメだ。せめて、１人くらい、噓うそをつかなくていい相手がいなきゃダメだ」

　アイドルファイブが好き。

　みこみーが好き。

　そう語れる相手を、ななこ氏は見つけた。

『りょーた氏には、感謝の気持ちでいっぱいです。えへへへっ』

　そして、笑顔になった。

　ビフォーアフターの変化を、俺も、メグも、知っているから。

「……俺が、その１人になりたい」

　カラオケ用のマイクを、メグに差し出す。

　場を盛り上げるためのタンバリンじゃない。そんなものは、今、まったく必要ない。

「だから、メグが一番好きな曲、遠慮しないで歌ってほしい」

　言いたいことは全部言った。

　あとは、メグが、心を開いてくれるかどうか。

　目の前に差し出されたマイクを、メグは無言で見つめている。案の定、すぐには受け取ってくれない。有名歌手の娘が、歌えない、歌わない、とまで決意した背景は、そんなに軽々しいものじゃない。

　俺はコミュニケーション能力が低いから、メグが何を考えているのか、正確には読み取れていないだろう。

　ただ、そんな俺にも一目でわかる、明確な事実として。

　メグの瞳から、今、涙がこぼれていた。




「ナナコちゃんの名前出すの、ズルいよ」




　指先で涙を拭って。

　緩やかに口角を上げて。

　泣き笑いのような表情で、メグは視線を上げた。

「ウチも、救われたくなっちゃうじゃん」

　その言葉は、きっと、噓うそじゃない。

　ほんの数分前まで、当人すら気付いてなかったかもしれないけど、その言葉は、おそらく、心からの本音だ。

「……悪かったな。ズルくて、ワガママで、ストーカーみたいに秘密を知りたがる男で」

「え、なんかウケる。ウチ、そんな、最低のカレシと付き合ってたの？」

「しかも、初デートで彼女を泣かせてる」

「あ、本当だ。ヤバい。リョータ、マジ、最低すぎるし」

　微かすかに震えた声で、冗談っぽく笑う。

「でも、ありがと。お礼に、一曲、歌ってあげるよ」

　それから、吹っ切れたようにマイクを受け取り、

「ただ、ちょっと待っててね。どうせ歌うなら、ちゃんと歌いたいから」

　おもむろに立ち上がる。

「♪あっ、あっ、あっ、あ────」

「……発声練習？」

「うん、軽いやつだけど」

「……ほ、本格的だな」

「当たり前じゃん、プロのレッスン受けてたんだから。ウチのおかーさんが誰なのか、リョータ、知らないの？」

「……知ってる」

「今はアニメの声優やってる、山やま崎ざき、じゃなくて、柚ゆず木き彩あやさんも、昔はウチと一緒にレッスン受けてたんだけど、リョータ、知らないの？」

「……それも、知ってる」

「うわ、ストーカーだ」

「……おい」

「♪あっ、あっ、あっ、あ────」

　言いたいことだけ言って、また発声練習を続けるメグ。

　その姿を見守る、壁に描かれた巨大あやっぴ。

　変則的ではあるけど、今、メグは、楽しかった時間に戻っているのかもしれない。すべてを噓うそで塗り固める前の、純粋な子どもだった時代に。




　入室してから数十分。高めの料金に見合うだけのことはある良音質のスピーカーから、今、やっと、１曲目のイントロが流れる。

　せっかくのコラボルームだけど、あやっぴの曲ではない。

　演歌歌手の中なか森もり幸さち代よが、大おお晦日みそかに歌っていた曲だ。

　俺みたいな素しろ人うとでも知っている、名曲中の名曲だ。

　日本人の心に染しみ渡わたる、風流で、雅みやびで、美しいメロディ。

　なんかすごいオシャレなシャツの上に、なんかすごいオシャレなジャケットを着た、なんかすごいオシャレなリア充女子とは、ミスマッチだろうか？

　……いや、そんなことはない。

　少なくとも、今、この場においては。

「じゃあ、リョータ」

　歌い出しの直前。メグは、一度だけ、こちらへ振り返った。
















「ウチが、一番好きな曲、歌わせてもらうね」
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　……圧巻だった。

　ずっと鳥肌が立っていた。

　演歌なんて、ほとんど聴いたことがないから、技術的な優劣は判断できない。

　語彙力も全然持ってないから、この感動を表現しようと思っても、マジ天使の歌声、みたいな言い方しかできない。

　だけど、どうにかして、メグに伝えたかった。

　その歌を聴いたのは俺だけなんだから、借り物の言葉じゃなくて、俺の言葉でメグに伝えなきゃいけなかった。

　結果的には、小学生並の感想になっちゃったけど。

「……好きだ」

　それが噓うそじゃなければ、きっと、何も問題ない。




「俺、メグの歌、すげー好きだよ」




　聴くことができて、嬉うれしかった。

　これからも、何度でも、聴きたいと思った。

　この感情は、極めて内面的なものだ。誰かにアピールしたい訳じゃない。ある意味、究極の自己満足かもしれない。

　つまり、メグの歌が好きな自分が好きなんじゃなくて、メグの歌が好きなんだ。

　両者の違いは小さいようで大きくて、その違いを意識するようになってから自問自答ばかりだったけど、今、やっと、結論が出たような気がする。

　と、いつもの癖で、そんなことを考えていたら、

「……メグ？」

　メグから何の反応もないことに気付いた。

　曲は既に終わっている。次の曲を予約していないから、あやっぴの室内アナウンスが、また冒頭から流れている。

　だけど、メグは、ずっと立ち尽くしていた。歌うときの姿勢から微動だにせず、まるで放心したように。

「恥ずかしい……」

　囁ささやくような声で、呟つぶやく。

　それから数秒後。

　ようやく硬直が解けたように、マイクを置いて、両手で顔を覆って、椅子に座り込んだ。

「ヤバい……。歌、聴かれるのって、こんなに、恥ずかしいんだ……」

「え、えぇっ？」

　メグが、恥ずかしがっている。

　予想外の出来事に、俺は呆ぼう然ぜんとするばかりだ。

「自分でも、ビックリなんだけど……。リョータに、見られちゃいけないもの、見られたような感じがする……」

「あ、あぁ、おう」

「っていうか」

　指の隙間から、チラリと俺の様子を窺うかがって、

「こっち、見ないで……。恥ずかしいから……」

「あ、えっと、はい」

「落ち着くまで、しばらく、彩あやさんの方、見ててよ……。リョータ、好きなんでしょ？」

「そ、そうだな、好きだから、見てる、うん」

　俺は、言われた通りに視線を逸そらす。

　等身大よりも５倍くらい大きな、あやっぴの写真とにらめっこする。

　いや、まぁ、確かに好きなんだけどさ。いわゆるガチ恋勢とかじゃないからさ。この距離で巨大なあやっぴを見つめていると、なんだかシュールな笑いが込み上げてくる。

　その状態で、10秒、20秒、いや、もっと経過しただろうか。

　しばらく、という時間指定は、いつまで続くのかな？　と思いながら視線を移動すると、

「まだ」

「はい」

　すぐに注意されてしまった。

　こちらの動きは、常に監視されているらしい。あちらの動きは探ることも許されないのに、ちょっと理不尽である。

　……それにしても。

　メグには、こんな一面があったんだな。

　当人も気付いてなかったようだし、他の誰には俺以上に見せたくない姿だろうから、俺たちだけの秘密となることは容易に想像できる。

　秘密の数が増えていくこと。それ自体は、決して悪いことじゃない。

　ただ、誰か、１人でいい。

　すべての秘密を共有できる相手が、誰か、１人、いればいい。

　そうすれば、きっと、メグは救われる筈はずだから。
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　翌日の放課後。

　あらかじめ告知されていた通り、女声ソロを決めるオーディションが実施された。オーディションといっても大げさなものじゃなくて、15秒くらいのパートを１人ずつ順番に歌い、あとはみんなの投票で決める、という簡易なものだ。

　下手な人。

　普通の人。

　そこそこ上手な人。

　本当は上う手まいけど実力を隠してる人。

　色々な人がそれぞれの歌声を披露していき、その後、最も多くの票を集めたのは、




「んんｗｗｗ　なんというｗｗｗ」




　……オタヒメさんだった。

「あんまりリア充っぽい曲を歌ってると、ネットで叩たたかれそうな気もしますが。まぁ、実力で選ばれてしまったなら、仕方ありませんな？」

「そ、そうだよね。かなめ氏、歌、上手だもんね」

　相あい槌づちを打っているのは、いつもと同じく、ななこ氏だ。

「おっ？　おっ？　おっ？　ななこ氏も、そう思いますかな？」

「えっ？　う、うん。動画サイトのコメントとかでも、みんな、そう言ってるし……」

「そっかそっか～☆」

　満更でもない表情で、オタヒメさんは何度も頷うなずいた。

　いや、まぁ、確かに上う手まかったよ。さすが、歌声を披露することに慣れている。今日のオーディションを聴いた限りでは、ぶっちぎりの歌唱力だったと思う。

「じゃあ、よろしくね」

　マキマキさんがオタヒメさんに歩み寄る。

　リア充女子とオタク女子の、なかなか珍しい２ショットだ。

「ソロパートやるんだから、一応、練習も」

「えぇ～、わかってますよ？　私は４組の生徒ですから、４組の練習に参加するのは、当然のことですな？」

　白々しく、そんなことを言う。

　だけど、一応、これで言げん質ちを取ることができた。

　要するに、オタヒメさんは、自分の存在感を発揮したかったんだろう。そこへ女声ソロというポジションを与えられたことで、わざわざ隣の教室まで行く必要がなくなった。選曲に少々不満は残るかもしれないけど、とりあえずＯＫ、という雰囲気だ。

「伴奏者様も、練習、がんばれ♡　がんばれ♡」

「はいはい。あたしもちゃんと弾くから、アンタもちゃんと歌ってよね」

　嚙かみ合あっているのやら、嚙かみ合あっていないのやら。

　オタク女子特有のテンションを華麗にスルーしつつ、女声ソロから伴奏者へと転向したリア充女子が、教壇の方を見つめる。

　視線の先には、木きノ本もとくんがいた。

　だけど、木きノ本もとくんが見つめているのは、別のリア充女子だった。

「……メグ」

「何？」

「……なんか、見られてるけど」

「あっ、本当だ」

　まるで、今、初めて気付いたかのように。

　メグは振り向いて、木きノ本もとくんと視線を合わせて、ひらひらと手を振った。

　相手が免疫力の高いリア充男子でなければ、あれっ？　この子、もしかして、俺のこと好きなんじゃね？　と勘違いしてしまう、とても罪深い行為だ。

　しかし、もちろん、木きノ本もとくんは勘違いなどしない。

　何かを悟ったような表情で、小さく肩を落とす。

　反応は、それだけだった。

「とりあえず、これで、決めなきゃいけないことは全部決まりました。あとは、クラス一丸となって、頑張るだけです。っていうか、頑張ろう！　マジで！」

　木きノ本もとくんは、メグという個人ではなく、２年４組全体に向けて語りかける。

　その表情に暗さはない。

　吹っ切れたように、明るく、そして、力強い。

「よっしゃー、マジ卍まんじ！」

「目標は～？　優勝しか～？　あ～り～え～な～い～！」

　他のリア充男子たちも、木きノ本もとくんに同調したのか、よくわからない謎のテンションで騒ぎ始めた。普段の俺なら多少の不快感を覚えていただろうけど、今日の俺は一味違う。重苦しい雰囲気を引きずるよりは、こっちの方が、何倍もいいよな。

「絶対優勝するぞ！」

「お────★」

「おっお──☆」

　マキマキさんの声と、オタヒメさんの声が、重なる。

　リア充とオタクの垣根を超えて、このクラスは一つになったのだ。

　ここに至るまで本当に色々な問題があったし、最終的な結論も、全員が１００％納得できる形じゃなかったかもしれないけど。

　きっと、これが、全体最適なんだろう。

　教室の熱気を肌で感じながら、俺は確信を強めていた。




　　　＊　＊　＊




　放課後の合唱練習が終わった。

　先週に比べると、今日は、みんな、やる気があった。

　未解決の問題がゴロゴロ転がっている状況と、一通り解決したからあとは前に進むだけ、という状況では、モチベーションにも大きな差が出るようだ。俺自身、余計なことを考えないで練習に集中できたから、今、結構、充実感があったりする。

　そんな気分で帰り支度をしていたら、

「アラカワくん」

　マキマキさんに声をかけられた。

「メグに聞いたよ？　昨日、デートしたんでしょ？」

「……は、はい、しました」

　反射的に身構えてしまう。

　何の前触れもなく距離を詰められる、この感じ。

　これが、俺は、相変わらず、ちょっと苦手だ。

「やー、なんか、今日のメグ、すごい幸せそうなんだけど。アラカワくんと話してるだけで、ラブが溢あふれちゃってるよね」

「……そ、そう見える？」

「うん、見えまくり。先週とは、雰囲気、違いすぎ」

　にやけた顔が、じわじわと近付いてくる。相手の目を直視することに、ためらいも、恥じらいも、持ち合わせてはいない。

「やっぱり、アレ？　昨日のデート、大成功しちゃった感じ？」

「……あっ、はい。おかげさまで」

「ひゅーひゅー★」

　どうも居心地の悪い会話だ。

　褒められていることは間違いないんだけど、煽あおられていることも間違いない。

　リア充同士のコミュニケーションにおいて、煽あおる、という行為は、基本的にポジティブな意味を持つ。

　オタク文化にどっぷり浸つかっている人間は、この辺りを理解しておかないと、ポジティブなメッセージをネガティブに受け取ってしまいがちだ。

　頭では、ちゃんと理解しているんだけど。

　とはいえ、根本的な文化の差異だから、すぐに順応できるものでもない。

「ちなみに、どこ行ったの？」

「……えっ？」

「メグも教えてくれなかったんだよね。秘密、とか言われちゃって」

「……あぁ、そうなんだ」

　思わず苦笑する。

　まぁ、そう訊きかれたら、そう答えるよな。

「じゃあ、俺も言わないよ。俺とメグだけの秘密なんだから」

　デートの場所は教えられない。

　何を歌ったのか。

　どうして歌ったのか。

　それも、絶対に、教えられない。

『ヤバい……。歌、聴かれるのって、こんなに、恥ずかしいんだ……』

　彼女の恥ずかしいエピソードを言い触らすなんて、それこそ、彼氏として失格だからな。

　メグのあんな一面を知っているのは、俺だけで十分だ。




　オーディションで、メグは見事に音程を外した。テンポも大きくズレていた。

　クラスの全員に投票権があったから、みんなメモを取りながら静かに聴いていたんだけど、メグが歌い始めた途端、教室は、ざわめき、どよめき、騒がしくなった。不特定多数の小声が重なり合い、その総量が、控えめなメグの声量を上回っていた。

　とりあえず、色々な意味で、みんなの印象に残ったことは間違いないだろう。

　五十音順の関係で直前に歌ったオタヒメさんが、普通にメチャクチャ上う手まかったから、そこからの落差もあって、余計に。

　マキマキさんは、やっぱり、そうだよね、と納得しているような顔だった。

　木きノ本もとくんは、湧き起こる複雑な感情を、必死に押し殺しているような顔だった。

　……とりあえず、ごめんなさい。

　リア充女子の反応に安あん堵どしつつ、リア充男子の気持ちを察した俺は、心の中で、心にもない謝罪の言葉を述べた。

『……噓うそは、つかないでください』

『できるのに、できないフリするのは、やっぱり、良くないことだと思うんで』

　木きノ本もとくんの、あの発言の意図は、どこにあったのか。

　きっと、メグに、本当の歌声を披露してほしかったんだろう。オーディションという場で、普段のカラオケと同じような、噓うその歌声を聴きたくはなかったんだろう。

　改めて思うけど、木きノ本もとくんは、いかにも主人公だ。一見チャラそうだけど、どんな困難にも正面からぶつかり合う、何というか、情熱的な男だ。

　物語の主人公が正論を唱える。

　物語の世界が異論を唱える。

　この場合、間違っているのは、１００％、世界の側だよな。

　噓うそは良くない。

　噓うそをついた方が得をするなら、そんな世界は間違っている。

　噓うそをつかない正直者が報われる、そんな世界を実現させるために、主人公は戦う。

　……だけど、さ。

　メグも。

　ななこ氏も。

　それから、俺も。

　残念ながら主人公じゃないし、それ以前に、明確な敵も存在しない。仮に世界が間違っていたとして、それを正しく変える力なんか持っている筈はずもない。

　……だから、さ。

　俺たちは正論なんて言わない。

　俺たち以外の全世界に、噓うそをついて、生きていくんだ。




　　　＊　＊　＊




　放課後の合唱練習が終わった、と言ったな？

　あれは噓うそだ。

　いや、噓うそというか、何というか。男子の方は本当に終わって、もう解散したんだよ。女子は別の部屋で練習してたんだけど、俺が帰り支度をしてるタイミングで暇そうなマキマキさんに絡からまれたから、あぁ、向こうも終わったんだな、って勘違いしたんだよ。

　実際には、少し長引いているらしい。

　オタヒメさんが女声ソロになったことで、パート分けを見直すかどうか、という議論をしているんだとか。

　マキマキさんは、伴奏者だから関係ないよね、という理屈で１人だけ離脱し、木きノ本もとくんを探していたんだとか。

「あ、いた！　キノっち、今日、ちょっと時間ある？」

「おー、どしたー？　これから部室に顔出すから、その後でもいい？」

　リア充女子が、リア充男子に、剝むき出だしの好意をぶつける。

　リア充男子は、リア充女子を、なんだかんだ嫌ってはいない。

　お前ら、さっさと付き合っちゃえよ。

　リア充なんだから、リア充らしく、リア充しちゃえよ。

　ラブが溢あふれちゃってるよね。

　ひゅーひゅー★

　……と、リア充的な煽あおり文句を、脳内で暗唱しながら。

　手持ち無沙汰となった俺は、とりあえず、スマホを弄いじり始めた。




　メグ：　ごめん、たぶんあと10分くらい




　ＢＩＮＥを確認したら、メグからメッセージが届いていた。

　そして、まったく同じ時刻に、ななこ氏からも。




　ななこ氏＠ＯＴＡ団：　あと５分くらいかかりそう……




　申告する時間の差に、それぞれの性格が出ていて興味深い。２人が教室へ戻ってくるのは、果たして、５分後なのか、10分後なのか。

　そんなことを考えながら、俺は、ほぼ無意識に、画面を指でスクロールした。

　ななこ氏と個別のメッセージをやり取りした履歴が、１日前、２日前、３日前、と遡って表示される。




　──金曜日、23時頃。




　ななこ氏＠ＯＴＡ団：　今日、部室で言えなかったことなんだけど……

　ななこ氏＠ＯＴＡ団：　りょーた氏には、ちゃんと言っておきたいから、言うね？







　美術部の部室で、メグの秘密を突き止めてしまった、その数時間後。

　ななこ氏は、俺に、ＢＩＮＥのメッセージという形で、こう話してくれた。





　ななこ氏＠ＯＴＡ団：　わたし、りょーた氏に、すごく、感謝してるの

　ななこ氏＠ＯＴＡ団：　もちろん、りょーた氏だけじゃなくて、メグさんにも、だよ？

　ななこ氏＠ＯＴＡ団：　わたしの秘密が、わたしだけの秘密じゃなくなって

　ななこ氏＠ＯＴＡ団：　でも、ＯＴＡ団のみんなにバレちゃった訳でもなくて

　ななこ氏＠ＯＴＡ団：　今みたいな感じが、なんか、すごく、いいな～、って思うの






　ななこ氏の秘密。

　簡単に言えば、それは、ドルファイバーであること。

　難しく言えば、それは、美術部の部室という最後の聖域に大量の偶像（フィギュア）を持ち込み、たった１人で弾圧への抗戦を続けたこと。





　ななこ氏＠ＯＴＡ団：　メグさんも、きっと、わたしと同じだよ

　ななこ氏＠ＯＴＡ団：　メグさん本人は、自覚してないかもだけど……

　ななこ氏＠ＯＴＡ団：　りょーた氏にも秘密を話せないの、ぜったい、苦しいはずだよ

　ななこ氏＠ＯＴＡ団：　ちょっと前までのわたしが、そんな感じだったから

　ななこ氏＠ＯＴＡ団：　りょーた氏とメグさんのおかげで、わたしは救われたと思う

　ななこ氏＠ＯＴＡ団：　だから、今度は……

　ななこ氏＠ＯＴＡ団：　りょーた氏とわたしで、メグさんの力になってあげたい






　この２日後。日曜日。メグは、俺に、本当の歌声を聴かせてくれた。

　この３日後。月曜日。メグは、みんなに、噓うその歌声を披露した。

　俺にアイドルファイブの布教活動を行いながら、ＯＴＡ団のために反こねのイラストを描き続ける、ななこ氏と。メグは、やっぱり、どこか似ている。

　リア充女子とオタク女子。

　何もかも正反対の２人だけど。

「……面白いな」

　独り言を、ぽつりと呟つぶやく。

　２人の狭はざ間までフラフラしている俺が、２人の秘密を知る唯一の存在となってしまった、その経緯とか背景まで含めて。

　今の時代、東京の高校は、それなりに面白い場所だと思う。

「……んっ？」

　廊下から足音が聞こえてきた。

　パート分け見直しの議論がまとまって、女子一同が戻ってきたらしい。

「リョータ、お待たせ」

「りょーた氏、お待たせしました……」

「いやいや、そっちこそ大変だっただろ？　お疲れ様でした」

　２人を出迎えながら、ふと思い出して、時刻を確認する。

　先程のメッセージを受け取ってから、ちょうど７分30秒が過ぎたところだった。







　あとがき




　２巻、２巻ですよ────!!

　だいぶ１巻から間が空いてしまいました。長らくお待たせしてしまった皆様、本当に申し訳ございません。それでも本書を手に取ってくださり、本当にありがとうございます。

　どうしてこんなに遅くなったのか？

　原因の９割は私の執筆速度です。ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい。

　残りの１割は何か？

　それを書いたらＫ社の偉い人にまた怒られてしまうので、えぇ、まぁ、お察しください。




　違う話をしましょう。

　２０１８年春現在、バーチャルＹｏｕＴｕｂｅｒが大流行しております。正確な定義を紹介するのは難しいですが、二次元っぽいキャラクターが雑談したり歌ったりゲーム実況したり、とにかく大量の動画が毎日のように配信されています。

　ひとつひとつの動画、あるいはキャラクターが面白いのは、もちろんのこと。

　今、まさに、新しい文化が生まれようとしている、それを自分たちはリアルタイムで目撃している、という高揚感が、圧倒的な熱量を産み出しているような気がします。

　思い起こすのは、約10年前。

　２００７年秋から始まったＶＯＣＡＬＯＩＤの大流行を、リアルタイムで目撃した私は、

「音楽業界とかひっくり返るかもな」

「ひっくり返るよ、当然」

「胸が熱くなるな」

　とか書き込んでいたような気がします。某匿名掲示板に。

　あのまま全力でオタク道を究めていたら、今とは違った人生を歩んでいたでしょうし、この小説も書けなかったでしょうが、まぁ、その話は、一旦置いておきまして。

　時代は変わっても、新しい文化が生まれるときのワクワク感は変わらない。

　そんなことを考えながら、毎日更新される動画や、毎月バーチャルＹｏｕＴｕｂｅｒ関連の記事が載っている某雑誌（発行：Ｋ社）を楽しみに生きております。

　要するに、Ｋ社は素晴らしい出版社です!!　最高です!!　うぇ───い!!




　以上、本文とまったく関係ないあとがきでした。

　筆の遅い作家ではありますが、引き続き、気長に応援してくだされば幸いです。
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踊る赤ちゃん人間。

あばば、あばば、あばば。
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イラスト／冬とう馬ま来き彩さ

リア充とオタクの共通点はファッションばりにトレンド転換がはやいところかな。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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